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学戦都市アスタリスク

11.刃心切磋

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　それぞれの道

　いよいよ寒さが身みにしみるようになってきた、初冬の昼休み。

　いつものように学食に集まったいつもの面々を前に、綺き凛りんが深々と頭を下げた。

「あ、あの、皆さん！　改めて、ありがとうございました！」

《獅鷲星武祭グリプス》から一ヶ月と少し。準決勝で負った怪け我がで三日間ほど治療院に入院していた綺凛も、すっかり回復している。心配された目のほうも、あの千せん里り眼がん──星辰力プラーナを介して相手の思考を動きとして捉とらえる──を多用しなければ問題ないらしい。

「……一体なんのことだ？」

　昼食を終え、食後の紅茶を口に運んでいたユリスがきょとんとした顔でそんな綺凛を見る。

「あ、は、はい！　先日、父が家へ戻れたと連絡がありまして……」

「あらあら、それはおめでとうございます」

　クローディアがぽんと手を叩たたき、柔和な笑みを浮かべた。

　綺凛の父である誠せい二じ郎ろうはかつて幼い綺凛を助けるためにやむなく強盗を手にかけてしまい収監されていたというが、どうやら無事釈放されたらしい。

　どこの国でも《星脈世代ジエネステラ》が常人を傷つけた場合、常人同士の事件よりもずっと罪が重くなる傾向がある。本来ならば、誠せい二じ郎ろうはまだこの先数十年は出てこられないはずだったのだが──

「再審で減刑され、刑期満了になって釈放まで一ヶ月か……さすが手早い」

　紗さ夜やが感心したようにうなずく。

　無論、それは綺き凛りんが《獅鷲星武祭グリプス》優勝者が叶かなえてもらえる願いとして申請したからであり、統合企業財体の力に他ならない。

「それと……その父から礼状が届きましたので、どうぞ」

　そう言って綺凛は懐ふところからいそいそと綺き麗れいに折り畳まれた手紙を取り出し、両手で差し出した。

　綾あや斗とが受け取り開いてみると、きっちりとした生真面目そうな文字で丁寧にお礼の言葉が綴つづられている。

　その実直で清せい廉れんな人柄が透けて見えるような手紙だ。

「そこにもある通り、もしよかったら直接お礼を申し上げたいとのことです。それで……去年のユリスさんのお誘いではありませんが、ご都合が合えば今年の冬季休暇は皆さんをわたしの家にお招きしたいのですけれど……」

　その言葉に、綾斗たちはやや困ったように顔を見合わせた。

「ふむ……その申し出はありがたいが、私は遠慮させてもらおう」

　最初に口を開いたユリスが残念そうに首を横に振る。

「《獅鷲星武祭》では実力不足を嫌というほど思い知らされたからな。来年の《王竜星武祭リンドブルス》までに、少しでも力を付けておかねばならない。冬季休暇はトレーニングに費やすつもりだ」

「え？　じゃあ、今年はリーゼルタニアには帰らないのかい？」

「ああ、このところ兄上やフローラたちとは頻繁に連絡を取っているしな」

　綾斗が訊たずねると、そんな言葉とは裏腹にユリスはどこか寂しそうに笑ってみせた。

　頻繁に連絡を取っているというのは、ユリスの願いに関してのことだろう。

　ユリスの《獅鷲星武祭》優勝者としての願いは、統合企業財体に支配されたリーゼルタニアを変革するため、王権を拡大すること──ただし、当然ながらそれは簡単なことではない。なにしろそれは統合企業財体にとって明らかな不利益だからだ。

　ユリスは自らの願いをすでに公表しているため、表立って潰つぶされることはないだろうが──そんなことをすれば《星武祭フエスタ》そのものの否定になるからだ。クローディアの一件のように、《星武祭》の価値と天てん秤びんにかけてなお損失のほうが大きいと判断されれば話は別だが、少なくとも今のリーゼルタニアにはそこまでの価値はないだろう──あまりにも強硬な手段を取れば統合企業財体もどう出るかわからない。

　そこで各統合企業財体への根回しを、ユリスの兄であるヨルベルトは行っているらしい。《星武祭フエスタ》優勝で叶かなえてもらえる願いの申請期間は約一年、その間に各統合企業財体間のパワーバランスを調整しつつ、詳細を詰めていくつもりなのだろう。

「……私も行きたいのは山々だけど、冬季休暇は残念ながら外せない用件がある」

　紗さ夜やも申し訳なさそうに眉まゆを寄せながら、そう言った。

「ああ、例の煌式武装ルークス開発施設とやらのことか？」

「そう。ちょうど冬季休暇に移設が始まるらしい。立ち会っておきたい」

　六学園中、正式な煌式武装の開発施設を持つのは現在アルルカント・アカデミーのみだ。他の学園は原則的に統合企業財体から提供を受けており、学内ではその調整を行う程度の設備しかない。

　ここ星せい導どう館かん学園もその例に漏れなかったわけだが、アルルカント・アカデミーとの煌式遠隔誘導武装レクトルクス共同開発を経て、導入を決定したのだとか。

　ちなみに落らく星せい工こう学がく研究会に所属する紗夜は、すでにそこへ自分専用のファクトリーを確保している。

「ふふっ、これはまだ内密の情報ですが……紗夜のお父上である沙さ々さ宮みや創そう一いち氏には、来年度から我が学園の装備局技術顧問として、その施設のアドバイザーに就任していただく予定です」

「えっ、そうなんだ？」

　綾あや斗ともそれは初耳だった。とはいえ、元々銀ぎん河がの研究施設に開発協力として参加していたらしいので、その流れなのかもしれない。

「近いうち、お父さんとの直通回線を新設する予定」

　紗夜が嬉うれしそうに顔を綻ばせながら、そう付け加える。

　紗夜の《獅鷲星武祭グリプス》優勝者としての願いは、ずばり金銭だった。

　紗夜の父親である創一は過去の事故で身体を喪失し、現在はドイツにある自宅のラボと一体化している。その維持とメンテナンスには相応の金額が必要で、今のところそれほど困窮しているわけではないとはいえ、紗夜としては万が一のバックアップが欲しかったのだろう。

　また、紗夜は現在自分なりの煌式武装の開発を考えているらしく、その資金にも回しているようだ。

「すみません、私も冬季休暇はスケジュールが詰まっていまして……」

　苦笑しながら、クローディアが胸の前で手を合わせる。

《獅鷲星武祭》を終えた頃からクローディアは以前にも増して忙しくなったようだ。聞けば、銀河との折衝が増えたことが原因らしい。

「そ、そうですか……皆さん、やっぱりお忙しいのですね……」

　綺き凛りんはしゅんとした表情で、がっくりと肩を落とす。

　皆それぞれの理由があるとはいえ、こうも都合がつかないとは思っていなかったのだろう。

　すると綺凛は、おずおずと上目遣いで綾あや斗とを見る。すがるように潤うるんだその瞳は、まるで見捨てられた子犬のようだ。

「あ、あの、それで……綾斗先輩は……い、いかがでしょう？」

　自然と周囲の視線が集まる中、綾斗はなんとも言い難がたい無言のプレッシャーを感じながらも首を横に振った。

「ごめん、綺凛ちゃん。俺も今年は実家に帰らなきゃならないんだ……父さんから、連絡があってさ。なにか話があるんだとか」

「あぅ……！」

　その答えに綺凛は目を瞑つぶり、小さく仰のけ反ぞった。それくらいショックだったらしい。

　綾斗としても心苦しいが、こればかりは仕方がない。

「実家からとは……もしや、姉のことか？」

　と、ユリスがどこか遠慮がちにそう訊たずねてくる。

「うん、たぶんね。俺としても相談しなきゃならないと思ってたから、ちょうどいいんだけど……」

　綾斗は答えながらも、先日マディアスに呼び出された時のことを思い出していた。

　　　　　　　　＊

　──アスタリスク中央区行政エリア《星武祭フエスタ》運営本部、委員長執務室。

「まあ、まずは座ってくれたまえ」

　綾斗の顔を見ると、《星武祭》運営委員長マディアス・メサは、人ひと好ずきのする笑え顔がおを浮かべてそう言った。

「……はい」

　綾斗は少しだけ緊張しつつも、言われた通りソファに腰を下ろす。

　こうしてマディアスと顔を合わせるのはもう何度目かになるが、やはり一対一となるとまだどこか構えてしまうところがあった。

「早速だが、本題に入らせてもらおうかな。今回の君の願いは──お姉さんを目覚めさせたいというものだったね？」

「そうです」

　綾斗の正面に座ったマディアスが、わずかに身みを乗り出し手を組み合わせる。

「結論から言おう。我々が調査・検討した結果……目覚めさせること自体はどうやら不可能ではなさそうだ」

「本当ですか!?」

　思わず腰を浮かせた綾あや斗とに、マディアスが困ったような苦笑いを向けた。

「落ち着きたまえよ。順を追って話そう」

「は、はい……すみません」

　諌いさめられた綾斗が再度ソファに腰を下ろすと、マディアスがゆっくりと話し始める。

「まず、君のお姉さんの状態について一番詳しいのは、言うまでもなく治療院のヤン・コルベル院長だ。彼は五年かかっても君のお姉さんを目覚めさせることはできなかったが、条件が変わった今ならば可能性があるかもしれないと言っている。新しい治療法を試してみたいとも」

「条件？」

「《星武祭フエスタ》を優勝しての願いとなれば、統合企業財体の完全なバックアップが入るからね。資金・設備・スタッフ、その他諸々すべての面において、最高の条件を提供できる」

　なるほど。

　実際、ヤンは善意で治療を続けてくれていたわけだから、取れる方法には限界もあっただろう。

「ただし、こちらはまだあくまで可能性の話だ。院長もその治療法はまだ推論の段階にすぎないと言っている。それにどうもその治療法は相当に時間がかかるらしい。私も専門外なので詳しくはわからないのだけれど、能力の接合パターンの解析やら万応素マナの排斥やらは非常に面倒らしく、早くても数年……いや、十年は見てほしいと言っていたよ」
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「十年……!?」

　それは喜びかけた綾あや斗とを再度絶望の淵ふちに突つき落とすには十分すぎる年月だった。

　無論、それでも姉を目覚めさせることができるのであれば吉報には違いないのだが……。

「さて──ここで君にもう一つの選択肢を提示しよう」

　そんな綾斗に、マディアスが薄く笑いながら言った。

「え？」

「実は今回の調査中、君にぜひ協力したいと申し出てくれた者がいてね」

　それだけで綾斗はすぐに気が付いた。

「……《大博士マグナム・オーパス》、ですか？」

「ほう。彼女の話では、自分の名前を出せば通じるとのことだったが、その必要すらなかったようだ。その通り、アルルカント・アカデミーのローランズ君だよ。彼女は以前提示した条件を吞のんでくれるのならば、すぐにでも君のお姉さんを目覚めさせてみせると言っている。しかも、調査の結果どうやら大言壮語の類たぐいではないらしい」

　感心したようにうなずくマディアスを綾斗は鋭い目で睨にらみつける。

「《星武祭フエスタ》の運営委員長ともあろう人が、あんな危険な人の話に乗るんですか？」

《大博士》に頼るということは、彼女を再び自由の身みにするということだ。

　ユリスの親友であったオーフェリア・ランドルーフェンは《大博士》の実験によって運命を狂わされ、ユリスもまたそれに飲み込まれている。綾斗の一存でその悲劇を繰り返させるわけにはいかない。

「危険……？　ああ、彼女の実験のことかい？　うーん……」

　マディアスは意外そうな顔で綾斗をまじまじと見つめた後、襟えり足あしを搔かきながらソファの背もたれに身体を預けた。

「確かに彼女の行った実験は非人道的なものだったかもしれないが……それがどうかしたのかね？」

「っ！」

　そう言って綾斗を見たマディアスの目の冷たさに、綾斗はぞっとした。

「《星武祭》の運営委員長ともあろう人が？　ふふっ、逆だよ天あま霧ぎり君。《星武祭》の運営委員長だからこそ、彼女のような人物の話にも乗らなければならないのさ。《星武祭》の優勝者はあらゆる望みを叶かなえてもらうことができる──それは同時に、我々はあらゆる欲望に対処しなければならないということだ。君だってまさか、すべての優勝者が君やリースフェルト君のように人助けといった高潔な願いばかりを申請してくるとは思っていないだろう？　金、名誉、女、復ふく讐しゆう……表には出せない願いを持つ者も少なくないし、我々は常にそれを最大限叶かなえるよう全力を尽くしてきたんだ。もちろん、表向きそういう願いは通らないという形になっているし、そもそも実現不可能な願いもある。結局のところ、いずれも程度問題さ」

「それは……」

　確かに、《星武祭フエスタ》とは、このアスタリスクとはそういう場所だ。実際、《星武祭》で優勝しても願いを公表しない者は少なくない。

　それは綾あや斗ともわかっていた。わかってはいたが、いざこうしてそれと対たい峙じしてみると奥歯を嚙かみ締しめるしかない。

「ただ、誤解してほしくないのは、我々はあくまで君の味方だということだ。彼女の側に立つものではない。我々は君の願いを叶えるため、あらゆる手段を検討し、最適であろう選択肢を提示したにすぎない。どれを手に取るかは、君の自由だ」

　マディアスの瞳がじっと綾斗を見据える。そこに噓うそはない。直感的に、そうわかる。

　だからこそ、綾斗は何も言い返すことができなかった。

「加えて言うならば、我々は彼女の条件とやら……確か自身にかけられたペナルティの解除だったかな？　まあ、とにかくそれを無視して強制することもできる。できはするが……今回のようなケースではあまりお勧めしない。君ならば理由はわかるだろう？」

「……《大博士マグナム・オーパス》しかその技術を持っていない以上、成功するか失敗するかは彼女の胸先三寸だから、ですね」

　もし《大博士》にそれを強制したとしても、失敗したと言われればそれでお終しまいだ。取り引きはお互いに差し出すものがあるからこそ成立する。

「その通り。たとえば、統合企業財体の力を使って脅迫に近い形にもできる。それこそ失敗したら二度とペナルティの解除はできなくなるだとか……。もっとも、彼女のようなタイプには通じないだろうがね」

「……」

　言葉には出さなかったが、綾斗もそれは同感だった。

《大博士》ヒルダ・ジェーン・ローランズは、狂気の天才だ。そのマグマのような情念は、どのような力でも押し曲げることはできないだろう。

　一度しか会ったことがない綾斗でも、それは容易に予想が付く。

「少し……考えさせてもらってもいいですか？」

「もちろんだとも。じっくり考えてくれたまえ」

「……失礼します」

　綾斗が執務室を出ようとすると、その背中にマディアスの声がかけられた。

「もう一度言っておこう。君がどのような選択をしようが、我々は君の願いのために全力を尽くす。それを忘れないでくれたまえ」

　　　　　　　　＊

「──以前にも言ったが」

　ユリスが真剣な表情でそう口を開いたので、綾あや斗とははっと我に返った。

「私はたとえおまえが《大博士マグナム・オーパス》の力に頼ることになったとしても責めはしないぞ」

「うん、わかってるよ。ありがとう、ユリス」

　綾斗はそう言って微笑ほほえむと、改めて綺き凛りんに向き直る。

「そういうわけだから……本当にごめんね、綺凛ちゃん」

「い、いえ、綾斗先輩が謝るようなことでは……！」

　綺凛はあわあわと両手を振ってそう言ったが、その表情にはやはり明らかな落胆の色が滲にじんでいた。

　誠せい二じ郎ろうには、せめて手紙だけでも返しておくとしよう。

「綺凛。今回は無理だったけどそのうち嫌だと言われてもお邪魔する。だからそう落ち込むな」

「……嫌だと言われたなら自じ重ちようしようよ、紗さ夜や」

　隣に座っている紗夜がぽんと肩を叩たたきながら少々無む茶ちやな言葉で綺凛を慰なぐさめるが、クローディアが穏やかな口調でそれに続く。

「ですが、次にお邪魔する機会があるならば、ぜひただの友人としてお招きください。私たちは別段、お礼を言われるようなことはしていませんしね」

「えっ？　だ、だって父が無事に戻れたのは、皆さんが《獅鷲星武祭グリプス》で優勝してくださったからで……」

「優勝したのはおまえも一緒だ。私たちだけで優勝できたわけではない」

　ユリスも優しい苦笑を綺凛に向け、その頭を撫なでた。

「で、ですが、わたしは一番大切な決勝戦に出られなくて……」

「それを言ったら、むしろ私たちのほうが綺凛に感謝しなければなりませんよ。あなたが準決勝であの《覇は軍ぐん星せい君くん》を倒してくださったからこそ、私たちは決勝戦へ進めたのですから」

「そ、そんな……！」

　顔を真まっ赤かにして俯うつむく綺凛。

「ははっ、でも確かにそうかもしれないね。《獅鷲星武祭》はもう終わったけれど、俺たちはチームで、仲間なんだからさ。たぶん──頼ったり頼られたりは当たり前で、それでいいんじゃないかな」

「は、はいっ！」

　綺き凛りんが瞳を潤うるませながら、大きくうなずいた。

　──が。

「さて、では綾あや斗とが素敵な言葉でまとめてくれたところで……お互いに鎬しのぎを削るであろう、来年の個人戦について皆さんのお話を伺いたいのですが」

　ぽんと両手を可愛かわいらしく打ち鳴らし、クローディアが小首を傾かしげる。

「クローディア、おまえな……」

「……台無し」

　ユリスと紗さ夜やがジト目で睨にらむが、クローディアはそんな二人の視線などどこ吹く風で、にこにこと続けた。

「生あい憎にくと生徒会長としては確認しておかねばならない重要事項なのですよ。なにせもし綾斗かユリスが次の《王竜星武祭リンドブルス》を制したとなれば、あの二代目《万ばん有ゆう天てん羅ら》以来のグランドスラム達成なのですから」

　一シーズンに三つすべての《星武祭フエスタ》を制覇することは俗にグランドスラムと称されるが、過去にそれを達成したのは一人しか存在しない。客観的に見ても、偉業と言って差し支えないだろう。

「皆さんのご活躍のおかげで、今シーズン我が学園は総合ポイントでも独走しています。まあ、《鳳凰星武祭フエニクス》《獅鷲星武祭グリプス》と連覇しているのですから当然ですね。仮に《王竜星武祭》で優勝を逃したとしても、おそらく総合優勝の可能性はかなり高いでしょう。ただ、ここまでくるとやはり銀ぎん河がとしては……」

「グランドスラムを期待してると」

　紗夜がその先を引き受けると、クローディアは素直に肯定する。

「仰おつしやる通りです。……とはいえ、あの絶対王者が君臨している以上、難しいことは重々承知していますが」

「案ずるな。オーフェリアは私が倒す」

　静かな、しかし強い意志の込められた声でユリスがそう宣言した。

「ふふっ！　あなたならそう言ってくださると思っていましたよ、ユリス。ただし、そうなると……」

「そういうことなら、俺は出場しないよ。ユリスの邪魔をするわけにはいかないしね」

　クローディアの視線を受け、綾斗もきっぱりと答える。

「ですよね……あなたならそう言うだろうとおもっていました」

「べ、別に、私のことなら気にしないのでもいいのだぞ？　仮におまえが出場したとしても、真っ向から闘って勝つだけのことだ」

　わざとらしくがっくりと肩を落としたクローディアと、頰ほおを染めながらどこか嬉うれしそうに視線を逸そらすユリス。

「あはは……でも、姉さんの件に目め処どが付いた今、出場する必要もないしね。他になにか叶かなえてもらいたい望みがあるわけでもないし」

　元々綾あや斗とにとっては『ユリスの力になる』というのが《星武祭フエスタ》へ出場する最大の理由だった。その過程で遥はるかを探し出し、目覚めさせるという目標ができたとはいえ、そこを譲るつもりはない。

　それにユリスをサポートするなら、大会の外に身みを置いたほうがずっと自由にそれができるはずだ。《鳳凰星武祭フエニクス》でも《獅鷲星武祭グリプス》でも、開催期間中には様々なトラブルが続いた。

《王竜星武祭リンドブルス》でもそうならないという保証はない。

「相変わらず綾斗は無欲ですね。──では、紗さ夜やはどうですか？」

「私は出場する予定」

　クローディアの問いかけに、短く紗夜が答える。

「あいつとの決着を付けなければならない」

　あいつとはアルルカント・アカデミーのカミラ・パレート……と、その擬形体パペツトアルディ、リムシィのことだろう。カミラと紗夜は《鳳凰星武祭》以来、良きライバルのような関係になっているようだ。

「ですが、決着を付けるだけなら決闘で十分なのでは……？」

　綺き凛りんが不思議そうに訊たずねると、紗夜は小さく溜ため息いきを吐ついてから首を横に振った。

「同感……なのだけど、アルディとリムシィはあくまで《獅子派フエロヴイアス》と《彫刻派ピグマリオン》の所有物であって、カミラ・パレートの一存でどうこうするわけにはいかないとのこと」

「まあ、紗夜と決闘となれば無傷ってわけにもいかないだろうしね」

　カミラの立場ならば多少の融通は利きくのかもしれないが、確かに私情で運用した挙あげ句く損壊したとなれば問題になるだろう。

「《王竜星武祭》には出場するらしいから、今回も大舞台で決着を付けたい所存」

　紗夜はふんすと気合を入れながら、ぐっと拳こぶしを握り締しめた。

「そんなわけで、もしユリスとぶつかっても手加減はできない。遠慮なくぶっ飛ばさせてもらう」

「ふふん、それはこっちの台詞せりふだ。煌式武装ルークスごと丸焼きにしてやろう」

　ユリスと紗夜、双方が不敵な笑みを浮かべて睨にらみ合あう横で、クローディアがこほんと咳せき払ばらいをしてから綺凛に水を向ける。

「では、綺凛はどうされるおつもりで？」

「あ……わ、わたしは、その……まだ決めていないといいますか……」

　と、綺凛は逃げるように視線を落とし、言葉を濁した。

　その気弱な態度は一見いつもの綺き凛りんのように見える。が、綾あや斗とはどこか微妙な違和感を覚えた。

　綺凛は剣に関すること以外、なにごとにも控えめだが、決して優柔不断というわけではない。それが今回は、明らかに迷っているように見える。

「ふふっ、そうですか。別に問題ありませんよ。なにしろ一年先の話です。じっくり考えて決めてください。ただ……我々学園側の意向としては、できれば今回の《王竜星武祭リンドブルス》には出場を控えていただきたいというのが本当のところです」

「えっ？」

「……なんだと？　よもやグランドスラムの邪魔になるからなどという理由ではあるまいな？　だとしたら──」

　その言葉に紗さ夜やと額を突つき合あわせていたユリスが、じろりと鋭い目をクローディアに向ける。

「いえいえ、そうではありません。綺凛はすでに《星武祭フエスタ》に二回参加しています。まだ伸び盛りである彼女の年齢を考えれば、ここで三回目を消費してしまうのはもったいないとは思いませんか？」

「それは……」

　クローディアの理屈はまったくもってその通りだったので、ユリスも大人しく口を噤つぐんだ。

　どんな学生でも、《星武祭》には三回しか出場することができない。これは星武憲章ステラ・カルタの最も基本的なルールの一つだ。まだ中等部の学生である綺凛がその可能性をすべて使い切ってしまうのは確かに惜しい。

　綾斗の目から見ても綺凛の剣才はずば抜けている。

　いずれはあの聖ガラードワース学園の元生徒会長アーネスト・フェアクロフをも凌りよう駕がする領域に辿たどり着つくことができるはずだ。

「そ・こ・で」

　すると、唐突にクローディアの口調が朗らかに転じた。

「綺凛にはぜひこちらのほうも検討していただければと」

　そう言って空間ウィンドウを開き、綺凛の前へと送る。

　そこに映し出されていたのは──

「これは……日本刀か？」

「いや、よく見るとかなり小さいがコアがある。煌式武装ルークス……いや、それも違う。これは……」

　何事かと綺凛の後ろに回ったユリスと紗夜がそれを覗のぞき込こみ、感想を漏らす。

「さすが紗夜、ご明察ですね。これは日本刀型の純星煌式武装オーガルクス──《芙ふ堕だ落らく》です」

「純星煌式武装オーガルクス……！」

　クローディアを除くその場の全員が、息を飲むのがわかった。

「もしかして、それっていつだったかの話に出てた、銀ぎん河がが新しく開発してたっていう純星煌式武装のことかい？」

「あら、よく覚えていましたね、綾あや斗と」

　まだ《鳳凰星武祭フエニクス》の頃だったろうか、クローディアと綺き凛りんがそのような話をしていたことを思い出したのだ。

「ええ、銀河から届いたばかりのぴっかぴかの新品です。どうでしょう、綺凛。この《芙ふ堕だ落らく》を使ってみませんか？」

「わ、わたしが……ですか？」

「ええ、もちろん適合率検査を受けて、その結果次第となりますが。今のあなたは序列外とはいえ、実績を考えれば優先的にそのチャンスが与えられても文句を言うような輩やからはいないでしょう」

「えっと、ですが……」

　と、そこで綺凛は再び表情を曇らせた。

（綺凛ちゃん……？）

　やはりその瞳には明らかな逡しゆん巡じゆんが見て取れる。

　なにか悩んでいることでもあるのかもしれない。

「別段、強制したいわけではありません。ただ、あなたの千せん羽ば切きりはもう修復不能と伺っていますし、なにかしらの代だい替たいは必要でしょう？」

　そう。《獅鷲星武祭グリプス》準決勝の激闘で、綺凛の愛刀千羽切は折れてしまった。そのため、今はブレード型の煌式武装ルークスを使っている。

　もっともそれは、決勝戦で《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を壊してしまった綾斗も同じだ。

《黒炉の魔剣》のほうは修理可能とはいえ、完全な状態に戻すには調整も含めて数ヶ月はかかるらしい。

　よって、綾斗も今は予備のブレード型煌式武装で凌しのいでいるところだ。もっとも修理はできたとしても、ご機嫌のほうがどうなっているかまではわからない。綾斗としてはそちらのほうが心配だ。

「しかし、純星煌式武装を綺凛に宛あてがうことと、《星武祭フエスタ》への参加を先送りにすることとに、どのような関係があるのだ？」

　ユリスが素朴な疑問を口にするが、それももっともだった。

　この《芙堕落》が強力な純星煌式武装であるのならば、しばらく《星武祭》に出ないよう要請した綺凛よりも、むしろ誰か別の学生に使ってもらったほうが学園側としては都合がいいはず。

「それは、この《芙ふ堕だ落らく》の能力が少し……いえ、かなり特殊なものだからです」

　クローディアはそう言って悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「ですが……まあ、その説明はまた追い追い。とりあえず、頭の隅にでも置いておいてください」

「……なぜ？　もったいぶるのはよくない」

　紗さ夜やがぶーぶーと口を尖とがらせるが、クローディアは優雅な仕草で時計を指差した。

「残念ながら時間切れです」

　クローディアがそう言うと同時に昼休みの終了を告げるチャイムが響く。

「む、もうそんな時間か」

　それでは仕方ないとばかりに各々が席を立つ中、クローディアは綾あや斗とに「ああ、そうそう」と手を合わせながら近付いてくると。

「──今日の放課後、ホテルでお待ちしていますね」

　背後から、ぼそりとそう耳打ちした。

「……え？」

　一瞬固まった後、慌てて綾斗が振り返ると、クローディアは何事もなかったような顔で食堂を出て行くところだった。

「ちょ、ちょっとクローディア……！」

　その背中を追いかけようとしたところで、綾斗の携帯端末にメールが届く。

　そこにはホテル・エルナトの部へ屋や番号と時間だけが記されていた。

　　　　　　　　＊

　アスタリスク屈指の高級ホテル、エルナト。最上階の庭園は月に一度六学園の生徒会長が集う六りつ花か園会議の舞台として知られている。

　その高層階の一室に、綾斗は一人で訪れていた。指定された部屋番号の扉にフロントから渡されたカードキーを差し込むと、音もなく扉が開く。

　薄暗い部屋で綾斗を待っていたのは──

「お、綾斗くん、お久しぶりー」

「シルヴィ……!?」

　ソファに座ってくつろいでいたシルヴィアは、綾斗を見ると嬉うれしそうに手を振った。

「シルヴィが、どうしてここに……」

「どうしてって……キミ、なにも聞いてないの？」

「ああ、うん。俺はただ、クローディアからここに来るよう言われただけで……」

　そこへ当のクローディアが、グラスと飲み物を持って奥の部屋から現れる。

「ふふっ、すみません。セキュリティの関係上、どうしても情報は最低限にしておかないとならなかったもので」

「あー、じゃあもしかして綾あや斗とくん、エッチなことでも期待してた？」

　シルヴィアがジト目でわざとらしく睨にらんでくるので、綾斗は急いでそれを否定した。

「してないよ！　……ただ、クローディアがこういうことをするなら、きっとなにか大事な用があるんだろうと思っただけで」

「あら……ありがとうございます」

「ふーん、信頼されてるんだ、クローディア。いいなぁ」

　ほんの少し照れたように頰ほおを染めるクローディアと、冗談めかしてその肩を肘ひじで突つくシルヴィア。

「いや、それはシルヴィでも同じだよ。信じてるからね」

「えっ、そ、そう？」

　綾斗の言葉に、シルヴィアにしては珍しく動揺したように声を上うわ擦ずらせた。

「うふふ、綾斗は不意打ちが上手でしょう？」

「うー、やられたなあ……」

　今度はクローディアが、がくりと項垂うなだれるシルヴィアの肩にぽんと手を置く。

「……クローディアはいつもこんな体験してるの？　ずるくない？」

「いえいえ、世界の歌姫のご威い光こうに比べたら、これくらいのささやかな喜びは許容していただかないと」

「えっと……それで、後一人は誰が？」

　そんな風にじゃれあう二人に、おずおずと綾斗が訊たずねる。クローディアが用意したグラスは四つ。つまりまだ一人、ここに加わる人間がいるということだ。

「それは──ああ、ちょうどいらっしゃったようですよ」

　クローディアの言葉の途中で、綾斗も──そして当然シルヴィアも──誰かがやってきた気配に気が付いていた。

「……揃そろっているようですね」

　姿を現したのは、黒のスーツに身みを包んだ金髪の女性だ。

　穏やかな笑みを浮かべるその顔を見た瞬間、すぐに気が付く。あまりにも、そっくりだったからだ。

「初めまして、天あま霧ぎり綾斗くん。そしてシルヴィア・リューネハイムさん。イザベラ・エンフィールドです」

　やはりそうか。

「特に天霧くんには娘がお世話になっているようで」

「い、いえ、そんな……」

　だとすれば、この女性が先の《獅鷲星武祭グリプス》でクローディアの……つまり自分の娘の命を狙ねらった張本人だということになる。

　とてもではないが、綾あや斗とには信じられなかった。

「さて、時間が惜しいですし、早速始めましょうか。なにしろ統合企業財体の最高経営幹部と世界のトップアイドルという多忙極まりないお二人に、わざわざ時間を割いていただいたのですから」

　クローディアがそう言うと、一同はテーブルを四方から挟む形に腰を下ろす。

「それで……これは一体？」

　この状況が普通ではないことくらい綾斗にもわかる。

　サンドラは統合企業財体・銀ぎん河がの最高幹部。一方で、シルヴィアはＷ＆Ｗを運営母体に持つクインヴェール女学園の生徒会長だ。ここにいるだけで、シルヴィアが極めて危険な橋を渡っていることは間違いない。

「以前、《獅鷲星武祭》決勝戦の前に伝えておかなければならないことがあると言ったでしょう？」

「いや、それはいいんだけど、シルヴィが一緒にいるのは……」

「それは彼女がこの件に大きく関かかわっているからです」

「……っ！」

　なるほど、合点がいった。

　つまり、今回の話というのは──

「うん。私はね、ヴァルダと《処刑刀ラミナモルス》の話が聞けるからっていうから来たんだよ。──金きん枝し篇へん同盟の話を、ね」

「金枝篇同盟……？」

　それは綾斗も初耳だった。

「それについてお話しするためには、少々私の事情について説明する必要があります。綾斗はすでに部分的にご存ぞん知じでしょうが……私は《パン＝ドラ》の代償によって無数の死を体験し、その副産物としてそこから帰納的に確定させた過去の情報を保有をしています」「……ごめん、どういうこと？」

　綾斗がもう少し嚙かみ砕いて説明して欲しいと手を挙げると、クローディアは指を顎あごに当てて考え込んだ。

「そうですね……たとえば、私が今から十年後に事故で死ぬ、そういう夢を《パン＝ドラこの子》に見せられたとしましょう。今から十年間の出来事は、あくまで不確定なものです。なんの役にも立ちません。ですが、その十年間に私が取得した情報の中で、今この時点よりも前の出来事に関する情報は、現実でも確かにあったこと、というわけです」

「なるほど……でも、クローディアの話では、死に関する夢は目が覚めたらほとんどが消えてしまうって話だったんじゃ」

「ええ、その通りです。ですから、あくまで私の情報は断片的なものにすぎません」

「……それでも、本来ならば我々が絶対に知りえないような情報をこの子は持っています。それは我々銀ぎん河がにとって、相当に有益なものだと考えてください」

　そこでイザベラがフォローするように入ってきた。

　その口振りから、綾あや斗ともなんとなく状況を察する。

「ええ、お察しの通り、私は先日の騒動を許していただくため、それらの情報を銀河へと提供しているわけです」

　クローディアが肩を竦すくめると、今度はシルヴィアが手を挙げた。

「で、その情報の中に金きん枝し篇へん同盟に関するものがあったということでいいのかな？」

「それにお答えする前に……あなたには一つの選択をしてもらわなければなりません」

　クローディアはそう言って、イザベラへ目め配くばせする。

「今この子が話したように、それらの情報は銀河が所有管理するものです。本来ならばそれを部外者……しかも他学園の生徒会長に教えるなど、ありえません」

「でしょうね」

「ですが……おそらくあなたは今現在この六りつ花かで最も金枝篇同盟とそのメンバーに迫っている人物です。そして、Ｗ＆Ｗはあなたがこの件に関かかわることに対して反対……ないしは不干渉の立場を取っている。我々はそう見ています」

「まあ、当たらずとも遠からずってところかな」

　イザベラとシルヴィアはお互いに終始笑え顔がおだが、その会話から伝わってくる緊迫感がすごい。腹の探りあいといったところだろうか。

「……いいでしょう。とにかく、あなたの最終目的がヴァルダを捕らえることにあるならば、我々とは利害関係が一致します。協力関係を築くのも吝やぶさかではありません。無論、クインヴェールとＷ＆Ｗには内密に、ですが」

「それはつまり、私に銀河へつけってこと？」

「そうは言っていません。我々はクインヴェール生徒会長でも世界の歌姫でもなく、ウルスラ・スヴェントの友人であるシルヴィア・リューネハイムと話しているのですから」

「っ！」

　ウルスラの名前が出た途端、シルヴィアの表情から笑みが消える。

「そう……なるほどね。わかった、いいよ。その話、乗らせてもらおうじゃない」

「一応念を押しておきますが、この件に関する話がもしＷ＆Ｗを含む外部へ漏れた場合、真偽はどうあれ我々はあなたからだと判断します。そうなれば──」

「大丈夫、わかってる。それより、早くヴァルダのことを教えて」

　シルヴィアは少し感情的になっているようだ。こうなるとペースはイザベラの側が握ることになる。さすがに腹芸ではこちらが一枚上手らしい。

「いいでしょう。では、クローディア」

「まずはあなた方がヴァルダと呼んでいる存在……あれはラディスラフ・バルトシーク教授が創り出した純星煌式武装オーガルクス《ヴァルダ＝ヴァオス》です。その能力は精神干渉……人の認識や記憶に干渉したりすることができるようですね」

「で、その代償として身体を乗っ取られるというわけだ」

「あら、さすがは綾あや斗と。そこまでお気付きでしたか」

　ここまでは綾斗とシルヴィアにとっても、概おおむね推測の範囲内だ。

「じゃあ、今ウルスラの身体を操っているのは《ヴァルダ＝ヴァオス》という純星煌式武装自身の意志というわけね？」

　純星煌式武装には意志のようなものがあるというのはそれなりに知られているし、綾斗自身《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》のそれを感じたことが何度もある。とはいえ、あそこまで完全な自由意志を持てるものだろうかという疑問はもっともだ。

「そうなりますね。一番最初にヴァルダに操られたのは、開発者であるバルトシーク教授です。そして……彼はその能力を使って多くの学生を洗脳し、あの《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》を引き起こしました」

「っ！」

　ラディスラフが《翡翠の黄昏》の思想的指導者であることは聞いていたが、それがヴァルダの仕し業わざだったというのは初耳だった。

　いや、というよりもこれはそんな次元の話ではない。

　綾斗は思わず戦せん慄りつしたが、それはどうやらシルヴィアも同じようだ。

「お二人とも素晴らしい洞察力ですね」

「……どうしてクローディアが銀ぎん河がにあそこまでされたのか、ようやくわかったよ」

「ええ、銀河が私に取り引きを持ちかけてくるわけね」

　一般的に《翡翠の黄昏》は《星脈世代ジエネステラ》の権利拡大を求める《星脈世代》優勢主義者が起こした事件だとされている。もし《ヴァルダ＝ヴァオス》がいくらでもそのようなテロリストを量産できるだとしたら、それはまさしく世界規模の災厄と呼んでも差し支えない。

　しかもその災厄を生み出し、世に解き放ったのが銀河となれば、仮にそれが露見した際のダメージは計り知れないだろう。おそらく銀河そのものの存亡に関かかわる。統合企業財体といえども、不滅ではないのだ。かつては八つ存在した統合企業財体が、今は六つしかないように。

「我々がどれほどのリスクを背負ってこの話をしているか、理解できましたか？」

　イザベラが小さく溜ため息いきを吐つきながらそう言った。

「そしてヴァルダはその後何人かの所有者を経て、ウルスラ・スヴェントへと辿たどり着ついたようです。このあたりの経緯については私もよくわかりませんが……今もヴァルダがあの《処刑刀ラミナモルス》と行動を共にしているという先日の綾あや斗との報告は、銀ぎん河がに強い危機感を覚えさせるのに十分すぎるものでした。……ですよね、お母様？」

「ええ、その通り。《処刑刀》に関しては私も多少は知っています。かつて《蝕武祭エクリプス》で闘技者を務めた処刑人。彼が《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》を未いまだに所有しているというのも驚きでしたが……」

「そう！　あれは確か、レヴォルフの学有純星煌式武装オーガルクスでしたよね？　封印処理されているはずのそれが、どうして……」

　綾斗がそれを訊たずねると、イザベラはゆっくりと首を横に振った。

「彼は《蝕武祭》時代から《赤霞の魔剣》を使っていました。ダニロはソルネージュの所属でしたから、なにか手を回したのかもしれませんね」

　ダニロ・コルベーニは前《星武祭フエスタ》運営委員長にして《蝕武祭》の黒幕だったと推測されている人物だ。

　そこで綾斗は以前ヘルガから聞いた話を思い出した。

「そう言えば、ダニロはなんらかの形で精神操作を受けていたのではないかって警備隊長が……」

「っ！　そうそう、私もペトラさんから《処刑刀》の話を聞いた時に思ったんだ。どうして仮面程度で正体がバレなかったんだろうって……」

　そこから導き出される結論は一つ。

「ええ、おそらく《処刑刀》とヴァルダは当時からずっと一緒に行動していたのでしょう」

　これはヴァルダの能力を知らなければ辿たどり着つけない答えだ。

「さらに言えば、最近になって我々の情報網に金きん枝し篇へん同盟なる組織がこの六りつ花かで暗躍しているらしいという話が引っかかるようになりました。具体的な情報はまだほとんど摑つかめていませんが、どうやらその金枝篇同盟には《処刑刀》が関かかわっているようです。となれば、当然そこには……」

「──ヴァルダもいる」

　シルヴィアが握り合わせた両手にぐっと力を込めながら、ぼそりとつぶやいた。

「金枝篇同盟についてはまだほとんど実害がないため、どこの統合企業財体も本腰を入れて対処はしていないようです。危機感を持っているのは銀河と……ベネトナーシュを何人か失ったクインヴェールくらいですか」

「へぇ……それも知ってるんだ」

　シルヴィアの鋭い視線を、イザベラは笑え顔がおのまま受け止める。

「ですが、そのために我々だけが大々的に動くわけにはいかないのですよ。銀河が直轄の部隊を動かせば、先日のようにすぐに他の統合企業財体の知るところになります。それはあまりよろしくありません。なにを勘ぐられるかわかったものではないですからね。極力、我々は秘密裏に動かなくてはならないのです」

「……そこで、私の出番ってわけね」

「シルヴィ、それを言うなら私たち、だよ」

　綾あや斗とがそう言うと、シルヴィアは驚いたように綾斗を見た。

　そして険しかったその表情が、ほんの少しだけ緩ゆるむ。

「うん、そうだったね。ありがとう、綾斗くん」

「俺としても、《処刑刀ラミナモルス》は姉さんの仇かたきなんだ。それに……なんであの時、俺を襲ったのかもまだわからないし」

　今になって思えば、あの時の《処刑刀》はまるで綾斗を鍛えているかのようだった。

　腑ふに落ちないことだらけだ。

「綾斗と《処刑刀》に関しては、こちらでも調査を進めます。とにかくまずは金きん枝し篇へん同盟がなにをしようとしているのか、それを探ること。すべてはそこからです」

　クローディアの言葉に、綾斗とシルヴィアは大きくうなずいた。

「以後、我々からあなたに直接コンタクトを取ることはありません。情報のやり取りはすべて天あま霧ぎりくん経由で行ってください。それと、くれぐれも通信には気をつけるように。至聖公会議シノドミアスの諜ちよう報ほう網もうは厄介ですからね」

　イザベラはそう言うと、ソファから立ち上がってクローディアを見た。

「それでは次の予定がありますので、今日のところはこれで失礼します。──行きますよ、クローディア」

「ああ、綾斗とシルヴィアは、念のために時間をずらしてここを出るようにしてくださいね」

　そう言い残してイザベラとクローディアが去った後、シルヴィアと綾斗は盛大に息を吐き出して脱力した。

「はぁ……疲れたぁ、やっぱり統合企業財体のお偉いさんって苦手だなあ」

「さすがはクローディアのお母さんって言うか……だけど、なんだか大変なことになっちゃったね。シルヴィは本当にあれでよかったのかい？」

　綾斗はともかく、シルヴィアにとっては他学園の運営母体である統合企業財体と密約を結んだ形になる。話のスケールも今までとは比べ物にならないくらいに大きくなってしまった。

「心配ありがと。でも、私はウルスラを助け出せるならそれでいいの。だから大丈夫だよ」

　シルヴィアはそう言って強気な笑みを浮かべる。

「それより、こうして二人っきりで会うのは久しぶりだよね」

「ああ、そういえばそうかな」

　一応《獅鷲星武祭グリプス》の式典では直接顔も合わせたし、その後も空間ウィンドウ越しには何度か連絡を取ってはいたが、確かに二人だけで会うのは随分と久々だ。

「ふふふ……こんなチャンス滅めつ多たにないよね？」

　シルヴィアは猫のように目を細めると、座りながら綾あや斗とへの距離をぐっと詰めてくる。

「あ、あの……シルヴィ？」

「改めて、《獅鷲星武祭》優勝おめでとう、綾斗くん。決勝戦、すっごく格好よかったよ。惚ほれ直しちゃった」

「はは……あんまり見栄えのする闘いじゃなかったけどね」

《獅鷲星武祭》決勝戦で綾斗がアーネストと繰り広げた激戦は、実に泥どろ臭くさく血生臭いものだった。

　闘いに関する趣味嗜し好こうは人それぞれだが、シルヴィアのそれは常にスマートで、いわば対極的だ。少なくとも見ていてあまり快こころよいものではなかっただろう。

「ううん、もちろんハラハラしたし心配もしたけど、それ以上にすごかったよ。あのアーネストにも驚いたけどね」

　言って、シルヴィアはおどけたように苦笑する。

「傷はもう大丈夫？　残ったりしてない？」

「い、いや、大丈夫！　もう大丈夫だから、ちょっとシルヴィ……！」

　シルヴィアはそう言いながら、さらに綾斗に顔を寄せてくる。さすがにこれ以上は問題があるのではないかという距離になった、その時。

「ああ、すみません。私としたことが忘れ物をしてしまいました」

　ふいにクローディアが戻ってきたので、身みを乗り出していたシルヴィアはがくりとバランスを崩してしまった。

「あらあら、大丈夫ですかシルヴィア。あなたは世界の歌姫様なのですから、もっと身体を大事にしませんと」

「……お気遣いどうも」

　顔を上げたシルヴィアが、その言葉とは裏腹な表情で口を尖とがらせる。

「ですが、こんなにゆっくりしていていいのですか？　忙しいスケジュールの合間を縫って来てくださったのでしょう？」

「クローディアこそあるのかないのかわからない忘れ物を探しに戻ってくるとは、随分と時間に余裕があるみたいね」

「うふふ……」

「ふふふ……」

　笑え顔がおのまま睨にらみ合あう二人のかもし出す空気に、綾斗は引きつった笑みを浮かべるしかなかった。

　　　　　　　　＊

「……お待たせしました、お母様」

「牽けん制せいという名の忘れ物はありましたか？」

　クローディアが車に戻ると、電子書類をチェックしていたイザベラは視線を上げることもなくそう訊いてきた。

「ええ、無事に見つかりましたとも」

「それは重ちよう畳じようです。……しかしまあ、私の娘とは思えないようないじましさですね、あなたは」

「ふふっ、それは喜ぶべきところなのか迷いますね」

　走り出した車の後部座席にイザベラと並んで座りながら、クローディアも自分の仕事を片付けるため空間ウィンドウを開く。

「ああ、ところで例の件ですが……」

「最高経営幹部会議の許可は取ってきましたよ。幸い、あなたがもたらした情報はかなり高く評価されていますからね。もっともお目付け役として私も同行させられることになりましたが」

「あら、ご不満ですか？」

「率直に言って、迷惑です。あなたの個人的な興味のために、貴重な時間を削られるとは……。まったく、今更なんの用があるというのですか、バルトシーク教授に」

　そう。クローディアは、拘こう禁きんされているラディスラフ・バルトシーク教授との面会を取り付けていた。

　とはいえ、それは《獅鷲星武祭グリプス》優勝者としての願いではない。

　今のクローディアは、それに頼らずともラディスラフに会うことができるだけの立場を手に入れつつあるのだ。

　クローディアはまだ願いを申請していない。考えていないわけではないのだが、その期限ギリギリまで待つつもりでいた。

「ですから、この《パン＝ドラ》をより深く理解するためですよ。そうなれば私の情報の正確性が一層高まるかもしれないのです、どうぞご協力を」

「はぁ……」

　イザベラは投げやりな溜ため息いきを吐つくと、書類チェックへと戻る。

　クローディアがもたらした情報は、実際銀ぎん河がにとってかなり有益に働いているらしい。そこを突つく限り、イザベラも嫌とは言えない。

　なにしろ最高経営幹部とは銀河そのものなのだから。

（さて、果たして教授は私の疑問に答えてくれるどうか……）

　クローディアは窓の外を流れる夕暮れのアスタリスクを眺めながら、もはや一いち蓮れん托たく生しようとなった純星煌式武装オーガルクスの発動体をそっと撫なでた。


第二章　帰省、天あま霧ぎり家

　湖こ上じようを渡る冬の風は、身みを切るような冷たさだった。

　ふと、綾あや斗とは一年前に訪れた遠い異国を思い出す。

　雪に覆われたあの国にも大きな湖があり、今のように水面を吹き抜けていく風に身を縮こまらせていたからだ。

「こうして見ると、なんだかリーゼルタニアの景け色しきに少し似ていますね」

　と、隣に立つ綺き凛りんもどうやら同じようなことを思っていたらしい。

　アスタリスクと湖こ岸がん都市を繫つなぐ連絡船。

　その甲板から振り向けば、高層建築が剣山のようにも見えるアスタリスクの姿はもう随分と遠い。

　逆に船の進行方向には、アスタリスクの玄関口でもある湖岸都市が間近に迫ってきている。湖岸都市には高速鉄道の駅があり、綾斗と綺凛はそこから各々の実家へと向かうところだった。

「まあ、さすがにこっちのほうがまだ暖かいけどね」

　風は冷えるが、よく晴れた空から降り注ぐ午後の陽光はそれを補って余りある。

　とはいえ、甲板には綾あや斗とと綺き凛りんの他にはあまり人の姿もない。年の瀬ということもあって帰省する学生の乗客はそれなりに多いはずなのだが、さすがに真冬にわざわざ外に出てくる物好きはそれほどいないようだ。

「ふふっ……そうかもしれませんね」

　厚手のコートに身みを包んだ綺凛は小さく笑いながらそう言ったが、その笑え顔がおにはどこか憂いが滲にじんで見えた。声のトーンもやや低い。

「綺凛ちゃん……どうかしたのかい？」

「え……？」

「ほら、ここのところなんだかずっと浮かない顔だったからさ」

　綺凛が父・誠せい二じ郎ろうの手紙を持ってきた頃──いや、思い返すともう少し前、それこそ《獅鷲星武祭グリプス》が終わった直後くらいからだったろうか。綺凛はなにか思い悩んでいるのか、溜ため息いきを吐ついたり沈んだ顔でいることが多かった。

「なにか悩んでいることがあるなら、相談に乗るよ。もちろん、俺でよかったらだけど」

「いえ、その……」

　綺凛は困ったように視線を彷徨さまよわせたが、やがてふっと息を一つ吐いてから綾斗に向き直る。

「実は……今更ですが、実家に帰るのが少し怖くて」

「怖い？」

　それは意外な答えだった。

「でも、久々にお父さんと会えるんだよね？」

　綺凛が誠二郎を強く慕っていることは綾斗もよく知っている。

「はい、それはもちろん嬉うれしいのですけれど……」

「けど？」

　綾斗が促すと、綺凛は少し迷ってから口を開いた。

「大叔母様と顔を合わせるのが、気まずいというか……その……」

「大叔母様って……確か今刀とう藤どう流の宗家を取りまとめてくれている人だよね？　もしかして苦手なの？」

　以前綺凛から聞いた話では、分家から戻ってきた人だったはず。

　綺凛の親族といえば伯父の鋼こう一いち郎ろうしか面識はないが、もしかしたらその大叔母も鋼一郎のように利己主義的な人物なのだろうか。

「い、いえ！　大叔母様はとても素敵な方で、わたしも尊敬しています！」

　ぐっと身を乗り出し、勢い込んで綺凛が言う。

　その瞳は真剣で、どうやら噓うそではないらしい。

「だったらどうして？」

「それは……大叔母様はとても鋭く、厳しい方なので……今の不ふ甲が斐いないわたしを見たら、落胆させてしまうのではないかと思って」

「不甲斐ないって……そんなこと全然ないじゃないか。綺き凛りんちゃんは出会った頃から見てもすごく成長してるし、結果も残してるし……」

「綾あや斗と先輩にそう言っていただけるのは、とてもありがたいのですが……そうではないのです」

　綺凛はそう言って項垂うなだれると、唇を嚙かみ締しめる。

「これはあくまでわたし自身の──わたしの心の問題なのです」

「心の……？」

「……先の《獅鷲星武祭グリプス》が閉幕した際、大叔母様から連絡がありました。《獅鷲星武祭》の優勝を祝ってくださったのと同時に、すぐにでも戻って宗家を継いでほしいと」

「──えっ？」

　綾斗は驚きのあまり、目を見開いた。

　それはつまり、この星せい導どう館かんから去るということだ。

「大叔母様はあくまで臨時の代理、父は再度宗家の座に戻ることを固こ辞じしているとのことですから……」

「綺凛ちゃんは……そうしたいの？」

「い、いえ！　わたしはできればこのまま星導館で綾斗先輩たちと、腕を磨いていきたいと思っています！」

「よかった、そうなんだね」

　その答えに一ひと先まずはほっと胸をなでおろす──が。

「ただ……元々、わたしがアスタリスクに来たのは父を助けることが目的でした。それが達成された今、大叔母様を説得できるかどうか……」

　表情を曇らせたまま、綺凛が次第に小さくなっていく声でそう言った。

「だけど、それだったら話せばわかってくれるんじゃ……」

　綺凛が尊敬しているということならば、話がわからないような人物でもないだろう。

「普段ならそうかもしれません……でも、今のわたしでは、きっと心の迷いを見抜かれてしまうでしょう」

「心の迷い？」

　綾斗がそう問いかけると、綺凛はゆっくりと顔を上げ、遠く水上に浮かぶアスタリスクを見つめながら静かにつぶやく。

「──わたしはわたしの剣を、どう鍛えるべきなのか」

「……」

　綺凛の言葉に込められた想おもいは重く、綾斗もそれに対して自分の中に言葉を捜したが、すぐには見つけることができなかった。

　なにしろ剣の道ということに関しては、綾あや斗ともまだ道半ばなのだ。

「《獅鷲星武祭グリプス》の準決勝、もちろんわたしなりに全力でしたし、結果にも不満はありません。今のわたしが《覇は軍ぐん星せい君くん》に勝てたのは、僥ぎよう倖こうでしかなかったのですから」

　確かに《覇軍星君》武ウー暁彗シヤオフエイの力は圧倒的だった。綺き凛りんの千せん里り眼がんの開眼があってこその勝利だが、もしもう一度綺凛と暁彗が再戦したならばどのような結果になるかはわからないだろう。

「ですが……それでもどうしても悔しいのです。わたしはもっともっと強くなりたい。そのために、わたしはどうすればいいのか……。先ほど言ったように、わたし自身は星せい導どう館かんを離れたくはありません。綾斗先輩や皆さんがいたからこそ成長できたと思っています。でも……たとえばこれからより刀とう藤どう流を極めたいと思うならば、家へ戻ったほうがいいのは間違いないでしょう」

「じゃあ……もしかして、《芙ふ堕だ落らく》の話を保留したのも？」

　綺凛はこくりとうなずいた。

　それは先日クローディアから日本刀型純星煌式武装オーガルクス《芙堕落》を使ってみるつもりはないかと勧められた件のことだ。その後、クローディアは改めて《芙堕落》の能力を説明し、再度綺凛に適合率検査を受けるよう促したのだが、綺凛はしばらく考えさせてほしいと答えを保留している。

　個人的に綾斗も《芙堕落》の能力は綺凛のバトルスタイルに向いていると思っていたので、その答えは意外だった。

「純星煌式武装を手にすることも、一つの道だとは思います。──あの《天てん苛か武む葬そう》のように。でも本当にそれでいいのかどうか……」

　暁彗と同じチームの《天苛武葬》趙ジヤオ虎峰フーフオンは、準決勝で純星煌式武装を持ち出してきた際、「弱さの証あかし」であり「浅ましさの自負」だと言ってみせた。

　ある意味では潔いが、それが綺凛の求める強さに繫つながるかどうかはまた別の話だろう。

「……わたしはもう、どうすればいいのかわからないのです」

　風になびく髪を押さえながらそう言った綺凛の声を搔かき消きすように、もうすぐ湖こ岸がん都市へ到着する旨を知らせる船内アナウンスが響く。

　それを聞いた綺凛ははっとしたように綾斗を見ると、慌てて頭を下げた。

「ご、ごめんなさいです！　わたしばっかり変な話を……！」

　健けな気げに笑ってみせる綺凛に、綾斗の胸がずきりと痛む。

　綾斗も綺凛にとって剣術がどれだけ大切なものか知っている。いわば刀藤綺凛という存在の軸となるものだ。なにごとも控えめで引っ込み思案な綺凛にとって、その軸が揺らぐということはどれほど不安で心苦しいものだろうか。

「……ねえ、綺き凛りんちゃん。家のほうには、今日帰るって連絡してあるのかい？」

「え？　いえ、冬季休暇に帰るとだけ……」

　綾あや斗とが突然そんなことを訊たずねたので綺凛は不思議そうな顔をしつつも素直に答えてくれる。

（俺じゃ上う手まいアドバイスはできないけど、あの人なら……）

　正直、あまり頼りたくはない相手だ。

　だが、このまま思い悩む綺凛を放ほうっておくこともできないし、こと剣の道を諭さとし導くことにおいては綾斗の知る誰よりも適任だろう。なによりもタイミング的に今を逃したら次はない。

　だとしたら。

「もし、綺凛ちゃんさえ良かったらなんだけど……今からうちに来てみるかい？」

「……へ？」

　綺凛は一瞬なにを言われたのかわからないといった顔で、ぽかんと口を開ける。

「うちの父さんだったら、もしかしてなにか──」

「ええええええええええええええええええええええええええっ!?」

　直後、そんな綾斗の言葉を搔かき消きすように、顔を真まっ赤かに染めた綺凛は抜けるような青空に響き渡る大声を上げた。
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　　　　　　　　＊

　星せい導どう館かん学園の《冒頭の十二人ページ・ワン》専用トレーニングルーム。

　灯あかりを落とした室内に、百を超えるほどの数の炎が小さく揺らめいている。

　一つ一つは蠟ろう燭そくの灯ともし火び程度だが、それらは一糸乱れぬ動きで複雑な幾何学模様を描き、しかも常に変化し続けていた。

　その中心に立つユリスは、瞳を閉じて極限まで精神と星辰力プラーナを集中させながら、その神業的な作業を途切れることなく続けていく。イメージした通りの大きさ、速度、タイミング──そこにはほんの少しの緩ゆるみも許されない。

　すでにユリスがこの訓練を開始してから数十分が経過している。

　やがてセットしていたアラームが鳴り響くと同時に、ユリスは目を開いて大きく息を吐いた。

「ふぅ……まあ、こんなところか」

　炎はすべて一瞬で消きえ失うせ、その代わりにトレーニングルームの照明が明るく室内を照らす。

　元々この訓練は孤児院のシスター・テレーゼから教わったものだ。

《魔女ストレガ》としては必須である星辰力コントロールの基礎訓練で、昔のユリスは炎四つで円を描き続けるという単純な動きを続けることさえ、五分持たせられないくらいだった。それを思うと我ながら随分と成長したものだと思うが、ユリスが目指す場所を考えればまだまだ力不足なのは否いなめない。

「それでも今は、こうして精度を高めるしか……ん？」

　タオルで汗を拭いていると、そこに来客を告げる空間ウィンドウが開いた。

　映し出された相手は知らない仲でもなかったので扉を開くと、のそりと巨体の青年が姿を現す。

「ほう、随分と久しぶりだな──レスター」

「……ふん！」

　星導館学園序列九位《轟遠の烈斧コルネフオロス》レスター・マクフェイルは、ぶっきらぼうに鼻を鳴らすとユリスの前に仁王立ちになって見下ろしてくる。

　レスターとユリスは過去にそれなりの因縁があったりもしたのだが、去年の《鳳凰星武祭フエニクス》以降はそれまでのように無む闇やみに突つっかかってくることもなくなっていた。今年になってからはユリスはチーム戦の訓練で忙しかったため、こうして顔を合わすのは数ヶ月ぶりになるだろうか。

「……しかしまた、その格好は一体どうしたことだ？」

　レスターの体中はいたるところが包帯やら絆ばん創そう膏こうやらで覆われ、そうでない部分も青あざや擦り傷が痛々しい。

　ユリスが眉まゆを顰ひそめながら訊たずねると、レスターは不機嫌そうにそれを突つっぱねた。

「ほっとけ、別に大したことじゃねえ」

「ふむ……まあいい。ならば用件のほうを聞こうか」

　別段、ユリスとしてもさほど興味があったわけでもない。

「決まってんだろ。用件はただ一つ──オレと闘え、ユリス」

「なんだと……？　はぁ、しばらく大人しかったと思えば、またそれか」

　ユリスは溜ため息いきを吐ついてからレスターを見上げると、きっぱりと言った。

「生あい憎にくと、おまえの相手をするつもりはない。お引き取り願おう」

「……理由は？」

　以前のレスターならばこれで激げき昂こうしたはずだが、今日は冷静に問い返してくる。

「おまえと闘ったところで、私にメリットがないからだ」

　少しは成長したのかと思いつつも、ユリスは言葉を飾ることなく正面から叩たたきつけた。

「訓練になるとは思わねえのか？　てめえだって《王竜星武祭リンドブルス》に出るつもりなんだろ。だったら、《冒頭の十二人ページ・ワン》との対戦は貴重な経験だろうが」

「おまえとはすでに三度闘っている。これ以上に得るものがあるとは思えんな。それにこう言ってはなんだが、おまえのバトルスタイルは固定されすぎている。公式序列戦は見ているが、この分では遠からずその《冒頭の十二人》の座も危うくなるぞ」

　あえて少し強い言葉を選んでみたが、レスターはそれでもわずかに眉まゆ根ねを寄せただけだ。

「……まあ、確かにそうだな。一ヶ月前のオレだったら、その通りだったろうよ」

「ほう、ならば今は違うと？　たった一ヶ月でなにが変わったというのだ？」

「そいつは自分で確かめてみるんだな」

　レスターはあくまで落ち着いている。

　少なくとも、メンタル的な部分では実際相当に変わっているようだ。

「なんだったら序列変動なしの模擬戦でもいいぜ？」

「ふぅ……わかった。そこまで言うのなら、相手をしてやろう」

　ユリスはそう言うと、煌式遠隔誘導武装レクトルクスを起動させる。

「ははっ！　そうこなくっちゃな！」

　レスターは嬉うれしそうに笑うと早速斧型煌式武装ルークスヴァルディッシュ＝レオを起動させ、距離を取った。

　熱意に絆ほだされたというわけではないが、レスターの真意を確かめたくなったのだ。

　今のユリスは序列こそ変わっていないものの、二年前とは比較できないほどに成長している。レスターも馬鹿ではない。当然それはわかっているはずだ。

　なのに、あえて今挑んでくるということは、なにかしらの算段があるのだろう。

　機械音声が模擬戦の開始を告げ、ユリスは星辰力プラーナを集中させながら一ひと先まず相手の出方を窺うかがった。

　レスターのバトルスタイルは基本的に速攻で近接戦闘に持ち込み、そのパワーで相手を押し切る典型的な力相撲だ。無論、《鳳凰星武祭フエニクス》のイレーネ戦で見せたように、相手の弱点が明らかであればそれに対応する作戦を取ることもあるが、今のユリスに弱点らしい弱点はない。

　となれば、やはり得意の速攻を仕掛けてくるはず──そう読んでいたのだが、予想に反してレスターはヴァルディッシュ＝レオを構えたままじりじりと少しずつ間合いを削ってくるだけだ。

「ふむ……ならばこちらから行くとするか！　咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　ユリスの周囲に炎の戦輪が八つ顕けん現げんし、一斉にレスターへ襲い掛かる。

「はああああああああああああああああ！」

「なっ!?」

　するとレスターはそれを読んでいたかのように猛然と突進し、戦輪が立体的に散開する前にまとめてヴァルディッシュ＝レオで薙なぎ払った。

　それも──

「いきなり流星闘技メテオアーツだと……っ！」

　過励万応現象により巨大化した戦せん斧ぷの一撃は炎の戦輪をすべて吹き飛ばし、爆煙が周囲を包む。

　レスターはその隙すきに、一気に間合いを詰めてきた。

　煙の中から飛び出してきた巨体が、その戦斧を振り下ろす。

「くっ……！」

　ユリスはとっさに煌式遠隔誘導武装レクトルクスでガードするが、四本中二本が弾はじき飛ばされてしまった。レスターは元から力では星せい導どう館かんでもトップクラスであったが、それにさらに磨きをかけてきたらしい。

　だが、大振りの一撃はその分隙も大きい。

　ユリスは右手に回り込むと、手にした細剣でレスターの胸の校章を刺し貫く──

「舐なめるなよ！」

　が、その寸前でレスターの左手がその腕を押し留とどめ、逆に撥はね飛ばしてきた。

（体術まで……！）

　先ほどの流星闘技もそうだが、今まで持て余し気味だった星辰力の使い方が抜群に上う手まくなっている。

　さらにレスターは右手一本で巨大な戦斧を振るい、ユリスは慌ててそれを回避する。
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　そこでレスターの背後に回した二本の煌式遠隔誘導武装レクトルクスが死角から躍りかかり、気が付いたレスターもそれを振り払いつつ追撃を避けて距離を取る。

　これもユリスにとっては意外だった。レスターは一度接近戦に入ると、多少のダメージは厭いとわず一気に決めにくる傾向があったはず。

「……なるほど、どうやらおまえの言っていたことを認めざるを得ないようだ。一体、この短期間でなにをした？」

　レスターの変化は今の短い攻防だけでも十分すぎるくらいに思い知らされた。劇的に強くなったわけではない。パワーはかなり増しているものの、そのスピードや近接技術などはあくまでユリスが見知っている範囲と大差はなかった。

　つまり、劇的に上う手まくなったのだ。

　──闘い方、そのものが。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんだったバトルスタイルが、自身の最大の長所であるパワーを最大限に活かす試合運びができるようになっている。急成長したようで、それでいて確かにレスターらしさの残ったバトルスタイル──理想的な進化と言えるだろう。

「ふん！　おまえがオレ様に勝てたなら教えてやるよ」

　不敵に笑うレスターには、余裕すら感じられる。

「ほう、言ってくれるではないか。その言葉……忘れるなよ！」

　ユリスは煌式遠隔誘導武装レクトルクスを散開させつつ、手にした細剣で魔法陣を描いた。

「咲き誇れ──吞竜の咬焰花アンテリナム・マジエス！」

　小技はパワーを薙なぎ払うことができたとしても、これほどの大技ならどうか。

　ユリスが顕けん現げんさせた炎の竜が、その翼を大きく羽ばたかせながらレスターへと襲い掛かる。

「まあ、そうくるよなあ！」

　レスターは再び流星闘技メテオアーツで戦せん斧ぷを巨大化させると、真っ向から炎の竜を迎え撃った。

　上段から思い切り叩たたきつけられた戦斧によって炎の竜が撃墜されるが、当然ながらその瞬間巨大な爆発が巻き起こる。この距離では回避のしようがないはず。

　ところがレスターは流星闘技を維持しながら今度はそれを盾として使い、爆炎を防ぐ。

「なんとまあ……大盤振る舞いだな、レスター！」

　これだけ流星闘技を連発すれば、綾あや斗とやオーフェリアではないのだから遠からず星辰力プラーナも底を尽いてしまうだろう。

「その前にけりをつければいいだけのことだろうが！」

　そんなユリスの考えを読み取ったのか、レスターがそう吼ほえながら再度突進してきた。

「綻べ──栄裂の炎爪華グロリオーサ！」

　だが、それはユリスも予想済みだ。

　レスターの進路には予あらかじめ設置しておいた能力が起動し──

「甘いっ！」

「なんだと……!?」

　足元に浮かび上がった魔法陣から、とっさに横へ跳んで逃れるレスター。

　設置型能力の敷ふ設せつを読んでいなければ不可能だ。

「そうくるだろうと思ったぜ！」

　そこから一息で間合いを詰めてきたレスターが、そう言って戦斧を振り上げるが。

「大したものだ……だが、読み合いではまだまだ私のほうが一枚上手のようだな」

　ユリスがそう微笑ほほえむと同時に、もう一つの設置型能力が発動する。

「なん……っ!?」

「綻べ──熔空の落紅花セミラータ」

　上空に花開いた炎の椿つばきが、ユリス諸もろ共ともにレスターを飲み込んで爆発した。

「ぐああああああ！」

　ユリスは自分の能力をレジストできるが、レスターはそうはいかない。

　転がるように爆炎から逃れたレスターの眼前に、ユリスはぴたりと細剣の切っ先を突つきつける。

「どうやら勝負あったようだな」

「……ちっ、やっぱりまだ届かねえか」

　レスターは不ふ貞て腐くされたようにそう言ったが、素直に胸の校章へと手をやり敗北を宣言する。

「模擬戦終了！　勝者、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」

　機械音声が響く中、レスターは大の字に倒れ込んだまま大きく息を吐いた。

「もう少しいけると思ったんだがな」

「いや、正直ひやっとさせられたぞ。あのまま接近戦に持ち込まれたら危ないところだった」

「ふん、抜かせ。まだまだ余裕があった癖に」

「……まあ、それはな」

　確かにレスターはパワーこそ相当なものを持っているが、綾あや斗とや綺き凛りんクラスと比べてしまうといかんせん攻撃速度に大きな差があるのは否いなめない。今のユリスならば、対応できないレベルではなかった。

　ただし、それはあくまで現時点ならの話だ。

　先ほどの話が事実であれば、レスターはほんの短い期間でこのバトルスタイルを身みに付けたということになる。自身のポテンシャルを最大限に活かしたこのスタイルをさらに伸ばしていけば、ユリスも油断はできないだろう。

「レスター、先ほどの侮辱的な態度を謝罪する。すまなかった」

　ユリスがそう言って手を差し出すと、レスターは意外そうな顔でそれを見た。

「……なんだか変わったな、ユリス」

「おまえに言われたくはないぞ」

「ふんっ、それもそうか」

　どうやら自覚はあるらしい。

「それで……」

「まあ、少し待て」

　立ち上がって埃ほこりを払っているレスターにそう問うと、わかっているとばかりに片手で制される。

「約束は約束だ。オレがこの一ヶ月、どこでなにをやっていたか教えてやるよ」

　　　　　　　　＊

　信しん州しゆうの地方都市、その外れに綾斗の実家はある。

　北関東多重クレーター湖の湖こ岸がん都市から高速鉄道で一時間程度。距離としてはそれほど遠くはない。

　そして駅からはバスに乗り換えて、しばらく。

　門構えだけは立派な平屋の日本家屋の前に綾あや斗とと綺き凛りんは立っていた。

「こ、こここここが、あ、綾斗先輩のご、ごご実家ですか……！」

「うんまあそうなんだけど……落ち着いて綺凛ちゃん」

　ガチガチに緊張している綺凛に綾斗は苦笑するが、こうして久々に帰ってきてみると、綾斗にもさすがにそれなりの感慨が湧わいてくる。

　古めかしい作りの母おも屋やと、そこから繫つながった道場。

　それほど大きくはないが、よく手入れの行き届いた庭。

　そこかしこに遥はるかや紗さ夜やとの思い出が詰まっている。

「あ、あの、わたしやっぱり手て土産みやげかなにかを買ってきます……！」

「だから、そんなのいらないってば」

　くるりと背を向け、逃げるように来た道を戻ろうとする綺凛の襟えりを、綾斗は苦笑しながら摑つかんだ。

「で、でもでも、綾斗先輩のお父さんに失礼な娘だとか思われたら、わたし、わたしもう……」

　ぶるぶると震える綺凛は完全に涙目だ。

「うちの父さんはそんなの気にしないから。むしろ気を遣われるのを嫌がるくらいだし、多少厚かましいくらいでも大丈夫だよ。なんだったら勝手に冷蔵庫を漁るくらいしたって……」

「む、無理ですー！」

　まあそうか。

　確かに綺凛には難しい注文だった。

「ほら、とにかく入って入って」

「は、はい……！」

　玄関を開けて綺凛を招き入れるが、家の中は静まり返っていて人の気配はない。

「えーと……」

「ああ、たぶん道場のほうじゃないかな」

　困惑している綺凛を連れて、そちらへと向かう。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの道場は、今は門下生を取っていないらしい。

　綾斗が《鳳凰星武祭フエニクス》で優勝したことで、騒ぎになることを避けたのだろう。クローディアからは、銀ぎん河がの手回しもあったと聞いている。そのあたりはさすがに上う手まくやってくれているようだ。

　ならば宗家である綾あや斗との父は道場でなにをやっているのか。

　──決まっている。

「……ただいま、父さん」

　綾斗は道場で一人座し、静かに瞑めい想そうしていた父──正まさ嗣つぐにそう声をかけた。

「戻ったか、綾斗」

　ゆっくりと目を開き、一切の音もなくするりと立ち上がった正嗣の所作に、綾斗は舌を巻く。相変わらず、まるで隙すきがない。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう宗家の肩書きは伊だ達てではないのだ。

　年齢を感じさせない鍛え上げられた体格と、むっつりと厳しい顔。無言の威圧感。綾斗の記憶の中にある父と、なにも変わっていない。

「あ、あの、はははは初めまして！　刀とう藤どう綺き凛りんと申します！」

　がばっと九十度のお辞じ儀ぎをすると、正嗣はそこで初めて綺凛に目を向けた。

「これは……刀藤流のご息そく女じよか。息子むすこが世話になっているようで、感謝の言葉もない。むさくるしいところだが、ゆっくりしていきなさい」

「は、はい！　ありがとうございます……って、あ、あれ？」

　と、そこで綺凛はなにかに気が付いたように困惑した顔で綾斗を見る。

「あの、綾斗先輩のお父さんって、もしかして……」

　小さな声でそう問いかけてくる綺凛の疑問を察した綾斗は、同じように小声でそれに答えた。

「ああ、そうか……言ってなかったっけ。そうだよ、父さんは常人──《星脈世代ジエネステラ》じゃないんだ」

　その言葉に、綺凛は呆あつ気けに取られた顔で綾斗と正嗣を交互に見交わした。


第三章　父と母

「……」

　食卓に並んだ夕食を前に、綾あや斗とも正まさ嗣つぐもただ黙々と箸を動かす。正嗣は基本的に寡か黙もくで、用事がない時には滅めつ多たに口を開くことがない。そんな相手と話が盛り上がるわけもなく、必然綾斗も話しかけることをやめていった。

　昔となんら変わらない、天あま霧ぎり家の食事の風景。

　ただ、それよりももっと前──遥はるかがいた頃はこうではなかった。二人の間を取り持つように、自然と話を回すのが上う手まかったせいだろう。

　献立は魚のあら煮に蓮れん根こんのきんぴら、小松菜のおひたしに油揚げと大根の味み噌そ汁しる。綾斗と正嗣で拵こしらえたものだ。

　家庭の味といえばその通りなのだろうが、綾斗自身や正嗣が味付けをするとどうにもなにかが違うと感じてしまう。綾斗にとってその言葉のイメージはやはり姉の料理か、もしくは紗さ夜やの母親である香か夜やの料理なのだ。

「綺き凛りんちゃん、遠慮せずに食べてね」

「は、はい……ありがとうございます」

　綾あや斗とは慣れているが、さすがに綺き凛りんにこの空気は気まずかろうと話しかけると、どこかほっとしたようにうなずいた。

「ま、別にそんな大したものがあるわけじゃないけど」

「いえ、とっても美お味いしいです！」

　そう言いながらも、綺凛の箸の動きはぎこちない。

　まだ緊張しているのだろう。

「と、ところで……綾斗先輩って、子どもの頃はどのような感じだったのですか？」

　すると気を遣ってくれたのか、今度は健けな気げにもそんな綺凛から話を振ってきてくれる。

「どうと言われても、普通の子どもだったよ」

　綾斗がそう苦笑するのと同時に、正まさ嗣つぐが顔色一つ変えずにさらりと言った。

「──よく言いつけを破やぶる困った息子むすこだった」

「ちょっと、父さん……！」

「あはは、昔はやんちゃだったのですね」

　綾斗は慌てたが、綺凛が笑え顔がおを見せたので強く言うこともできない。

「門下生との揉もめ事ごとも少なくなかったな。稽古は真面目にするので覚えは良かったが、どうにも型から入りすぎるきらいがあった」

「こんな時ばっかりよく喋しやべって……」

　綾斗は顔を逸そらして口を尖とがらせると、それを見た綺凛がくすくすと肩を震わせた。

「綺凛ちゃん？」

「あ、ご、ごめんなさいです……。でも、こんな先輩初めて見たので」

「こんなって？」

「なんと言いますか……子どもっぽい？」

　ほんの少し首を傾けながら、綺凛が言う。

「え？　そ、そうかな？」

　自覚はなかったのでその言葉にやや面めん食くらった。

「つまり普段の綾斗はもっと大人だと？」

「えーと、大人……というより、もっと落ち着いてるというか、いつも飄ひよう々ひようとしてるというか……」

　ほんの少し意外そうに正嗣が訊たずねると、綺凛が考えながらゆっくりと答える。

「ほう、それは意外だ」

　それも自覚はなかったが、正嗣にとっても同じ感想だったらしい。

　なんにせよ、綺凛のおかげで少し場の空気が柔らかくなったのは確かだ。

　それからは実家での食事としては本当に久しぶりにくつろいだものとなった。

　──そして。

「あ、では洗い物はわたしがやりますね」

　食後に食器をまとめた綺き凛りんが、そう言って腰を上げる。

「気を遣わないでいいよ、綺凛ちゃん。お客さんにそんなことをさせるわけには──」

「いや、ここはお言葉に甘えてお願いしよう。頼めるかな、刀とう藤どうさん」

「父さん……？」

　綾あや斗とが思わずその顔を見ると、正まさ嗣つぐは含みを持たせた目で綾斗を見返してくる。

　それだけで、綾斗は──綺凛も、その言わんとすることを察した。

「はい、それでは少し失礼しますね」

　つまり、席を外してほしいということだ。

　食器を盆に乗せて台所へと去って行く綺凛を見送ると、正嗣は真剣な顔つきで居住まいを正す。

　そう。そもそも綾斗がこの実家に戻ってきたのは、他ならぬ正嗣に話しておきたいことがあると呼ばれたからなのだ。

「……それで？」

「遥はるかのことだ」

　相変わらずの単刀直入。もっとも、綾斗も予想はしていたが。

「へぇ……今更父さんが、姉さんの話をね」

　綾斗は目を細めながら、低い声でそう言う。

　正嗣は遥の失踪後も、ほとんど心配をしているように見えなかった。

　積極的に探そうとするわけでもなく、綾斗がなにを言ってもただ「遥の意志を尊重する」と言うだけで。

　綾斗と正嗣の関係が悪化したのはそれが原因だ。

「姉さんの顔もまだ一度も見に来ていないくせに」

　遥が見つかったのはもう一年も前のことになる。

　アスタリスクの治療院に足を運ぶくらい、いつでもできたはずだ。

「……それで遥が目覚めるというならばそうするが」

「そういう問題じゃないだろ！」

　思わず声を荒げてしまい、綾斗は落ち着こうと一度目をつむる。

　正嗣と遥の話になるといつもこうだ。

「……ごめん」

　今更ながら綺凛の言うことはもっともだったと思う。どうにも正嗣の前だと稚ち気きが過ぎるようだ。

　冷静に、心に立つ小波さざなみを鎮しずめる。

　が、そうやってようやく築き直した平常心は正嗣の一言によってあっさりと瓦が解かいした。

「いいか、綾あや斗と。──遥はるかは私の娘ではない」

「え……？」

　最初は正まさ嗣つぐがなにを言っているのかわからなかった。

「本来ならば遥本人からおまえに伝えるべきことだろうと思っていたが……こういう状況である以上、仕方がない。おまえもあの時の遥の年齢を超えた。十分受け止められるだろう」

「ちょ、ちょっと待ってよ、父さん……一体なにを……」

　やがてその言葉がじわじわと心に浸透し、綾斗はとても信じられないと弱々しく首を振る。

「私がおまえの母親と……桜さくらと出会った時、すでに彼女は身み篭ごもっていた。それが遥だ」

　天あま霧ぎり桜は、綾斗たちの母の名だ。

「ということは、つまり……」

　綾斗と遥は異父姉弟きようだいということになる。

「いや、でも！　だったら、姉さんの本当の父親って……！」

「それは私も聞いていない。私は桜が私の下に来るまでどこでなにをしていたのか詮索したことはなかったし、彼女が自分から話すこともなかった。ただ──」

　あくまで淡々と正嗣が続ける。

「いつからかはわからないが、遥は自分の本当の父親のことを知っていたようだ」

「なっ……!?」

　その言葉に綾斗は絶句した。

　少なくとも綾斗の記憶にある遥はいつでも優しく穏やかで落ち着いていて、悩んだり落ち込んだりしている姿は一度も見たことがなかったからだ。

　いや、例外があるとすればあの日──遥が綾斗に封印を施し、姿を消したあの──

「っ！　じゃあまさか、姉さんの失踪にはそのことが関係して……？」

「可能性はあるだろう」

　だがもし仮にそうだとしたら、なぜあの日、遥はわざわざ綾斗の力を封じたのか。『あなたはあたしが守ってあげる』と言い残した、あの言葉の意味は。どうして《蝕武祭エクリプス》などという危険な闘いに身を投じたのか。

　綾斗にはわからないことだらけだった。

（……いずれにせよ、本当のところは姉さん本人に聞くしかないのか）

　綾斗は大きく溜ため息いきを吐ついてから正嗣に向き直る。

「父さん、俺からも話がある」

「……なんだ？」

「姉さんを目覚めさせる方法について相談したいんだ。《獅鷲星武祭グリプス》優勝者の望みとして、それ自体は叶かなえてもらえそうなんだけど──」

「それはおまえの好きにするがいい」

　が、綾あや斗との言葉を遮さえぎるように正まさ嗣つぐがそう言った。

「……え？」

　その突つき放すような正嗣の態度に、強い憤いきどおりが湧わき上がる。

「どういうことだよ！　話くらい聞いてくれたって……！」

「その必要はない」

「父さんはいつもそうだ……！　俺の話なんか少しも聞いてくれないで……！」

　綾斗は奥歯を強く嚙かみ締しめ、俯うつむいた。

　結局こうなるのか。

　いや、わかっていたはずだ。正嗣の中には厳格で揺るぎないルールがあって、綾斗はそれを理解できない。

　遥はるかは上う手まく折り合いをつけていたようだが、綾斗には無理なのだ。

「……なら、一つだけ」

　それならせめて、聞き出せることだけは聞いておこう。

　綾斗は無む理り矢や理り怒りを閉じ込めると、感情を押し殺した声で正嗣に訊たずねた。

「母さんは、どんな人だった？」

　もし姉が本当の父親に関することで家を出たのだとしたら、そこに綾斗を繫つなぐものは母の桜さくらしかいない。

　綾斗は母の記憶がほとんどなかった。幼い頃には正嗣や遥に話を聞かせてくれるようねだったりしたこともあったが、そこから浮かび上がってくる母の姿は当然ながら実感を伴うようなものではなかった。

「……」

　正嗣はしばらく考え込んでから、短く答える。

「彼女は……強い人だった」

　それは綾斗が期待していた答えではなかったが、それでもそこに正嗣の感情らしきものを感じ取れたため、少しだけ救われた気がした。

「わかった。ありがとう」

　ただ、これ以上正嗣と話すことはない。

　綾斗はそう言って立ち上がると、静かに居間を後にした。

　　　　　　　　＊

『──天あま霧ぎり遥は、てめえの娘だな』

　空間ウィンドウに浮かぶディルク・エーベルヴァインは、いつものような不機嫌そうな顔と不機嫌そうな声でそう言った。

「ほう……よく探り当てたものだね。私でさえ、彼女のことを見つけ出すのに相応の時間がかかったというのに」

　マディアスは素直に感心して、ぱちぱちと手を叩たたく。

　照明を落とした執務室を照らすのは、窓から差し込む月明かりと空間ウィンドウのほのかな光だけ。マディアスはこの薄暗い世界が気に入っていた。

『ふん、これだけ手がかりがありゃあ十分だ』

「ふむ、まあそれもそうか」

　天あま霧ぎり綾あや斗とという手がかりがあれば、すぐにその母親へと辿たどり着つく。問題はその先だが、ディルクの才腕──それは即すなわち彼の手足となる者たちの能力も含めてだが──を考えれば、隠されたベールを暴あばくのも不可能ではないだろう。

『まさか八や薙ち草ぐさ朱あか莉りが生きてたとはな』

「……いいや、彼女は死んだよ」

　他人からその名前を聞くのは何年ぶりだろうか。

　過去に埋もれた、マディアスにとってただ一人のタッグパートナー。

『ああ、そうだ。どの記録を見ても、どう探ってみても八薙草朱莉は完全に死んだことになっている。あんたたちが《鳳凰星武祭フエニクス》を制した翌年にな』

「その通り」

『だが実際は──顔も名前も過去もすべて変えて、新しい人生を歩み直していた。もっとも《魔女ストレガ》だった八薙草朱莉がそう簡単に別人になれるわけがねえ。統合企業財体が見逃すわけがないからな。だとすれば──』

「ご明察の通り、朱莉は《星武祭フエスタ》優勝の望みとしてそれを願ったんだ。彼女に新しい人生を与えたのは他ならぬ統合企業財体さ。私がそれを知ったのは彼女がこのアスタリスクを去った後だったがね」

　マディアスはそう言っておどけたように肩を竦すくめてみせた。

「それで、わざわざ人の過去を暴いてどうするつもりかな？」

『別にゴシップになんざ興味はねえよ。こっちはただ、あんたが私情で下へ手たを打たねえか心配してるだけだ』

　ディルクの目つきが鋭さを増す。

「くくっ、今更なにを言うかと思えば……君も私も、行動原理を突つき詰めればただの私情だろう？」

『ごまかすんじゃねえよ、クソが。あんたが天霧遥はるかを生かしておいたこと、天霧綾斗に目をかけていること、ついでに言うなら《獅鷲星武祭グリプス》の決勝前に手を貸してやったことも、これで全部繫つながったぜ』

　ディルクの言葉に、マディアスは再度感心した。

　あの夜のことまで察知しているとはさすがとしか言いようがない。

　とはいえ、だ。

「おいおい、邪推はやめてくれたまえよ。彼女を殺してしまえば、私にかけられた封印は二度と解除できなくなってしまう。彼女を生かしている理由はそれだけだ」

『能力を解除するだけなら、あのイカレ女に頼めばいいだろうが。最近聞いたところによると、あいつならそれができるんだろう？』

「その代償に、オーフェリア嬢を失うことになってもかい？」

　確かにヒルダに頼めば能力の解除は不可能ではないだろうが、足元を見られるのは確実だ。そしてヒルダがなにを要求してくるのかは考えるまでもない。

「彼女はこちらの状況をある程度まで察している。妥協はしてくれまい。私個人のために、切り札を失うことはできないよ」

『けっ、白々しい……！　第一、天あま霧ぎり綾あや斗との選択次第じゃ、すぐにでも天霧遥はるかは目覚めちまうんだろう？　どうするつもりだ』

「それに関しては心配ないさ。手は打ってある」

　マディアスは椅い子すの背もたれを軋きしませながら、余裕の笑みを浮かべた。

「それに天霧綾斗君は予想通り見事《獅鷲星武祭グリプス》を制してくれた。おかげで数十年ぶりのグランドスラムがなるかと《星武祭フエスタ》は大いに盛り上がっている。これも計画にとっては実に喜ばしいことだろう？」

『それは認めてやるよ。これで〝大会談〟もほぼ確定したことだしな。だが……』

　ディルクはそこまで言うと、憎悪にも似た光を瞳にギラつかせて言った。

『忘れたわけじゃねえだろうな？　前回の計画を潰つぶしたのは、その天霧遥なんだぞ』

「無論、わかっているとも。それこそ君なんかよりもずっとね。君こそ忘れていないかい？　前回の計画は私と、ヴァルダと、そしてエクナートの三人で練り上げたものだ。君はその尻しり馬うまに乗ったにすぎない」

　六年前の計画は、後一歩のところで破綻した。ディルクの言う通り、天霧遥の手によって。

　金きん枝し篇へん同盟はかけがえのない同志を一人失い、マディアスたちはまったく別の計画を一から作り直すことになった。

「無論、君の助力には感謝している。だが、少なくとも前回の計画について君が口を挟む権利はないと思うがね」

『……ちっ！』

　そう言うと、ディルクの怒りに満ちた舌打ちを残して空間ウィンドウがブラックアウトした。

「やれやれ……後何度このやり取りをすることになるのやら」

　マディアスが肩に手をやりながらそうつぶやくと、部へ屋やの片隅の陰から染しみ出でるようにしてヴァルダが現れた。

「──八や薙ち草ぐさ朱あか莉りとは何者だ？」

「ほう、君が人間に興味を持つとは珍しいね」

「それはこちらの台詞せりふだ。おまえが執着する人間は極めて限られている。天あま霧ぎり遥はるかと天霧綾あや斗とは我も見知っているが、八薙草朱莉なる名前は初めて聞いた」

　ヴァルダの胸で、ウルム＝マナダイトが怪しく輝く。

「君と出会う前の話だから当然だとも。しかしいざ何者と問われると……ふむ、難しいね。彼女は愚かしいほどに純粋で、孤独と静寂を愛しながら一人でいることに耐えられず、子どもと桜が好きで……」

　マディアスは顎あごに手を当て、考え込みながら窓の外の夜景へと目を遣やる。

「そうだな、あえて一言で言うなら──弱い人だったよ」

　　　　　　　　＊

　食器を片付け終えた綺き凛りんが居間へ戻ろうとしていると、前から歩いてきた綾斗と廊下ですれ違った。

「あ、先輩──」

「……ごめん、綺凛ちゃん。少し出てくる」

「は、はぁ……」

　綾斗は俯うつむきがちにそう言うと、玄関のほうへと早足で去って行く。

　その後姿を見送った綺凛は、小さく首を傾かしげながら居間の障子戸を開いた。

「あの、綾斗先輩が……」

「気にしないでいい。その内戻るだろう」

　正まさ嗣つぐは綺凛のほうへちらりと視線を向けると、静かに言った。

「そ、そう、ですか……」

　二人の間になにかがあったことは察せられるが、綺凛にはどうしようもない。一瞬綾斗の後を追いかけようかとも思ったが、よくよく考えればどこへ行ったのかもわからないのだからそれも無理な話だ。

　仕方なく、視線を落としながらちょこんと座る。

「……」

　そのまましばらく、なんとも居心地の悪い無言の時間が過ぎたかと思うと。

「どうにも、私は言葉が足りないらしい」

　ふいに正まさ嗣つぐが口を開いた。

　そこにはどこか哀かなしげな響きがあって、綺き凛りんははっと顔を上げる。

　正嗣の表情は変わらず厳しいものだったが、綺凛の目にはひどく落胆しているようにも見えた。

「あれの母親は常々子どもたちに自由であってほしいと言っていた。自分がそうできなかったから、と。だが、自由であることは、自分で自分の責任を取らなければならないということでもある。だからこそ、私はその見極めができるまで厳しく躾しつけてきたつもりだ。……遥はるかは、その点では早熟だった」

　堰せきを切ったように、それでいてやはり淡々と正嗣が語る。

　綺凛に聞かせているというよりも、それは半ば独白のようだった。

「一方で、この家を出た頃の綾あや斗とはまだそこが定まっていなかったように思える。だが……今日、こうして一年半ぶりに顔を合わせてみると綾斗はすっかり成長していた。おそらくは刀とう藤どうさん、あなた方のおかげだろう」

「えっ？　い、いえ、そんな……！」

　急に頭を下げられ、あわあわと手を振る綺凛。

「今の綾斗が迷っているのだとすれば、それは自分の中になにか負い目があるからだ。私の出る幕ではない」

　それを直接綾斗に伝えてあげればいいのにと。

　そう口にすることは簡単だ。

　だが、おそらく正嗣はここにいるのが他人である綺凛だからこそ、思いを吐き出せたのだろう。

　家族だからこそ、近しいからこその壁というのは確かにあって、それは綺凛もよく知っている。

　正嗣はひとしきり話し終えると、一度深呼吸をしてからすっと立ち上がった。

「さて──くだらない話につき合わせてすまなかった、刀藤さん。お詫わびというわけではないが、次は君の番だ」

「わ、わたしの……？」

　なんのことかと困惑する綺凛に、正嗣はゆっくりと続ける。

「綾斗の話では、自らの剣に迷いがあるとか。私は親としては未熟だが、剣士としては先達だ。助言できることもあるだろう」

「あ……」

　そもそも綺凛がこの天あま霧ぎり家にやってきた理由はそれだった。

　忘れていたわけではないが、綾斗と正嗣の間の空気に吞のまれてそれどころではなかったということもある。

「ぜ、ぜひお願いします……！」

　綺き凛りんが慌てて立ち上がり、ぺこりと頭を下げると、正まさ嗣つぐはしっかりとうなずいて言った。

「──ならば、道場へ」

　正嗣も綺凛も道着に着替えてから、埃ほこり一つなく綺き麗れいに磨かれた床板の上を裸足はだしで向かい合う。

「まずは君の剣を見せてもらおう。そうだな……では、上段を打ち込んでみなさい」

「い、いえ、ですが……」

　その言葉に綺凛は逡しゆん巡じゆんした。

　なにしろ正嗣は《星脈世代ジエネステラ》ではないのだ。竹刀とはいえ、綺凛の力で打ち込んでまともに当たってしまえばただではすまない。

　──が。

「っ！」

　正嗣が剣を構えた瞬間、綺凛はその一分の隙すきもない姿に思わず感嘆の声を漏らした。いっそ美しささえ感じるほどだ。

　少なくとも正嗣が達人であることは間違いない。

　だとしたら、ここで必要以上の気遣いは返って失礼にあたるだろう。

　綺凛はそう腹をくくると、竹刀を上段に構えた。

　そして息を整え──踏み込むと同時に、それを打ち下ろす。

「やぁーっ！」

　正嗣の頭を捉とらえるかと思われたその一撃は、しかしギリギリのところで外れていた。

　いや。違う。正確には外されたのだ。

　綺凛の踏み込みに合わせるように半歩前に出た正嗣が、巻き取るようにして竹刀で受け流したのだ。

「なるほど……噂うわさには聞いていたが、さすがは刀とう藤どう流きっての天才。素晴らしい剣の冴さえだ」

　感心したようにうなずく正嗣を、綺凛は啞あ然ぜんとした顔で見る。

「今のは……？」

「驚いたかね？　我々常人でも、鍛錬を積めばこれくらいはできるようになる」

　正嗣はあっさりと言ってのけた。

「無論、純粋に強さというものを比較すれば私は君の足元にも及ばないだろう。遥はるかにも綾あや斗とにも、私はとうの昔に追い抜かれている。常人である以上、力でも速さでも《星脈世代》には遠く及ばない。仮に本気で君と立ち合うことになれば、精々その初しよ太だ刀ちを凌しのぐのが精一杯、よくて数秒持つかどうかだ」

「……はい」

　おそらくそれは事実だろう。綺き凛りんはもし攻撃を防がれたとしても力で押し切ることができるし、常人の動体視力で綺凛の動きや太刀筋を見切るのはほぼ不可能だ。よしんば見えたとしても、回避が間に合わない。

　常人と《星脈世代ジエネステラ》の間には、それだけの差がある。

　ならば、今のは一体なんだったのか。

「ただ、先ほどのように動きが限定されていれば、多少やりようがある。幸い天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうには〝識しき〟の境地というものもあるのでね」

「やりようとは……？」

「技だ」

　正まさ嗣つぐはそう断言した。

「確かに我々常人は、身体能力で《星脈世代》を上回ることはできない。だが、技を鍛えることはできる。技とは即すなわち精度だ。剣のただ一振りを、どれだけ突つき詰めることができるかということだ。そこに完成はないし、だからこそその分野でなら我々は君たちと対等に競うことができる」

　確かに技とは力があればより良くなるというものではないし、速度もまた同様だ。その破壊力を上げたり、あるいは回避され難にくくなることはあっても、それは本質ではない。

「次は私から打たせてもらおう」

「……はい！」

　綺凛は竹刀を再度上段に構えた。

　一方、脇わき構えに取った正嗣は跳ねるような踏み込みから胴を薙なぎ、そこから流れるように手首を返して下段から斬きり上げてくる。綺凛はその一撃を、押し留とどめるようにして受け止めていた。

　天霧辰明流剣術初伝〝貳蛟龍ふたつみずち〟──綾あや斗ともよく使ってくる技だ。

　が、それを受けた感触はまるで違う。確かに綾斗の放つそれのほうが力強く速かった。

　だというのに、正嗣の剣のほうが遥はるかに怖い。

　その一撃は一歩間違えば綺凛の竹刀をすり抜けてくるのではないかと思われるほど、鋭いものだったからだ。

　そしてそれを理解した瞬間、綺凛の全身を感激と羞恥が走り抜けた。

　自分はなんと浅はかで、愚かで、傲慢だったのだろうか。こんなにも未熟な自分が、剣に迷うなどと！　思い上がりも甚はなはだしい。

「あの、続けていただいてもよろしいでしょうか！」

　綺凛は目を煌きらめかせながら、三度竹刀を構え直す。

「もちろんだとも」

　正まさ嗣つぐもほんの少しだけ──本当にわずかに口元を緩ゆるめてから、大きくうなずいた。


第四章　天あま霧ぎり遥はるかという姉

　深々とした森の中を抜けるか細い道を、綾あや斗とは一人歩いていた。

　月明かりだけでは先を見通すのにかなり頼りないとはいえ、子どもの頃は毎日のように通っていた道だ。かって知ったるなんとやらで、迷うことなくその場所へ辿たどり着つくことができた。

「……懐かしいな」

　天霧家の裏に広がる森の中ほど、ぽっかりと開けた小さな野原。子どもの頃は専らここが綾斗の遊び場だった。

　実際に足を運んだのは久しぶりだが、こうして見ると記憶の中の光景よりも随分と狭く感じる。

　見上げれば、冬の空に冴さえ冴ざえと輝く月。

　綾斗は野原の端の木陰に腰を下ろし、落ち着いて考えを整理しようと目を瞑つぶった。

　正まさ嗣つぐの言葉通りであるならば、遥と綾斗は異父姉弟ということになる。

　だが、それはこの際問題ではない。血が半分しか繫つながっていなかろうと、姉は姉だ。綾斗の気持ちに些いささかの変わりもない。

　それよりも。

「……もし、姉さんの失踪が本当の父親に関係しているのだとしたら」

　その可能性は高いだろう。というよりも、綾あや斗とには他に思い当たるような原因がない。

　もっとも、そのこと自体はある意味仕方がないことだとも言える。血の繫つながった父親が気になるのは当然だろう。それは遥はるか自身の気持ちの問題で、綾斗が容易に口を出していいことではない。

　ただ──

「その本当の父親に、俺自身も関係があったとしたら……？」

　いや、正確には違う。

　遥が綾斗に封印を施した理由──その本当のところはわからない。しかし、遥の失踪に無関係ということはないはずだ。

　綾斗と遥を結びつけるものがあるとすれば、ただ一つ。

「……母さん」

　そう。やはり母しかない。

　──とはいえ、その先は綾斗にも手た繰ぐりようがなかった。

　先ほど正まさ嗣つぐが語った言葉──母が過去のことを語らなかったというのも事実だろう。正嗣は噓うそをつけるほど器用な人間ではない。

「母さんの過去、か……」

　そうつぶやきながら、なんとか思い出そうとしてみるが、その顔もぼんやりとしか浮かんでこない。なにしろ写真や映像もまるで残っていないのだ。

（やっぱり今すぐにでも姉さんに話を聞きたい……！　でも、それは……）

　と、そこでふいに携帯端末が着信を知らせた。

　空間ウィンドウを開くと、すぐにどこか力の抜けた声が響く。

『やっほー』

「……紗さ夜や？　こんな時間にどうしたのさ？」

　空間ウィンドウの向こうでは、幼おさな馴な染じみの少女が小さく手を振っていた。

『綾斗は今日帰るって言ってたし、そろそろ落ち着いた頃かなって──』

　が、そこまで言いかけた紗夜の眉まゆが訝いぶかしげにきゅっと寄る。

『……なにかあった？』

「っ！　……さすがに鋭いね、紗夜は」

　顔に出したつもりはないのだが、一目で見抜かれてしまうのだから情けない。

『ひょっとして、おじさんと喧けん嘩かでもした？』

　心配そうに紗夜が訊たずねてくる。

『……そんなに仲が悪くなっちゃったの？』

　綾あや斗とと正まさ嗣つぐの関係がぎくしゃくしているという話は知っているはずだが、やはり紗さ夜やとしては昔のイメージがあるのだろう。実際、遥はるかがいた頃の二人の関係は──良好とまではいかないまでも──決して悪いものではなかったから。

「大丈夫。そんな大したことじゃないよ」

『……噓うそ』

　心配をかけまいと言った言葉だったが、紗夜は即座に見み破やぶってしまった。

『でも、綾斗がそう言うならこれ以上は聞かない』

「……ありがとう、紗夜」

　これは結局綾斗自身で答えを出すしかない問題だ。もし他の誰かを頼ってしまえば、どちらの答えを選ぼうとも余計な重荷を背負わせてしまうだろう。

『ところでそこ……もしかして、あの森の野原？』

「ああ、うん。よくわかったね」

　空間ウィンドウを通して双方向で映像が流れているとはいえ、こちらはほとんど真っ暗だ。空間ウィンドウ自体が仄ほのかな光を放ってはいるが、その光量は綾斗の顔を判別できる程度のものでしかない。

『それは当然。私と綾斗の思い出の場所だもの』

「あはは、確かにここではいろいろ遊んだからね」

　そういえば、紗夜と一緒に遥に挑んだのもここだった。

『綾斗、覚えてる？　初めて「願い事チケット」を賭かけて勝負したのも、そこだった』

「もちろん覚えてるよ。あの時は紗夜に負けちゃって、随分と悔しい思いをしたっけ」

　綾斗と紗夜の勝負はそれから毎日、場合によっては一日に何回も繰り返された。

「それで確か、最初の紗夜のお願い事は……ああ、香か夜やさんにおねしょがバレたから、一緒に謝ってほしいって……」

『……それは忘れていい』

　珍しく紗夜が恥ずかしそうに頰ほおを染めて視線を外す。

『それを言ったら綾斗だって、ハル姉に──』

　それからしばらく、綾斗と紗夜は懐かしい昔話で盛り上がった。

　おかげで綾斗も、少し気が楽になったように感じる。

「──ありがとう、紗夜」

『うん、どうってことない』

　その綾斗の言葉は唐突だったにも拘かかわらず、紗夜は全部わかっているとばかりに優しく微笑ほほえんだ。

「さて、それじゃそろそろ……」

「あ、綾斗せんぱーい！」

　と、そこへ今にも泣き出しそうなくらいにぶるぶると震えた声が響いた。

　見れば懐中電灯を持った綺き凛りんがきょろきょろと周囲を見回しながら、おそるおそるといった足取りでこちらに向かってくる。

「あれ……？　綺凛ちゃん？」

　綾あや斗とがそう声をかけると、綺凛はぱっと表情を明るくして駆け寄ってきた。

「あ、あんまり帰りが遅いので心配になって……」

「ごめん、余計な気を遣わせちゃったみたいだね。でも、どうして俺がここにいるってわかったんだい？」

「それはあの……綾斗先輩のお父様が、おそらくここだろうって」

「父さんが？」

　意外な答えに、綾斗は少し面めん食くらう。

　まさかあの父が、この場所を言い当てるとは。

『──綾斗』

　しかしその驚きは、すぐに背後から聞こえてきた冷たい声にかき消された。

『なぜ綺凛がそこに……？』

「え？　あー、いや、それは……」

　ジト目で睨にらんでくる紗さ夜やに、なんと説明したらいいものかと綺凛を見れば、綺凛も綺凛で顔を真まっ赤かにしてあわあわと両手を振っている。
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「あっ、あの、紗さ夜やさん、これは、その……」

『わかった。今から私もそっちに行く。すぐ行く。今行く。なんとしてでも行く。絶対に行く』

「い、いやいやいや！　すぐに来るって言っても、許可が出ないよ！」

　アスタリスクから外に出る場合、事前の申請が必要だ。長期休暇の際にはかなりそこが緩ゆるくなるとはいえ、当日に、しかもこんな夜に申請を出しても通るわけがない。第一、すでに連絡船も終わっている時間だ。

『なら、泳いででも行く。大丈夫、こんなこともあろうかと水中用の煌式武装ルークスも用意してあるから準備は万全。ふふふふ』

　紗夜はかなり興奮しているようで、目をぐるぐるさせている。長い付き合いだが、こんな紗夜は見たことがない。

　それから綾あや斗とと綺き凛りんがなんとか紗夜に納得してもらうまで、たっぷり三十分は必要だった。

「はぁ……すっかり遅くなっちゃったね」

「は、はい……」

　野原から家へと戻りながら綾斗がそう言うと、隣を歩く綺凛もこくりとうなずいた。

「それに、放ほうっておいちゃって本当にごめん。せっかく綺凛ちゃんが来てくれたっていうのに……」

「い、いえ！　お蔭かげ様さまで少し道が見えました……！」

「え？」

　驚いてその顔を見ると、確かに綺凛はどこかすっきりしているようにも見える。

「綾斗先輩のお父様に、稽古をつけて頂いたのです」

「ああ……」

　それだけで綾斗は理解した。

　剣士としての正まさ嗣つぐは、純粋に尊敬できる人物だ。その技量も、指導力も、疑う余地がない。

「まだ完全に迷いが晴れたわけではありませんが、それでも……今のわたしなら、大叔母様と向き合うことができそうです」

「そう……だったらよかった」

　綾斗が笑え顔がおでそう言うと、綺凛はふいに足を止めた。

「あ、あの……！」

「うん？」

「差し出がましいとは思いますが、綾あや斗と先輩も……お父様と剣を交えてみてはいかがでしょうか？」

　両手をぎゅっと強く握り、真剣な表情で綺き凛りんがまっすぐ綾斗を見つめる。

「綾斗先輩のお父様は立派な剣士でした。剣士同士であれば、剣を通じて理解し合えることもあると思います……！」

　綺凛にしてはかなり踏み込んだ言葉だった。

　よほど勇気を振り絞ったのだろう。その心遣いは素直に嬉うれしい。

　だが綾斗は苦笑しながら首を横に振った。

「──確かに剣士としてなら、ね」

　綾斗が話し合いたいのは、父としての正まさ嗣つぐだ。そして正嗣が剣を持った時点で、父としてのそれが剣士よりも前に出てくることはありえない。良くも悪くも、正嗣はそういう人間なのだ。

「あ……」

　綾斗の表情からそれを悟ったのか、綺凛はしゅんと項垂うなだれてしまった。

「とにかく、綺凛ちゃんのほうがどうにかなったならよかったよ」

　そう言って綺凛の頭を優しく撫なでる。

「……」

　綺凛はそれでもなにか言いたそうな目で綾斗を見ていたが、それが声に出ることはなかった。

　　　　　　　　＊

　翌朝、夜明け前に目を覚ました綺凛は、目を擦こすりながらゆっくりと布団から身体を起こした。

　天あま霧ぎり家の客間は八はち畳じよう程の和室で、床とこの間まに飾られた掛け軸以外に物らしい物もないが、隅々までしっかり掃除が行き届いており、冬の澄んだ空気と相まって寝起きから清すが々すがしい気分になる。

　いつものように早朝訓練の時間に合わせて目が覚めてしまったが、どうしたものだろうかと思いつつ、布団を片付け寝巻から着替えて部へ屋やを出た。刺すように冷たい水で顔を洗い、部屋へ戻ろうとすると、台所のほうから物音が聞こえてくる。

　軋きしむ廊下をおずおず進んでみれば、そこでは正嗣が朝食の支度をしているところだった。

「──おはよう。よく眠れたかね？」

「は、はい！　おはようございます！　あの、わたしもお手伝いします！」

　綺凛はぺこりと頭を下げ、進み出る。

　正まさ嗣つぐは黙って綺き凛りんを見た後、小さくうなずいた。

「お願いしよう。その引き出しにエプロンがあるから使うといい」

　正嗣が指差した引き出しを開けると、可愛かわいらしいピンクのエプロンが丁寧に折り畳まれて入っていた。まさか正嗣や綾あや斗とがこれを使うとは思えないので、おそらくは遥はるかのものだろう。

　自分などが使っていいのかと少し思ったが、ここで遠慮していても仕方がない。素直に拝借する。

「じゃあ、そこの糠ぬか漬づけを出して切ってもらおうか」

　綺凛はアスタリスクにやってくるまでほとんど料理の経験はなかったが、紗さ夜やと一緒に綾斗の弁当を作って以降、時間を見て少しずつ練習を重ねてきている。元より不器用で、技量的にまだまだ未熟なのは間違いないものの、それでも指を切らずに包丁を扱あつかうことくらいはできるようになった。

　正嗣から言われた通り糠ぬか床どこから胡瓜きゆうりと茄な子すを取り出し、糠を洗い落としてから切り分ける。

「……あれ？　綺凛ちゃん？」

　と、少し遅れてやってきた綾斗が、台所に立つ綺凛を見て目を丸めた。

「あ、おはようございます、先輩」

「おはよう……って、そのエプロン、姉さんの……」

　やはり遥のものだったらしい。

「あ、あの、まずかったでしょうか……？」

「いや、よく似合ってると思う……けど」

　綾斗は少し戸惑いながらも、懐かしそうな目でそう言った。

「そうじゃなくて、綺凛ちゃんはお客さんなんだからそんなことしないでも」

「いえ、お世話になりましたし、これくらいはやらせてください」

「うーん……まあ、綺凛ちゃんがそう言うなら……」

　綺凛が意気込んでそうお願いすると、綾斗もそれ以上は言わなかった。

　その代わりに、視線を正嗣へと向ける。

「父さん、俺は今日アスタリスクに戻るから」

「えっ？」

　綾斗の言葉に、綺凛は驚いてその手を止めた。

「も、もうお帰りになるのですか？」

「ああ、綺凛ちゃんの問題も片付いたみたいだしね。それに綺凛ちゃんだって早く家へ戻ってあげないと、きっとお父さんが待ってるよ」

　確かにそれはそうなのだが、なにも久しぶりに帰ってきた実家をたった一日で去らなくてもいいだろうに。

　綺き凛りんがちらりと横を見ると、正まさ嗣つぐは相変わらず厳しい顔のまま小さく答える。

「──わかった。好きにするがいい」

　ああもう、この親子は。

　部外者である綺凛が立ち入りすぎることはよくないとわかっているものの、双方の人柄を知っているだけにもどかしく感じる。

（この二人の間を取り持っていた綾あや斗と先輩のお姉さんは、やっぱりすごい人だったんだろうな……）

　綺凛はピンクのエプロンに視線を落としながら、心中でそうつぶやいた。

　綺凛もチーム・エンフィールドの面々でお見舞いに行った際、その姿だけは見たことがある。綾斗に似て、優しそうな顔立ちの女性だった。紗さ夜やから伝え聞いた限りでは、剣士としても綾斗以上だったらしいが──

「あのっ、こちらは終わりました」

　そうこうするうちに、綺凛は人数分の漬つけ物ものを切り終える。

「……そうか。綾斗」

「ああ」

　干物を焼いていた正嗣の言葉に、綾斗が皿を取り出して綺凛に差し出してくれた。

「あ、ありがとうございます」

（こういうところでは、普通に通じてるみたいなのに……）

　それでもやはり普段の会話はほとんどない。

　朝食中も綾斗はなにかと綺凛を気遣って話しかけてくれるのだが、正嗣とは視線が合うことさえなかった。

　正直、昨晩の何倍も重苦しい。

「じゃあ綺凛ちゃん、支度ができたら声をかけて」

「は、はい」

　食後、洗い物を片付けている綾斗にそう言われ、綺凛は仕方なく客間へと戻る。

　簡単に身み支度を整え、一宿一飯──厳密には二飯だが──の礼を兼ねて軽く掃除をしていると、ふと隣の部へ屋やから物音が聞こえたような気がした。

　一度廊下に出てみれば、隣の部屋の戸がわずかに開いている。

「あの……？」

　覗のぞき見みはまずいと思って声をかけてみると、部屋にいたのは正嗣だった。

「ああ、君か」

「ここは……」

「……遥はるかの部屋だ」

　正まさ嗣つぐの口調はやはり淡々としていたが、その声にどこか寂しそうな響きが混ざっているように感じられたのは綺き凛りんの気のせいだろうか。

「し、失礼します……」

　そう言っておずおずと部へ屋やに入る。

　女子高生だった者の部屋としては、かなり簡素な部屋だ（といっても、実家の綺凛の部屋も似たようなものなのであまり人のことは言えない）。

　机とベッド、小物入れの類たぐいや収納がいくつか。他には古びた書籍──おそらく剣術関連のものだろう──を収めた書棚くらいか。

　そこで綺凛は客間や道場同様に、この部屋も隅々まで掃除が行き届いていることに気が付いた。おそらくは遥はるかが出て行った時のままにしてあるのだろう。

　いつでも帰ってこられるように。

（やっぱり……）

　綾あや斗とも正嗣も、きっと想おもいは一緒なのだ。

　ただそれがお互いに上う手まく伝わっていないだけで。

「あの……綾斗先輩のお姉さんって、どんな方だったのでしょう？」

　綺凛がそう訊たずねると、正嗣の視線が枕元に置かれたフォトフレームに向けられた。マナダイトを使用した、空間ウィンドウ型だ。

　目線で促されるまま起動してみると、一斉に空間ウィンドウが多重展開した。

「わっ……！」

　その勢いに驚きながらも、綺凛はその一つ一つに刻まれた家族の姿に優しく温かいものを覚える。

　どれもなんということはない、ごくありふれた日常の一コマを切り取ったものだ。遥と綾斗、正嗣、時には紗さ夜ややその家族なども映っている。

　ただ、そこに映っている幼い綾斗はすべて笑え顔がおだった。子どもの頃の綾斗は、話に聞いた通り今よりも少しやんちゃそうで、なんだか可愛かわいらしい。

　正嗣もその厳しい表情こそ今と変わらないが、身みにまとう雰囲気がずっと柔らかい。

　同時に、綺凛はここへ戻ってきてから綾斗の笑顔をほとんど見ていないことに気が付いた。

　このままではダメだ。

　なぜだかわからないが、強くそう思う。

　このままではよくないと綺凛の心が訴えている。

「あ、あの……！」

「──刀とう藤どうさん」

　その思いに突つき動かされるようにして口を開きかけたところで、正嗣が静かに言った。

「綾あや斗とをよろしく頼みます」

　そして、深々と頭を下げる。

「そ、そんな！　わたしなんていつも綾斗先輩に助けてもらってばかりで……！」

　慌てふためきながら後あと退ずさる綺き凛りんに、正まさ嗣つぐはさらに続けた。

「《獅鷲星武祭グリプス》は拝見した。もしここに留とどまっていたならば、綾斗はあそこまで成長することはなかっただろう。君たちのおかげだ。感謝する」

　その言葉に込められた真しん摯しな思いに、綺凛は押し黙るしかない。

「綾斗は時に無む茶ちやをする。もし可能であれば──その時は力になってやってほしい」

「……はい。わたしにできることなら」

　結局、綺凛がそう答えるまで、正嗣が頭を上げることはなかった。

「──それじゃ」

　綾斗がバッグを担かついで玄関を出る。

　正嗣は見送りに出てきたものの声はかけず、綾斗もまたそれ以上なにか言うこともなかった。

「お世話になりました」

　綺凛は正嗣にぺこりと頭を下げ、綾斗の後を追う。

　昨日きのうとは打って変わっての曇天。

　風こそ強くないものの、染しみ入るような寒さが肌に痛い。

「さて、と。それじゃまずは駅に……」

「あの、綾斗先輩……！」

　意を決してそう呼び止めると、少し前を歩いていた綾斗がぴたりと足を止めて振り向いた。

「うん？　どうかしたのかい？」

「ええっと、その……」

　綾斗はいつものように優しい笑え顔がおを浮かべ、飄ひよう々ひようとしている。少なくとも、そのように見える。

　でも、やはりなにかが違った。

「綾斗先輩は、このまま六りつ花かへ帰るのですよね？」

　今から戻ってもう一度お父さんと話し合ってください──などとは言えないし、第一今のまま話し合ったとしてもなんの解決にもならないだろう。そもそも、そんなことを言う権利は綺凛にはない。

「そうだけど……」

「でしたら！」

　綾あや斗とと一番付き合いの長い紗さ夜やならどうするだろうか。綾斗がその力で助けると決めたユリスなら。ひたすらに綾斗を想おもい続けてきたクローディアなら。

　それはわからない。

　わからないからこそ。

「い、一緒に……！　わ、わわたしの家に、行きませんか？」

　綺き凛りんは綾斗のコートの袖そでを、ぎゅっと握ってそう言った。

「え……？」

　綾斗が驚いたように目を丸くする。

「いえ、あの、ほ、ほら！　先日お誘いした時は、実家に帰省するというお話でしたから、それが済んだなら……その……」

　顔を真まっ赤かにし、しどろもどろになりながらなんとか声を振り絞る。

　とにかく今は、一緒にいてあげたかった。たとえそれが意味のないことだとしても、それしかできないのであればそうするだけだ。

「うーん……」

　唐突な誘いに、綾斗が考え込む。

「あ、あと、今回綾斗先輩のお宅にお邪魔させてもらったので、わたしからもと言いますか……天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの教えをいただいたので、今度はぜひ刀とう藤どう流のそれを体験していただきたいと言いますか……」

　六りつ花かは──アスタリスクは、根源的には闘いの場だ。

　綺凛はあの都市が嫌いではないが、その中にいてはわからないことも、見えないものもあると思っている。こうしてその外に出て、新たな視点を得た綺凛だからこそ、感覚で理解できる。あの場所で磨かれるものもあれば、そうでないものもあるのだ。そういうものは、時にはやり方を変えなければ折れてしまうだろう。

　綾斗がそれを知っていたのかはわからないが、今度は綺凛の番だった。

「──わかった。もしお邪魔じゃなければ、そうしようかな。俺も綺凛ちゃんのお父さんにはちゃんと挨拶しておきたいし、刀藤流にも興味があるしね」

　しばらくの後、綾斗がそう言って苦笑する。

「は、はい！　父もきっと喜ぶと思います！」

　その答えに心の中の綺凛は小さくジャンプし、ぐっと拳こぶしを握り締しめた。

　　　　　　　　＊

　ラディスラフ・バルトシークが拘こう禁きんされているという屋敷は、とある南国の小さな島にあった。

　ラディスラフは《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》の思想的主導者として十一件の容疑で逮捕されているのだが、裁判はすべて凍結されているため、まだその罪が確定したわけではない（そしてこの先も永遠に確定することはないだろう）。

「ここですか……」

　クローディアは汗を拭ぬぐいながら、二階建ての飾り気のない屋敷を見上げた。

　一見するとただの屋敷にしか見えないが、花が咲き乱れる庭には無数の警備装置が配備され、銀ぎん河が直属の部隊が二十四時間体制で監視しているのだという。島にはラディスラフ以外の住民はなく、そもそもまずこの島に近付くこと自体が禁止されている。

「行きますよ、クローディア」

　先を行くイザベラは涼しい顔で屋敷の中へと入っていく。

　屋敷の中は空調が利きいていてほっとしたが、同時にどこに行っても視線を感じた。一切の死角がないように配置された監視カメラのせいだろう。

　それでも、クローディアが思っていたよりずっと快適そうな暮らしではある。聞けば屋敷の中ではある程度まで自由に生活しているらしい。鉄格子付きの狭く汚い牢獄にでも押し込められているのかと想像していたので、意外と言えば意外だった。

　もっとも、銀河にとって最大級の秘密を抱えている──というよりも、その当事者の一人であるラディスラフが未いまだに消されていないのは、ヴァルダが銀河を脅しているためだ。詳しくは聞かされていないが、大方ラディスラフに手を出せば自身の秘密を暴ばく露ろするとでも言われているのだろう。切り札がヴァルダにある以上、いかに銀河といえども従わざるを得ない。

　イザベラに付き従って階段を登り、二階のバルコニーへ出ると、日陰に置かれた籐とう椅い子すに腰掛ける一人の老人の姿があった。

「お久しぶりですね、教授」

　イザベラがそう声を掛けると、枯れ木のようにやせ細ったその老人は、緩かん慢まんな動作で身体を起こす。

「……今のこのワシを教授などと呼ばんでくれ。泣きたくなる」

　その瞳を見ただけで、クローディアにはわかった。

　──ああ、これはダメだ。

　淀んだ瞳には、まるで生気らしきものが感じられない。

　すでにあらゆるものを放棄し、諦あきらめ、過去に生きる類たぐいの人間だ。

　もっとも《翡翠の黄昏》以来ずっとここに拘こう禁きんされているというのであれば、もう三十年以上この生活を続けていることになる。年齢もすでに八十を超えているだろう。かつて《ヴァルダ＝ヴァオス》や《パン＝ドラ》、《ライア＝ポロス》といった強力な純星煌式武装オーガルクスを創り出し、純星煌式武装の研究を一人で半世紀進めた不世出の天才、あの紗さ夜やをして『歴史に名前が残るレベル』と言わしめた男も、時の流れには抗えないということか。

「人と話すのも随分と久方ぶりだが……一体どのような用件かな？」

　ラディスラフはそこでようやくクローディアに気が付いたようだ。

「ほう、お若い娘さんまで……その制服は星せい導どう館かんか。懐かしい」

「お初にお目にかかります、教授。クローディア・エンフィールドと申します」

　クローディアはそう名乗りながら、腰のホルダーから《パン＝ドラ》を取り出し、起動させた。

「この子の今のパートナーを務めております」

「おお、《パン＝ドラ》か。それはワシの子どもたちの中でも、特に難儀な性格をしている。苦労するだろう」

「ええ、それはもう」

　ラディスラフは何度もうなずきながら微笑ほほえんだ。

　その遠い目はクローディアを見てはいない。クローディアと《パン＝ドラ》を通して、過去を見ているのだ。

「用件というのは、この子の本当の能力についてです」

「……！」

　その途端、ラディスラフの瞳が大きく見開かれた。

「本当の能力……？」

　クローディアの横に立つイザベラも、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「《パン＝ドラ》の能力は未来視ではありません。それは本来の力からしてみれば、副産物のようなものです。違いますか？」

「おお……おお……！」

　みるみるその瞳に生気が戻り、ラディスラフは籐とう椅い子すから立ち上がると、よたよたとおぼつかない足取りでクローディアの前までやってきた。

「素晴らしい……！　まさか、まさかそこに辿たどり着つく者が出てくるとは……！　ワシはもう、すっかり諦あきらめておった」

「……やはりそうでしたか」

　これで確証は取れた。

　純星煌式武装オーガルクスを扱あつかうに際しては、心構えが重要になる。そうなのだとわかっていることは、それだけで非常に大きな意味を持つのだ。

「もう一つ、その代償ですが……」

「はは、おまえさんにはもうわかっているのだろう？」

「──未来そのもの、ですね？」

「……っ」

　イザベラが僅わずかに表情を硬くするが、ラディスラフは対照的に相そう好ごうを崩してクローディアの手を握る。

「感謝しよう、クローディアとやら。これで《ヴァルダ＝ヴァオス》以外にも、ワシは意義ある物をこの世界に残せたのだと思って死ねる。《ライア＝ポロス》をダウングレードせざるを得なかった時には、もはや失望しかなかったが……」

「いえ、こちらこそありがとうございます、教授。おかげですっきりしました」

　これで後は使いどころだ。

　もし本当に運命というものがあるのなら、クローディアが生き延びたことには意味があるはず。

「ああ、久しぶりに気分がいい。……そうだ、イザベラ。言うつもりはなかったが、今日の礼に伝えておこう。先日、《ヴァルダ＝ヴァオス》がここに来たぞ」

「……それは本当ですか？」

　イザベラの声が無機質になる。精神調整プログラムによって、銀ぎん河がに関して大きな問題が絡からむような時には強制的に精神が一定値に固定されるのだ。

「詳しく聞かせてください」

「別段、大した話をしたわけではない。あれがワシを気に掛けているのは、なにかあった時の保険のようなものだ。あれの構造を理解している者は他にいないからな。メンテナンス程度はどうにかやっているようだが、本格的に壊れた時はワシ以外直せる者はこの世界に存在しない」

「話の内容は？」

　イザベラが淡々と詰め寄ると、ラディスラフはやれやれとばかりに首を竦すくめた。

「かつてワシが垣間見た世界に辿たどり着つける者が他にいるかと聞いてきた」

「なんと答えましたか？」

「発表されている論文を見る限り、ここしばらくはほとんどいなかったが……敢あえて挙げるなら、二人」

　ラディスラフは当然もう研究開発は行っていないが、論文に目を通すくらいの自由は許されているらしい。

「エルネスタ・キューネとヒルダ・ジェーン・ローランズには可能性がある。そう答えてやった」

「《ヴァルダ＝ヴァオス》は他にどのようなことを？」

「それだけだ。ワシが答えるとすぐに帰りおったわ。まったく親不孝な娘よ」

　ラディスラフは喉のどの奥で笑いながら、籐とう椅い子すへ戻る。

「あれがなにをしでかすか、それを見届けられるくらいまでこの身体が持てばいいのだが……」

「──クローディア、帰りますよ」

　一切の感情が削ぎ落とされた声でそう言うと、イザベラは早足でバルコニーを後にした。


第五章　帰省、刀とう藤どう家

　現在刀藤流の総本部は仙せん台だいに置かれているが、宗家の屋敷はそこから西へしばらく向かった丘きゆう陵りよう部にある。ちらちらと雪が舞い散る曇り空の下辿たどり着ついたそこは、一言で言って大豪邸だった。

　広大な敷地には数す寄き屋や造づくりの建物が何棟も並び、道場らしき建物も複数見受けられる。それこそ江戸時代の上屋敷かと見間違うほどだ。

「これはまた、なんと言うか……さすがだね」

　質実剛健な表門をくぐって母おも屋やまでの道を歩きながら、綾あや斗とは心の底から感心したように言った。

　綾斗の家も敷地内にちょっとした道場が併設されているため広いほうではあるが、これは比較するのもおこがましい。もっとも、今や門下生を受け入れてもいない天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうと、世界各地に道場を持ち、門下生一万人を超える刀藤流とでは最初から相手にもならないわけだが。

「いえ、そんな……無駄に広いだけで暮らすには面倒のほうが多いくらいです」

　綺き凛りんは恥ずかしそうに顔を伏せながら、母屋らしき建物の玄関に辿り着くと、すっと背筋を伸ばす。

　そして一度大きく息を吸ってから、その扉を開いて言った。

「──ただいま戻りました」

「ああ、よく戻ったね」

　即座に、しわがれた、それでいて凛とした力強い声が出迎える。

　綺き凛りんの背後から覗のぞき込こむと、それだけで一いつ家か団だん欒らんができそうなくらいに広い玄関に一人の老婆が立っていた。

「大叔母様、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「本当だよ。まったく、六りつ花かなんぞさほど遠くもないんだから、もう少し頻繁に顔くらい見せてほしいもんだ」

　背は低く、真っ白に染まった髪をひっつめに結い上げ、綾あや斗とにも一目で高価とわかる紬つむぎを自然に着こなしている。その顔に深い皺しわが刻まれ、かなりの高齢に見えるが、ピンと背筋の伸びた立ち姿はまるで研ぎ澄まされた一振りの刀のようだ。

「それで……そっちの坊主が天あま霧ぎり綾斗だね」

「初めまして。この度は、突然お邪魔して……」

「いいさ、確かに急な話だったが最初に招いたのはこっちだからね。あたしは我あが妻つま代よ志し乃の。分家に嫁とついだ身みだが、今は刀とう藤どう流の宗家代理を任されてる」

　代志乃はぶっきら棒ぼうにそう言うと、ほんの少し口元を緩ゆるめた。

「ま、こんなところで立ち話もなんだ。上がりな」

　代志乃に案内されながら長い廊下を進む。一体どれだけ部へ屋やがあるのかもわからない。

　廊下に臨む庭園から、建物と建物の間にあるちょっとした坪庭までも、きっちりと手が行き届いている。天霧家程度の大きさならばともかく、この規模の屋敷となると家人だけではとても管理が追いつかないだろうと思っていると、あちこちで掃除や片付けをしている人の姿が目に付いた。彼らは代志乃や綺凛の姿を見るとすぐに手を止め、畏かしこまって頭を下げる。

「皆、うちの門下生だ。今はちょうど歳さい末まつの大掃除の最中でね」

　なんでもこの屋敷には道場の奥に専用の長屋が何棟もあり、住み込みの門下生がかなりの数いるらしい。

　無論、そこまでするのは刀藤流の支部を任されるような高弟やその候補生だが、綺凛が《鳳凰星武祭フエニクス》や《獅鷲星武祭グリプス》で活躍したため、刀藤流の入門希望者は殺到しているのだとか。

「それでも時期が時期だけに、帰省しちまった連中も多い。今日中に終わらせられるかどうか……」

　──と。

「あっ……！」

　ふいに隣を歩く綺き凛りんの足が止まった。

　みるみる瞳が潤うるみ、その顔に歓かん喜きが広がる。

　そんな綺凛の視線の先──そこに一人の男性が立っていた。年齢で言うなら四十代、細身みで背は高く、こざっぱりとした着流しをまとい、頰ほおのこけた顔に柔和な笑みを浮かべている。

「おかえり……と、僕が言うのも妙だね。この場合はただいまのほうがいいのかな」

「お父さんっ！」

　やがて堪こらえきれなくなったのか、綺凛は駆け出してその男性に抱きついた。

　綺凛がお父さんと呼んだということは、この男性が刀とう藤どう誠せい二じ郎ろうなのだろう。綺凛から厳しい父親だとは聞いていたが、娘を優しく受け止め、愛いとしそうにその頭を撫なでるその姿からはとても想像できない。

「……あんたらのおかげだ。感謝するよ」

　そんな二人を見つめながら、代よ志し乃のがぽんと綾あや斗との背中を叩たたいた。

　素っ気ない言い方だったが、そこには二人を慈いつくしむ気持ちがありありと滲にじんでいる。

「いえ、綺凛ちゃん自身の力です」

「そうかい。そう言ってもらえるとあたしとしても嬉うれしいが……やっぱりまだまだ子どもだね」

　代志乃はそう言って小さく溜ため息いきを吐つくと、一転して厳しい声を張り上げた。

「綺凛！　お客様の前だよ！」

「あっ……！　は、はい！　ごめんなさいです……！」

　びくんと身体を竦すくませ、綺凛が誠二郎から離れる。

　畏かしこまりはしたが、それでもやはりその顔からは嬉しさが隠しきれていない。そして、代志乃もそれを咎とがめるようなことはしなかった。

（……いい家族だな）

　綾斗はその温かさに、どこかほっとするものを感じていた。

　──二間続きとなっている奥の間。

　あまりに広くて落ち着かないその中央に、綺凛と綾斗は代志乃と誠二郎に向かい合うように腰を下ろした。

「申し遅れました、天あま霧ぎり綾斗くん。僕は刀藤誠二郎、綺凛の父です」

「天霧綾斗です」

　お互いに正座のまま、深々と頭を下げる。

「天霧くんのことは娘から聞いています。いろいろとお世話になっているようで……それに、僕のことも」

　そう言って顔を上げた誠せい二じ郎ろうは、じっと綾あや斗とを見つめてきた。

「……手紙でも書いた通り、チームの皆はそれぞれ自分の願いがあって《獅鷲星武祭グリプス》に臨み、そこで優勝できたのも各々の努力の結果です。綺き凛りんちゃんの願いが叶かなったことでお礼を言われるなら、俺やみんなも綺凛ちゃんにお礼を言わなきゃならないし、きりがありません」

　厳密に言えば紗さ夜やだけは違うのだが、ややこしくなるので置いておく。

「なるほど……ごもっともです。それでも、ここは筋を通させてくれませんか。──ありがとうございました」

　誠二郎はそう言って再度頭を下げた。

　ここまで言われたら、綾斗もこれ以上はなにも言えない。

「……さて」

　たっぷり十秒は頭を下げていた誠二郎が顔を上げたところで、代よ志し乃のが口を開く。

「それじゃ、そろそろ本題に入ろうかね。あんたの答えを聞かせておくれ、綺凛」

　その言葉に、場の空気がぴりっと引き締しまった。

　答えというのは、綺凛がこの実家へ戻って刀とう藤どう流の宗家を継ぐように言われていることだろう。

　綺凛は正まさ嗣つぐとの立ち合いで迷いを吹っ切ったようだが、その答えがどのようなものかは綾斗も聞いていない。

　握った手にじわりと汗が滲にじむ。

　その答えがどのようなものだろうと綺凛の意志を尊重すべきだし、そのつもりでいるものの、綾斗としても綺凛と離れるのは率直に言って寂しい。

（願わくば……）

「──わたしはまだまだ未熟です。剣の道に迷うことさえおこがましい若じやく輩はいなのだと先日気が付きました。剣の道は果てがなく、そしてわたしはまだその入り口に立ったばかりなのだと。ですから、とても人を剣を教え導く役目をこなせるとは思えません。まだしばらく、六りつ花かにて研けん鑽さんを積みたく思います」

　綺凛はそう言って、ちらりと綾斗を見た。

　その答えに、綾斗もほっと胸を撫なで下おろす。

　少なくとも、綺凛自身はまだ星せい導どう館かん学園に留とどまるつもりらしい。

「ふん、なにを言うかと思えば……あんたが誰よりも刀藤流に習熟しているのは衆目の一致するところじゃないか。あたしも、この誠二郎も、あんたほど完かん璧ぺきに〝連れん鶴づる〟を使いこなせやしない。いや、刀藤流の歴史を紐ひも解といても、開祖以来並び立つ者なんぞ見当たりゃしないさ。あんたがダメなら、他の誰だって適任はいないだろう」

　代よ志し乃のがそう言うと、綺き凛りんは小さく首を横に振った。

「いえ、それはたまたまわたしが才覚に恵まれていただけにすぎません」

「……あたしはあんたの積み重ねてきた努力も含めて言ってるんだがね？」

　代志乃が溜ため息いき混じりに苦笑しながらも、鋭い眼光で綺凛を睨ねめ付つける。

　綺凛はまっすぐにその視線を受け止めながら、静かに言った。

「剣にはその人柄が出ます。だからこそ、剣の師となるべき者は相応の厚みが必要だと思います。わたしの技が優れているとしても、それはあくまで強さとしてだけのもの──自身の努力を卑ひ下げするつもりはありませんが、剣の本質ではありません」

「ほぉ……言うじゃないか。ならあんたの思う剣の本質とはなんだい？」

「それは……その人自身の経験に裏付けられた、信念です」

「信念？」

　代志乃が低い声で問い返す。

「その人が剣と向かい合い続けることで、己が内に育むものです」

　綺凛はきっぱりと答えた。

「なるほど。で、それを育むにはどうしても六りつ花かでなければならんのかい？」

　と、そこで初めて綺凛の表情に戸惑いに似た影が差し、視線が落ちる。

「……正直、わかりません。剣の道にはただひたすらに己自身と向き合うことで磨かれるものもあると思いますから。ですが──」

　綺凛はそこまで言って、しばらく押し黙った。

　そして。

「ですが、今のわたしは……この刀とう藤どう綺凛の剣は、六花で仲間たちと競い高めあうことによって磨かれたと思っています。だからこそ、今はまだしばらくそこに身みを置きたいのです」

　綺凛はゆっくりと顔を上げ、真しん摯しに代志乃と向かい合う。

「剣の道は果てない……だとすれば、この場所へ戻ってくるのは少々先になっても、長い目で見たならば大きな違いはないはずです」

「……」

　代志乃は無言のままそんな綺凛を見つめていたが、ふいに息を吐いて表情を緩ゆるめた。

「長い目で見る、ねぇ……気楽に言ってくれるもんだ。こっちはいつお迎えが来てもおかしくない歳としだってのに」

「そ、そんな、大叔母様！」

　慌てる綺凛を愉快そうに見ながら、代志乃がくつくつと喉のどを鳴らす。

「まあいいさね。あんたなりに考えて出した答えなら、聞いてやらないわけにもいかんだろう」

「っ！　で、でしたら……！」

「ああ、好きにするがいい。誠せい二じ郎ろうもそれでいいね？」

「……はい」

　短く答える誠二郎の口元も、わずかに笑っている。

「しかしまあ、そういうことならあたしももうしばらくはくたばるわけにいかないか」

　肩に手をやりつつ代よ志し乃のが億おつ劫くうそうに言うのを聞いて、ようやく綺き凛りんに笑え顔がおが戻った。

「あ、ありがとうございます、大叔母様！」

　　　　　　　　＊

　ユリスにとって、再開発エリアという場所はあまりよい思い出のある場所ではない。

　サイラスの一件もそうだし、かつてオーフェリアと再会し──手も足も出ずに敗やぶれ去ったのもここだったからだ。

　そのできればあまり近寄りたくもない地に、ユリスは再び足を踏み入れていた。

「……それで、一体どこに連れて行くつもりだ、レスター」

　すでに日も沈み、周囲はすっかり夜の闇に閉ざされている。

　当然ながら再開発エリアに街灯の類たぐいはない。辺りを照らすものといえば、先を行くレスターの持つライトと、ユリスが自らの能力で作り出した炎の灯あかりだけだ。

「オレがこの一ヶ月、なにをしていたのかが知りたいんだろ？　だったら黙ってついてこい。オレも詳細に関しちゃなにも言えねえんだよ」

　そのレスターは振り返りもせずにずんずんと廃はい墟きよの間を進んでいく。

　これが信用できない相手ならば罠わなの一つも疑うところだが、少なくともレスターはそのような搦からめ手てを使うような男ではない。

　足元から体温を奪っていく真冬の冷気と再開発エリア特有の埃ほこりっぽい空気が、ユリスにすぐにでも踵きびすを返せと囁ささやいてくる。ただ、それでもレスターが短期間にあれだけの成長を見せた謎の答えはどうしても知っておきたかった。

　そうこうしているうちに、レスターは短く「ここだ」と言って路地の突き当たりにある廃ビルへと入っていく。正直、周囲に立ち並ぶそれらと変わりない、なんの変哲もないただの廃墟だ。

　崩れ落ちた屋根から月光が差し込むその廃ビルの中心で、レスターは懐ふところからおもむろになにかを取り出した。

「なんだ、それは？」

「ま、通行証ってとこか」

　レスターが不敵に微笑ほほえみながら見せてきたのは、手の平に収まる程度の巧みな意い匠しようが施された印章だった。翡ひ翠すいだろうか、鮮やかな緑色だ。

　するとその印章が淡い輝きを放ち──

「なっ!?」

　突如として、ユリスとレスターを中心とした空間に縦横無尽に線が走る。その線で切り取られた空間がパズルのように組み替えられ、気が付けばユリスたちは板張りの広間に立っていた。

「これは……」

　四方を見渡しても壁らしきものは見えず、彼方かなたまで果てしなく板張りの床が続いている。蠟ろう燭そくと思おぼしき灯あかりが無数に照らしているが、燭しよく台だいのようなものは見当たらない。

　広大無辺で、静せい謐ひつな空間。

「ほっほっほ！　これはまた中々に面白い客を連れてきたものじゃな、レスター」

　愕がく然ぜんとするユリスの背後から、そんなあどけない声が響いた。

　振り向いてみれば、そこには蝶ちようのように髪を結った一人の童女が佇たたずんでいる。

「《万ばん有ゆう天てん羅ら》……！」

　そう。その童女こそ、界龍ジエロン第だい七なな学がく院いん序列一位にして生徒会長、《万有天羅》こと范フアン星露シンルーだった。

　ユリスも《獅鷲星武祭グリプス》の準決勝後に顔を合わせたことはあるが、まともに言葉を交わしたことはまだない。

「いかにも。よう来たのう、《華焰の魔女グリユーエンローゼ》……と言いたいところじゃが、ここのことは他言無用と言ったはず」

　星露はそう言うと、咎とがめるような目線をレスターに向けた。

「ふんっ、別に話しちゃいねえよ。ただこいつが勝手についてきただけで──」

　レスターが悪びれもせずそう言いかけた刹せつ那な。

「がはっ!?」

　星露の掌しよう打だを受け、吹き飛んだ。

　レスターの巨体が人形のように宙を舞い、受け身みを取ることさえできず床に叩たたきつけられる。

「今回はそれで許してやろうぞ、しばらくそこで伸びておるがよい。が、二度目はない。精々気をつけることじゃ」

「ぐ……！　て、てめえ……！」

　意識を失ったのか、がくりと倒れ伏したレスターにそれだけ言うと、星露は改めてユリスを見上げた。

「まったく、あやつも困った男よのう。察するに、我慢できず決闘でも仕掛けたか。ぬしに勝とうと思うならば、もう半年は必要じゃと言っておいたのじゃが」

「……なるほど、私のほうも察しがついたぞ。おまえがレスターを鍛えていた張本人というわけか」

　范フアン星露シンルーといえば指導者としても名高い。界龍ジエロンの《冒頭の十二人ページ・ワン》が全員──当然一位の本人を除いて──その弟子で占められているのは有名な話だ。

　そして今のように鍛えられているのであれば、レスターが精神的にも強くなっていたのはうなずける。

「左様。と言っても、別段あの男を弟子にしたわけではないぞ。あくまであの男の持つ力を引き出してやっておるだけじゃ」

「だが、なんの理由があってそんなことをする？　敵である星せい導どう館かんの《冒頭の十二人》を、わざわざ界龍のトップが鍛えるなど……」

　どう考えてもありえない話だ。なにか裏でもない限りは。

　ユリスが警戒感を隠すことなくそう問うと、星露はあっけらかんとした顔で答えた。

「ほほほ、別に星導館だけでないぞえ」

「え……？」

　星露が腕を振ると、空中にテレビ画面のような映像がいくつも浮かび上がった。

　空間ウィンドウのようだが、星露は携帯端末の類たぐいは持っていない。なにか別の仕組みのようだ。

　だがそんな細かなことよりも、ユリスはそこに映し出された人物に目を丸くする。

「イレーネ・ウルサイスに、その妹だと……」

　映像の一つには、かつて《鳳凰星武祭フエニクス》でユリスたちと激闘を繰り広げたレヴォルフ黒学院のウルサイス姉妹が、星露に翻ほん弄ろうされるようにして闘っていた。

「うむ、妹のほうはおまけじゃがな。ちなみにこれは録画ではないぞ。今と同時刻、こことは違う位相でのことじゃ」

「なんだと？　ではここにいるおまえは一体……」

　その問いかけに、星露はにやりと笑みを返すだけでなにも答えない。

　仕方なく他の映像に目を向けると、どれも星露と闘う学生の姿が映っている。

「クインヴェールの《崩弾の魔女オーヴアリーゼル》に《拳けん忍にん不ふ抜ばつ》……こっちはアルルカントの《双頭の鷲王ニンギルス》、それにガラードワースの《聖茨の魔女ペルセフオーレ》まで……」

　つまりここにはアスタリスクの六学園、すべての学生がいるということだ。

「まさかここにいる全員を鍛えていると？」

「まあ、手取り足取り教えてやっておるわけではないがな。それにレスターを含め、今ここにいる者どもは前々から目をつけておった連中じゃ。ここを本格始動させるのは準備の整う年明けからと思うておったが、逸はやるこやつらを抑え切れなんだ。実際に動き始めた時には、この三倍……十数人程度にはなろうな」

　そう言って自慢げに胸を張る星露シンルーの顔に、ぞわりとするような笑みが浮かぶ。

「儂わしはな、ただ強き者を望んでおる。儂を滾たぎらせてくれるような、強き者たちをのう」

「……おまえ自身が闘うために、か？」

　范フアン星露が稀き代たいの戦闘狂だというのは有名な話だ。

「然しかり」

　星露は無邪気にうなずいた。

「なるほど。だが……こう言ってはなんだが、その割にはトップクラスの連中は一人もいないようだが」

　ここに映し出されている面子メンツは、確かにどれも各学園で序列入りしている者たちばかりだ。その実力は疑いようもない。

　しかし──たとえばオーフェリア・ランドルーフェンや武ウー暁彗シヤオフエイ、あるいは綾あや斗とや綺き凛りんといった、ある種際立った強さを持つ者は一人もいなかった。

「まさしくそこよ！」

　それを指摘すると、星露は嬉うれしそうに目を輝かせて身みを乗り出す。

「以前の儂は天てん稟ぴんに優れた者ばかりに目が行っておったが……存外、それに及ばずとも歪いびつな才があれば儂が望む壁を越えうることがあると気付かされた。ここに集めた者たちは、皆その可能性を秘めておる。いやはや、この歳としになってもまだまだ世の中学ぶべきことが多いことよな」

「壁を越える……」

　その言葉に、ユリスははっと目を見開いた。

　もし、本当にそれが可能であるならば──

「無論、今も天あま霧ぎり綾斗のような逸材を我が手で鍛え上げることができればとは思うておるが、このような形ではそれはちと難しい。あれほどの者を鍛えるには儂も本腰を入れねばならぬし、界龍ジエロンの外では時間が取れぬ」

　星露は心底残念そうに溜ため息いきを吐ついた。

「それにあやつらのような連中に手を出すとなれば、さすがに他の学園や統合企業財体どもが黙ってはおるまい。儂は一向に気にせぬが、場合によってはこの六りつ花かにその余波が及ばぬとも限らぬ。儂はこの街をすこぶる気に入っておるのでな」

「……《万ばん有ゆう天てん羅ら》」

「うん？」

　そんな星露に、ユリスは覚悟を決めて言った。

「私も、ここの一員に加えてもらえないだろうか。この通りだ！」

「ほう……」

　ユリスの申し出に、星露は楽しそうに目を細める。

　ユリスはなんとしてでも、オーフェリアに勝たなければならない。そのためにはなんでもする覚悟があった。

　もしここで星露シンルーの力を借りてそれが可能になるのであれば……ユリスも壁を越えることができるのであれば、喜んで頭を下げよう。

　──が。

「生あい憎にくじゃが、それはできぬ」

「っ！　なぜだ！　私ではおまえの望みに足りぬというのか？」

　ユリスが食い下がると、星露は残念そうに首を横に振った。

「その逆じゃ、儂わしはぬしを高く評価しておる。今すぐにでも食ってしまいたいくらいにのう。儂がこの頃好んで使う喩たとえで言えば、ぬしは玉石混交の玉じゃ。それも相当に質が高い。この六花でも、今のぬしに勝てるのは壁を越えた者たちだけじゃろうて」

「だったら……！」

「じゃが、ぬしの強さはすでに完成しておる。いわばすでに磨きぬかれた宝玉がぬしじゃ。酷こくなようではあるが、もはやぬしには鍛え上げる余地はない」

「なっ……！」

　それはユリス自身が以前からずっと感じていたことだった。

　たとえユリスが今からどれだけ鍛錬を積もうと、綾あや斗とや綺き凛りんに及ぶことはないだろう。わかってはいたつもりだが、いざ言葉にされてぶつけられるとその衝撃は大きかった。

「……そうか。やはり私では壁を越えることはできないか」

「うむ、残念じゃが──」

「だが、私もここで引き下がるわけにはいかないのだ……！」

　ユリスは自分に言い聞かせるようにそう言うと、一度目を瞑つぶる。

　現実は残酷だ。通常の手段でそれが成し得ないというのならば、無理と無む茶ちやで押し通すしかない。

　むしろ、おかげで腹をくくることができた。

　ユリスのすべてをかけねば、《王竜星武祭リンドブルス》を勝ち抜くことは……オーフェリアを助け出すことはできないということだ。

「不ふ撓とうの証あかしたる赤せき蓮れんの名の下に、我ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトは汝なんじ范フアン星露への決闘を申請する！」

　ユリスが胸の校章に手をかざしながらそう宣言すると、星露はぽかんと口を開き、次いで好奇に目を煌きらめかせて手を叩たたいた。

「ほほほ！　なんとまあ、驚かせてくれることよ！　しかし、正気かえ？」

「……今から、おまえに私のすべてをぶつけてやる。その後、もう一度答えを聞かせてもらおうか」

　今のユリスではどうあがいても星露シンルーには勝てない。そんなことはわかっている。目の前の童女からは、こうして対たい峙じしているだけでもその圧倒的な力を感じ取ることができるのだから。

　そう、今のままでは。

「よかろう。もっとも、儂わしが返答を覆くつがえすことはないと思うがのう」

　星露はそう言いながら、ユリスと同じように胸の校章に手をかざして決闘を受諾する。

「……その前に、一つだけ聞いておきたい」

　機械音声が決闘の開始を告げる中、ユリスは指を一本立てながら言った。

「なんじゃ？」

「もしおまえとオーフェリアが闘ったならば、どちらが勝つ？」

　そう問いかけると、星露は腕組みをして考え込んだ。

「それはまた難しい質問じゃな……。そうさのう、あの紛まがい物の小娘の力は日に日に増しておる──が、なんでもありならば今はまだ儂が勝とう。じゃが、《星武祭フエスタ》の舞台となればわからぬ」

「そうか……十分だ」

　ユリスは小さくうなずいて煌式遠隔誘導武装レクトルクスを起動させ、自分を囲むように配置する。

「今の言葉、指針とさせてもらうぞ、《万ばん有ゆう天てん羅ら》。それに──おまえなら、死ぬこともあるまい」

「？　なんのことやらわからぬが、準備が済んだならそろそろ始めようぞ」

　わくわくした顔で星露がそう言った途端、その全身から押し潰つぶすような威圧感が放たれた。少しでも気を抜けば、そのプレッシャーだけで気を失ってしまいそうだ。

　本来ならばユリスが敵かなうことのない絶対的な強者。

　だからこそ、意味がある。試す価値がある。

　理屈ではできるはずだし、やってみるしかない。

　ユリスは頭の中でイメージを形作ると星辰力プラーナを高め、そのコントロールに全神経を集中させながら静かにつぶやいた。

「華はなめけ──月華美人クイーン・オブ・ザ・ナイト」

　　　　　　　　＊

　熱に炙あぶられたような痛みでレスターが目を覚ますと、辺り一面の床板がすべて焼け落ちていた。

「な、なんだこりゃ……？」

　身体を起こして確認してみるが、幸いレスター自身に火傷やけどはないようだ。

　土がむき出しになったその先へ視線を向けると、そこには焼け焦げた服の星露シンルーと、荒い息を吐いて膝ひざをつくユリスの姿があった。

　さらにその足元には、砕け散った赤せき蓮れんの校章。

「くく……っ！　くはははは！　まったく、とんでもないことをやってのけるものよ！　ぬしのような馬鹿は数百年ぶりじゃ！」

　心の底からの愉ゆ悦えつを感じさせる笑い声を響かせ、星露が腰に手を当てる。

「わかっておるのか？　もし一歩間違えば、ぬしは命を落としておったのじゃぞ」

「はぁ……はぁ……！」

　一方でユリスはその身体に何枚もの呪じゆ符ふを貼り付けられながらも、不敵な笑みを浮かべて言った。

「わかっているとも……！　だが、《魔女ストレガ》の力は意志とイメージの力……ならば私がそれをしくじるわけがない」

「ほう、なぜそう言い切れる？」

「私はオーフェリアを助けるまで、死ぬわけにはいかないからだ……！」

　そう断言すると同時に呪符が燃え上がり、それを見た星露の手からまた新たに数枚の呪符が、ユリスの身体に吸い付くようにして貼り付いた。

「ふふん、その様でよく言うわ。……じゃが、気に入ったぞ《華焰の魔女グリユーエンローゼ》」

　星露はユリスの顎あごに手を当て、ぐっと顔を持ち上げてその瞳を覗のぞき込こむ。

「前言は撤回じゃ。ぬしの行く末、見届けたくなった」

「なら……！」

「ただし！」

　喜びに顔を輝かせるユリスを制するように、星露がその眼前に手の平を突つきつけた。

「ここで我が指導を受けるには、いくつか条件がある。まず、儂わしはぬしらに技や力を授けてやるつもりはない。実戦にて、己自身でそれを見み出いだし伸ばすのじゃ」

「……わかった」

　神妙にうなずくユリス。

「身体への負担を考慮し、ここへの扉が開くのは一週間に一度。入り口はその都度変更される。期間は一ひと先まず《王竜星武祭リンドブルス》まで。これは儂が見み繕つくろった者たちの多くが、その出場を目指しておる故じゃ。レスターにも言ったように、その一切を他言無用とする」

　もう一度、こくりとうなずく。

「そして最後の条件じゃが……期間の終了時、本気の儂と手合わせをしてもらう」

「っ！」

「まあ、儂も鬼ではない。《王竜星武祭》が終わるまでは待ってやろうぞ」

　にんまりと微笑ほほえむ星露──それでもユリスは迷わず答えた。

「いいだろう、その条件すべて心得た」

「よかろう！　ならば喜んでぬしを迎えようぞ。我が私塾──魎りよう山ざん泊ぱくへ！」


第六章　家族の形

「ふぅ……ここはこんなものかな」

　額の汗を拭ぬぐうと、綾あや斗とは雑巾掛けを終えた長い廊下を振り返った。年季を帯びた鈍い光沢を放つ板張り床を眺め、うんうんとうなずく。

　子どもの頃から道場の掃除などでこの手のことは慣れているが、他人の家となると勝手が違う。拭き残しはないかとチェックしていると、その廊下の向こうから綺き凛りんがぱたぱたとやってきた。

「あ、あの、本当にありがとうございます。先輩はお客様なのに、わざわざ掃除を手伝ってくださるなんて」

「いや、いいよ。綺凛ちゃんだってうちでいろいろ手伝ってくれたし、そもそも大晦日おおみそかなんて日にお邪魔しちゃったのはこっちだしね。ところで……そちらの方は？」

　綾斗はそう言いつつ、綺凛の後ろからのんびりとした足取りで付いてきたその女性に視線を向けた。

　綺凛より頭一つ背は高いが、顔立ちはよく似ている。艶あでやかな黒髪をバレッタでまとめ、清楚な白いセーターを押し上げる胸は綺凛にも負けていない。そんな女性がにこにこと優しそうな笑え顔がおでこちらを見ていた。

「初めまして、綾あや斗とくん。綺き凛りんの母で、琴こと葉はと申します」

「えっ!?　あ、えっと、すみません！　こちらこそ初めまして、天あま霧ぎり綾斗です！」

　綾斗は慌てて手に持っていた雑巾を置いて居住まいを正すと頭を下げる。

「うふふ、そんな畏かしこまらず楽にしていいのよ。綺凛がいつもお世話になっているみたいで、ありがとね」

　正直、驚いた。

　紗さ夜やの母である香か夜やも見た目は相当に若い方だが、琴葉はそれ以上だ。綺凛の姉と言っても十分に通用するだろう。その雰囲気も自然体で、いかにも武人らしい誠せい二じ郎ろうや代よ志し乃のとは随分と印象が違う。

「あ、あの、母は《星脈世代ジエネステラ》ではありませんし、ほとんど……というか、一切剣を握ったこともないので……」

「ああ、そうなんだ」

　そういうことなら納得だ。

「そうなの。ほら、私大金持ちの箱入り娘だったから」

　と、琴葉は笑顔のまま、さらりとそんなことを言う。

　一瞬、冗談かとも思ったが、どうやら本気らしい。
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「あ、でもちゃんとお嫁入りに備えて炊事に洗濯お掃除なんかは覚えたのよ。……まあ、まだ修行中だからあんまり上う手まくはないんだけど」

　果たして琴こと葉はの言う『まだ』とは、一体どのくらいの時間の幅をさすのだろうか。

　琴葉が嫁入りする前からということは、少なくとも綺き凛りんが生まれる前からということで、最低でも十五年は昔だろう。

「えっと……」

「あの、母はその……少々大らかな性格でして、物もの怖おじしないというか、なんでも思ったことを口に出してしまうというか……」

　綾あや斗とが困惑していると、綺凛がそっと耳打ちしながら困ったように苦笑する。

「……なるほど」

　綺凛とは真逆の性格ということか。

「でも……たぶん、うちの一族で一番強いのは、きっと母だと思うのです」

「え？」

「心の強さ、と言いますか……父が収監された時も、この家で一番落ち着いていたのは母でしたから」

「へぇ……」

　それはなんとも意外だった。

「母はきっと、家族を心の底から信頼してるのだと思います」

「そっか、素敵なお母さんなんだね」

「なになに？　二人でこそこそしちゃってー。お母さんも混ぜて混ぜてー」

　すると琴葉はいきなり綾斗と綺凛の二人を、がばっと両腕で抱き締しめる。

「うわっ……！」

「きゃあっ」

　すっかり気を抜いていたせいもあり──加えて言うならば微み塵じんも攻撃の意志がなかったため──綾斗も綺凛もなすがままだ。

「お、お母さんっ、ちょっと……！」

　綺凛が顔を真まっ赤かにして抗議するが、琴葉は気にする様子もない。

　綾斗としても腕にぐいぐいと綺凛の胸が押し付けられてくるので、思わず逃げ出そうとしたのだが、今度は背後から琴葉がのしかかるようにして体重をかけてくる。となると必然的に背中には琴葉の胸の感触が──

「も、もうっ！　そこまでそこまで！」

　そこで綾斗と同じく顔を真っ赤にした綺凛が、ぐいっと琴葉を押しのけた。

　綾斗も一ひと先まずはほっとする。

「うふふ、綺凛ったら照れちゃって」

　口元に手をやり、どこか嬉うれしそうに笑う琴こと葉は。

「でも、やっぱり若いって素敵ね。ほらほら、せっかくなんだしもっとイチャイチャしてみせて」

「い、いちゃいちゃって……！」

　赤く染まった綺き凛りんの顔がさらにその色を深める。

　今にも湯気が上がりそうなくらいだ。

「お、お母さん！　わたしと綾あや斗と先輩は、そんなんじゃ……！」

「あら？　でも綺凛は綾斗くんのことを好きなんでしょう？」

「ぴっ!?」

　唐突にそんなことを言われ、綺凛の身体が固まった。

「い、いいいきなり、な、なななななにを……！」

「それに昨日きのうはあちらのお父様にご挨拶してきたみたいだし。ね、綾斗くん？」

「えっ？　えーと、まあ、挨拶というか……」

　綾斗もその勢いにたじろぎ、うなずくしかない。

「で、今日は綾斗くんがこっちに来てくれたわけで……これはもう、両家公認の仲ってことよね」

　ぽんと手を合わせ、琴葉が名案を思いついたとばかりにそう言った。

「そうだ、いっそもうこのまま婚約でもしちゃおっか。私は問題ないし、きっと誠せいちゃんも反対しないだろうし……」

「こここ、こんにゃく!?」

　次々と畳み掛ける琴葉に、目をぐるぐるさせる綺凛。

　心なしか呂ろ律れつも怪しい。

「綺凛は奥手なんだから、まごまごしてると他の誰かに獲とられちゃうわよ？　ほら、綾斗くんはこんなに……って、あら？」

　しかし琴葉はふいに口を噤つぐむと、顔を寄せてまじまじと綾斗を見つめてくる。

「な、なんですか？」

「いえ……ふふっ、よく見たらなんとなく私の知ってる人に似てるなって思ったから。……うん、やっぱり目元とか雰囲気とかそっくりね」

　琴葉はそう言ってにへらと笑ったが、その瞳にはどこか寂しそうな色が滲にじんでいた。

「知ってる人、というのは……？」

「ん？　私のお友達よ。……随分前に亡くなっちゃったけどね」

「あ……すみません」

　綾斗が謝ると、琴葉は「いいのいいの」と手を振ってみせる。

「私が学生の頃の話だもの。でも、その人も《星脈世代ジエネステラ》でね、すごく強かったのよ。確か……ほら、なんだっけ、綺き凛りんも出てた二人で闘うあれよ、あれ」

「……《鳳凰星武祭フエニクス》？」

　ようやく落ち着いてきた──それでもまだ頰ほおは赤らんでいたが──綺凛がそう言うと、琴こと葉ははぶんぶんと子どものように首を振る。

「それそれ！　その《鳳凰星武祭》で優勝もしちゃったくらいなんだから。しかも全試合圧勝で」

　それは確かに相当に強かったのだろう。

　綾あや斗とが言うのもなんだが、《星武祭フエスタ》を制するのは並大抵の実力では不可能だ。

「ちなみに、その人の名前は……」

「──朱あか莉り。八や薙ち草ぐさ朱莉よ」

　遠い憧しよう憬けいを含んだ声で、琴葉が答える。

　生あい憎にくと知らない名だったが、どこか心に残る響きがあった。

「八薙草って……もしかして？」

「そう、あの八薙草家」

「綺凛ちゃん、知ってるの？」

　綺凛が意外そうに言うのでそう訊たずねると、すぐにこくんとうなずいた。

「はい、母の実家と付き合いがある家で、一族の方々とはわたしも何度かお会いしたことがあります。ただ……」

　そこで綺凛の表情が微妙に曇る。

「ああ、綺凛はあんまりいい印象はないわよね。旧家だからっていうのもあるんだろうけど、あそこの人たちは《星脈世代ジエネステラ》に対してなにかと当たりが強いから」

《星脈世代》に対する偏見は、未いまだに根強い。

　中でも日本は特にそれが顕著な地域の一つだ。

「朱莉は繊細で優しくて、同性の私でもはっとしちゃうくらい綺き麗れいで……それはもう、素敵な人だったの。だからやっぱり血筋なのかしらね、綺凛も似たような人に惹ひかれるなんて」

「だ、だからお母さん！　その話はもう……！」

　再び話が元に戻り、綺凛が琴葉をこの場から引き離そうとぐいぐい押していく。

　──と。

「ここにいたか、綺凛」

　廊下を軋きしませる足音と共に、背後から低い──聞き覚えのある声が響いた。

「あなたは……！」

「天あま霧ぎり綾斗？　なぜおまえがここに……」

　そこに立っていたのは、がっしりした体格をスーツに包んだ壮年の男性……綺凛の伯父である刀とう藤どう鋼こう一いち郎ろうだった。

「お、伯父様！　ご無ぶ沙さ汰たしています！」

　慌てて綺き凛りんがぺこりと頭を下げる。

「あら、鋼こうちゃん。お帰りなさい」

「鋼ちゃ……こほん！　綺凛、少し話がある。来い」

　鋼一郎はいかにも気安い琴こと葉はの呼びかけに面めん食くらった顔をしたが、すぐに咳せき払ばらいをして気を取り直すと、綺凛に向かってそう言った。

「あ、はい！」

　綺凛は綾あや斗とに目礼すると、鋼一郎の下へと駆け寄る。

「……」

　綾斗は無言でそんな綺凛を見ていたが、それを察したのか鋼一郎が短く言った。

「そう心配するな。今更なにもせん」

「え……？」

　以前よりも落ち着いた、どこか険が取れたような声。

　連れ立って去っていく鋼一郎と綺凛を見ながら、琴葉がやはり笑え顔がおのまま言った。

「うふふ、鋼ちゃんもなんだか昔に戻ったみたいね」

　　　　　　　　＊

　奥の間で綺凛と向かい合って座った鋼一郎は、門下生が運んできた茶を一口すすると、険しい顔のまま言った。

「今日からこの宗家へ戻ることになった」

「えっ……？」

　思いがけない言葉に、綺凛は目を見開く。

　鋼一郎は刀藤流宗家を誠せい二じ郎ろうが継ぐことに決まった際にこの家を出て行って、以来縁を切っていたはずだ。鋼一郎自身になにか心境の変化があったのかもしれないが、戻るといってもそう簡単にはいかない。一度縁を切った以上、再度その敷居をまたぐには相応の条件と手続きが必要だ。

「叔母上から直々に呼び戻されたのだ。本部の運営サポートと海外支部の取りまとめなどをまかされることになった」

「大叔母様が……」

　現宗家代理の鶴の一声、というわけか。

「ですが、銀ぎん河がのお仕事は？」

「すでに退職した。引継ぎにかなり時間がかかってしまったがな」

「ええっ!?」

　銀ぎん河が本部の社員となれば、今の世界では並ぶ者のない超トップクラスのエリートだ。競争で追い落とされたならばともかく、自らそこを去るというのはまずありえない。

「それはもしや……わたしのせい、でしょうか？」

　かつて鋼こう一いち郎ろうは出世の道具として綺き凛りんを利用していたが、それはある意味で綺凛にとっても利があってのことだ。鋼一郎の元を離れたことを後悔はしていないし、そうでなければこうして《星武祭フエスタ》を制することもできなかっただろうとは思うが、義理を欠いたという自覚は今もある。

「自惚うぬぼれるな。おまえと私の進退に関係なぞあるものか」

　が、鋼一郎はそんな綺凛をそう一喝した。

「……単に自らの分を知り、それを弁わきまえただけのことだ」

　そう言うと、鋼一郎はもう一度茶を口に運ぶ。

「それよりも、だ。《獅鷲星武祭グリプス》の準決勝、見ていたぞ。なんだ、あの無様な試合運びは」

「ご、ごめんなさいです……」

《獅鷲星武祭》の準決勝、勝利を決めたのは確かに綺凛だったが、次の決勝戦に出場できないほどの怪け我がを負ってしまったのもまた事実だ。ましてや相手取った武ウー暁彗シヤオフエイの力はあらゆる点で綺凛を凌りよう駕がしており、最後の最後──そのたった一撃以外に綺凛がそれを上回ったことはなかった。

「おまけに千せん羽ば切きりまで折ってしまいおって……」

「あぅ……」

　これに関しても、返す言葉がなかった。

　千羽切は刀とう藤どう家に伝わる業わざ物もので、とても金銭には換えられない価値を持っていた。それを失ってしまったのは明らかに綺凛の責任だ。

「まったく、だからおまえは子どもだというのだ。あのような身みの危険を顧かえりみない闘い方をしていると先はないぞ」

　鋼一郎はむっつりとした顔でそう言いながら、背後の壁に立て掛けてあった大きな桐箱をどんと綺凛の前に置いた。

「叔父様……これは？」

「……」

　綺凛が訊たずねても、鋼一郎は目を瞑つぶったまま答えない。

　仕方なく紐を解いて桐箱を開けると──

「っ！　まさか……！」

「用よう恵けい国くに包かねの雛ひいな丸まるだ」

　桐箱に収められていたのは一振りの日本刀だった。鎬しのぎは高く柾まさ目め肌はだ、地じ金がねは怖おぞ気けが走るほどに艶つやがあり、匂におい口ぐちの完かん璧ぺきな美しさには言葉も出てこない。

「くれてやる。使え」

　鋼こう一いち郎ろうは事も無げに言った。

「で、ですが、これは！」

　刀とう藤どう流宗家に伝わる最上大おお業わざ物もの──先代の宗家が誠せい二じ郎ろうを跡目に指名した際、その代わりに長兄である鋼一郎にはこの刀を与えたのだという。そして鋼一郎はこの刀を持って、家を出た。

「今やおまえは我々刀藤流の看板だ。そこらの刀をぶら下げておくわけにもいかないだろう」

　鋼一郎にはこの刀を残していくことも、あるいは売ってしまうこともできただろう。それをせずに、ずっと手元に置いていた。

　そしてそれを綺き凛りんに渡すという。

　そこに込められた意味に、綺凛は目の奥が熱くなるのを感じた。

「……ありがとう、ございます」

　搾り出すようにそれだけ言うと、鋼一郎はばつが悪そうに目線を逸そらして鼻を鳴らす。

「ふん、ようやく親父おやじ殿の憐れん憫びんから解放されたわ。清々する」
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　そのぶっきら棒ぼうな言葉が、綺き凛りんには心から嬉うれしく思えた。

　　　　　　　　＊

　綾あや斗とに与えられた客間は、天あま霧ぎり家のそれとは比べ物にならない広さだった。

　正直に言って、あまり落ち着かない。

「それにしても去年はユリスの家……というか宮殿で年を越して、今年は綺凛ちゃんの家か……」

　年が改まること自体にはさほどの感慨もないが、それでもやはり妙な感じはする。

　たとえば、来年はどうなるだろうか。あるいは再来年は？　その次の年は？

　──そこに遥はるかの姿はあるのだろうか。

　そう考えた時、携帯端末が着信を告げた。相手の名前は表示されていない。

　だが、空間ウィンドウを開く前に直感する。

　そして世の中、嫌な予感ほど的中するものだ。

『きしししし！　どうもどうも、天霧綾斗。およそ一年振りといったところですか』

　衣きぬ擦ずれのような独特の笑い方に、三白眼と大きな眼鏡めがね。

　案の定、予想通りの人物がそこに映し出される。

「……一体なんの用かな、《大博士マグナム・オーパス》」

『なに、遅ればせながらお祝いの言葉を送りたいと思いましてね。《獅鷲星武祭グリプス》の優勝、おめでとうございます』

　そう言って、にんまりと目を細めるヒルダ。

『いや、さすがあたしが見込んだだけはあります。実にお見事、実に喜ばしい！　《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭》を連続で制した英雄とお近づきになれて恐きよう悦えつ至し極ごくですよ。……ところで、優勝の願いはどうされました？』

「なるほど、その催促ってわけか」

『いえいえいえ。催促などと、とんでもない。ただ、そろそろお気持ちが変わった頃合かなと思いまして』

　こちらの心を見透かしたように、ヒルダの口元が歪ゆがむ。

『すでにあのいけすかない運営委員長殿から聞いているのでしょう？　お姉さんを目覚めさせることができるのは、あたしだけです。さあ、あたしの手を取り、あたしを戒いましめるこの縛ばく鎖さを断ち切ってください』

「……選択肢はあなただけじゃない。コルベル先生にも、それは可能だと」

『きしししし！　強がりはおよしなさい。まあ、あなたが何十年も待てるというのなら構いませんが、あたしの予想ではそれより先にコルベル先生のほうが天寿を全まつとうされると思いますよ』

　やはり、ヒルダはすべてわかっている。おそらくは綾あや斗との葛かつ藤とうも。

『その点、あたしなら明日にでも──というのはさすがに言いすぎですが、すぐにでもお姉さんを目覚めさせてあげることができます。なにを迷う必要がありますか』

「それなら、俺が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》であの鎖を断ち斬きって……！」

『おやおや、それがいかに危険なことかは、あなたが身みをもって知っているでしょう？　第一それができるなら、なぜ今まで試してみなかったのです。力ずくで封印を破壊した場合、どのような反動が対象を襲うことになるのか……あなたの場合はあくまで力を封じただけでしたが、命そのものを封じているお姉さんにそれをやってみますか？　あたしとしても興味はありますし、止めはしませんよ？』

「……」

　綾斗は奥歯を嚙かみ締しめ、返す言葉を捜す。

　……が、見つからない。

『まあ、あなたがダメとあらばあたしも別の方法を探すまでです。ですが、あなたのほうはどうでしょう？』

「……近いうちに、答えは出すよ」

　綾斗がかろうじてそう答えると、ヒルダは空間ウィンドウの向こうで嬉うれしそうに手を叩たたいた。

『素晴らしい！　ぜひとも賢明なご判断をお待ちしていますよ、天あま霧ぎり綾斗。あたしとあなた自身、そしてあなたのお姉さんのためにもね。きしししし！』

　ヒルダがわざとらしく大おお仰ぎように一礼すると同時に、空間ウィンドウが消える。

　残された綾斗は溜ため息いきさえ出せずに座り込むと、がくりと項垂うなだれた。

　ヒルダは綾斗の気持ちも、状況も、すべてを見通している。その上で、確信しているのだろう。

　──綾斗が自分を選ぶと。

　実際、綾斗の気持ちがどちらに傾いているかと言えば……。

「綾斗くん、ちょっといい？」

　すると襖ふすまの向こうから、琴こと葉はの声。

「あ、はい。どうぞ」

　きっちり作法通りに段階を踏んで開けられた襖の向こうから、ひょこんと琴葉が顔を出した。

　が、綾斗を見た途端その首が傾かしげられる。

「あら……綾斗くん、なんだか元気がないみたい」

「え？　いえ、そんなことは……」

　存外に鋭い。

「うふふ、でもちょうどよかった。綾あや斗とくん、お風呂まだでしょう？」

「はぁ」

「これ、着替えとタオルを用意したからゆっくり浸つかってらっしゃい。元気がない時はお風呂が一番！」

　そう言って、琴こと葉ははずいっとそれらを差し出してくる。

「うちはね、離れに大浴場があるの。ほら、門下生の子たちが多いから。でも今の時間は私たちの家族しか使わないし、気兼ねしなくて大丈夫。しかもなんと温泉を引いてるのよ、温泉！」

　なるほど、それはすごい。

　確かに汗は流したいし、いい気分転換にもなるだろう。

「それじゃ、お言葉に甘えて……」

「はい、どうぞごゆっくり」

　着替えとタオルを受け取り、琴葉に言われた通りの道を進んで大浴場へ向かう。

　すでに時間は十一時を回っている。

　もう少ししたら新年だ。

「ああ、ここかな」

　母屋から渡り廊下を抜けた先に、それらしき場所を見つけた。反対側は道場やその先の長屋へと続いているらしい。

　引き戸を開けると、中は想像以上に広い。まず脱衣所からして、綾斗の部へ屋やよりも大きそうだ。ちょっとした旅館の大浴場くらいはあるだろうか。

　住み込みの門下生がどれだけいるのかは知らないが、この規模からすると常時数十人はいるのだろう。

　服を脱ぎ、浴室の扉を開く。

「これはまた……」

　二十人くらいは同時に入れるだろう浴槽は檜ひのきだろうか。

　洗い場も広く、もはや本当に温泉旅館のようだ。しかも、どうやら奥には露天風呂もあるらしい。

　とりあえずかけ湯をし、軽く身体を洗ってから湯に浸かる。

　琴葉は温泉と言っていたが、無色透明で臭においもない。それでも湯の感触は柔らかく、凝り固まっていた身体がほぐれていくのを感じた。自分で思っていた以上に、疲労が溜たまっていたようだ。

　もっとも、その大半は精神的なものだろうが。

　しばらく温まってから、せっかくなので露天風呂に入ってみようと外へ出る。

「っ、さすがに寒いな……」

　途端に真冬の冷気が肌を刺した。

　露天風呂は野や趣しゆあふれる岩風呂になっていて、内風呂よりもさらに広い。中央に巨大な岩が鎮ちん座ざしており、綾あや斗とはそこにもたれながら深い息を吐いた。内風呂よりも湯の温度は若干低めで、これなら多少長湯をしても大丈夫だろう。

　見上げればいつの間か雲は去り、満天の星が綾斗を見下ろしている。

　その輝きを眺めていると、姉や《大博士マグナム・オーパス》、正まさ嗣つぐや母のことが脳裏を過よぎったが、綾斗はあえてそれらを頭の隅へと追いやった。

　今はただ、ゆっくりと心と身体を休めよう。

　が、そうすると今度は次第にうとうとと眠気が襲ってきた。

　これはまずいと思いながらも、あまりの心地よさについそのまま舟を漕ぎ始めたその時──内うち湯ゆのほうから扉を開く音が聞こえ、綾斗ははっと顔を上げる。

　どうやら誰かがやってきたらしい。

　ちゃぽんという小さな音と、湯の表面に走る波紋。

　その先にいたのは──

「き、綺き凛りんちゃん……？」

「え……？」

　星明りに真白い裸身を艶なまめかしく煌きらめかせ、一糸まとわぬどころかタオルさえも持っていない綺凛の姿がそこにあった。


第七章　踏み込んだ、その先

「綺き凛りん、こっちはもういいから」

「え？　でも……」

　綺凛が台所で明日の──つまり新年の準備を手伝っていると、どこからか戻ってきた琴こと葉はがそう言った。

「それより、私はさっきの話の続きが聞きたいな」

「さっきのって……」

　なんのことかわからずにいた綺凛だったが、琴葉の笑みを見てすぐに思い当たる。他でもない、綾あや斗とのことだろう。

「そ、そうだよ、お母さん！　なにを勝手に、こ、こここ婚約だとか──」

「うふふ、いいからいいから」

　再び顔を真まっ赤かにして抗議しようとした綺凛は、しかし琴葉に肩を抱かれて部へ屋やの隅へと強引に連れて行かれる。

「で、綺凛はどれくらい本気なの？」

「ふぇっ!?」

　耳元でそう囁ささやかれ、思わず綺き凛りんは硬直した。

「そ、それはその……」

「一目見れば綺凛が綾あや斗とくんのことを好きなのはわかるわ。うちに連れてきたのも、そういうことなんでしょ？」

「ち、違っ！　それはただ……！」

「ただ？」

　またこれだ。

　琴こと葉はと話していると、いつもそのペースに巻き込まれてしまう。

　もっとも、綺凛としてもそれが嫌というわけではない。琴葉は胸にしまい込んでいる素直な気持ちを引き出してくれる。引っ込み思案で、臆おく病びような綺凛の──ともすれば自分でも形にできていない気持ちを。

「わたしはただ……綾斗先輩の力になりたかっただけで」

「どういう風に？」

　琴葉が優しく綺凛の髪を撫なでる。

「綾斗先輩と、先輩のお父さんは、なんだかあんまり上う手まくいってないみたいで……二人とも家族のことを思っているのは同じなのに……このままじゃ、きっとよくないって思ったから……」

「うん」

「でも、わたしは部外者だから、踏み込めなくて……だけど、どうしてもなんとかしなくちゃって……」

「そっか……じゃあ、どうして綺凛は綾斗くんの力になりたいって思ったの？　仲間だから？」

　その問いかけに、綺凛自身が驚くほど自然に口が動いていた。

「──大切な人だから」

　もちろん、一緒に闘ってきた仲間だということもある。

　綺凛を助け出し、道を示してくれた恩人でもあり、尊敬すべき剣士でもある。

　ただ──それ以上に、綺凛にとって綾斗は特別な人なのだ。

「うふふ、よかった。それが聞きたかったの」

　琴葉はそう言ってにこりと微笑ほほえむと、綺凛の目をまっすぐに見つめて言った。

「じゃあ、やっぱりさっき私が言ったことは正しかったわけね」

「え？」

　綺凛が目をぱちくりさせるのを見て、琴葉はゆっくりと続ける。

「あなたがそんな風に言える人なんて、そうそう出てくるものじゃないもの。でしょ？」

「……」

　その言葉に、綺き凛りんはすぐには答えられなかった。

「もちろん最後はあなた自身の気持ちだけど……後悔はしないようにね。大丈夫、あなたはあなたの闘い方をすればいいの。あなたはこんなにも可愛かわいくて魅力的なんだから、負けるはずないわ」

　琴こと葉ははそう言って、再び綺凛の肩を摑つかむとくるりとその身体を回転させ、廊下へ向かってぐいっと背中を押す。

「それじゃ、お話は終わり。さあ、お風呂に入っていらっしゃい」

　　　　　　　　＊

「はぁ……まったくお母さんってば」

　結局、琴葉に言われるがまま大浴場へやってきた綺凛は、そんな風にぼやきながら服を脱ぐ。

　だが、おかげで気持ちの整理がついたのも確かだった。

　自分の想おもいと、その理由。

　それと改めて向き合いながら、浴室へ向かう。

　まずはいつも通り頭から水を浴びると、その冷たさに心にこびりついた余分なものが洗い落とされるような気がして清すが々すがしい。

　星せい導どう館かん学園女子寮の大浴場はさすがにここよりもずっと広いが、独り占めできる機会はまずない。内うち湯ゆに浸つかって足を伸ばすと、ようやく実家に帰ってきたのだという実感が湧わいた。

　いろいろとあったので、気が張っていたのだろう。

「そうだ、久しぶりに露天にも行ってみようかな……」

　普段は内湯だけであまり露天風呂に入ることはないのだが、今日はそんな気分だった。

　扉を開いて外へ出て、身みを切る寒さにさえ懐かしさを覚えながらそっと岩風呂に足をつける。

　その時だ。

「き、綺凛ちゃん……？」

「え……？」

　その声に視線を上げると、そこにはぽかんとした顔の綾あや斗とがいた。

　中央にある岩の陰になっていた上に、この露天風呂はほとんど灯あかりがない。この距離まで気が付かなかったのも無理はないのだが。

「……」

　お互いに思考停止したのか、無言のまま硬直することしばし。

　綾あや斗とは綺き凛りんの裸身を、綺凛は綺凛で綾斗の引き締しまった身体をまじまじと見つめた、その後。

「──────────っ！」

「ご、ごめん！」

　綺凛が口元を押さえ、声にならない悲鳴を上げつつしゃがみこむのと、慌てた様子で綾斗が背中を向けるのとは、ほぼ同時だった。

「あ、あの、本当にごめん、綺凛ちゃん！　俺は……」

「い、いえ……！」

　口まで湯に沈めつつ、身体を丸める。

　とにかくかろうじて声を抑えることができたのは幸いだった。

　もしここで悲鳴を上げてしまって誰かが駆けつけてきたら、綺凛はともかく綾斗は大変なことに──

（あ……！）

　と、そこまで考えて思い至る。

「そ、それより、その、もしかして綾斗先輩、お母さんになにか言われたりしませんでしたか？」

「あ、ああ、うん……今の時間なら家族しか使わないから、お風呂をどうぞって」

　やっぱりか。

　綺凛はがくりと項垂うなだれながら、母を恨うらんだ。明らかに計画的な犯行だ。

　綺凛のことを思ってくれたのかもしれないが、いくらなんでもこれはやりすぎだろう。

「ご、ごめんなさいです、先輩。たぶんこれ……お母さんの仕し業わざです」

「な……っ」

　さすがに綾斗も絶句したようだ。

　綺凛はもう恥じ入るしかない。

「なるほど……でも、だったらとりあえず俺は上がったほうがいいよね」

　綾斗の声はまだ多少上うわ擦ずっていたものの、いつものトーンを取り戻している。

「そ、そう、ですね……」

　綺凛は顔を上げることもなく、掠かすれた声でそう返した。

　当然だ。このままここで一緒に過ごすなど、できるはずもない。

　──それなのに。

　ざばりと水音がして、湯気の向こうで人影が立ち上がる。

　綺凛に気をつかってくれているのだろう、岩の向こう側を通って綾斗が露天風呂から上がろうとした、その直前。

「あ、あの、綾斗先輩！」

　自分でも信じられないほど自然に身体が動き、綺き凛りんの手は綾あや斗とを引き止めるようにその腕を摑つかんでいた。

「えっ……？」

　愕がく然ぜんとした表情で綺凛を見た綾斗は、またすぐに急いだ様子で首を逸そらし、左手で目を覆う。

「ちょ、ちょっと綺凛ちゃん……！」

「あ……っ！　い、いえ、これは……！」

　綺凛は自身の行動にうろたえつつも、同時に伸ばした右手を離すことができないでいた。恥ずかしくて死にそうで、今にも逃げ出したいくらいだが──どこかでわかっているのだろう。

　それが綺凛自身の本当の気持ちなのだと。

「……あの、綾斗先輩」

　心臓が破裂してしまいそうで、綾斗の顔はまともに見られない。目を伏せたまま体をよじり、握った指に力を込める。

「も、もう少し、だけ……いいですか？」

「いや、だけど──」

　綾斗はそこまで言いかけて、なにかに気付いたように口を噤つぐんだ。

　そして小さく息を吐く音が聞こえたかと思うと、縁石に足をかけていたその身体が、ゆっくりと戻る。

「はぁ……わかったよ。それじゃ、せめてこれで」

　優しくそう言う声と同時に、背中に温かく大きなものが触れた。

　お互いに背中合わせ──それは奇くしくもまだ綾斗と綺凛が出会ったばかりの頃、アスタリスクの地下に閉じ込められた時と同じ形だ。

「……言っておくけど、俺も相当恥ずかしいんだからね？」

「あ、ありがとうございます……！」

　綺凛はあの時以上に縮こまりながら、か細い声でそう答える。

　綾斗は綺凛の求めに応こたえてくれた。

　ならば、次は綺凛の番だ。

　……と思いつつも、いざとなるとやはり言葉が出てこない。

　ただ徒いたずらに時間だけが過ぎ、ぐるぐると頭の中で様々な考えが巡る。なにから、どうやって切り出せばいいのか──散々考え抜いた末、綺凛の口をついたのは自分でも意外な言葉だった。

「わたしは──綾斗先輩の力になりたいのです」

　星空の下、湯気に白く煙けむった世界で、綺き凛りんのその声は静かに響いた。

「え……？」

　綾あや斗とにとってもそれは予想外だったのだろう。

　少し間をおいてから、答えが返ってくる。

「いや、綺凛ちゃんには十分助けてもらってるよ」

　一方で、それは綺凛にとって予想通りの答えだった。

　まっすぐで、落ち着いていて、飄ひよう々ひようとして、捉とらえどころがなく、でも底なしに優しくて、人のために闘える、綾斗らしい答えだったから。

「……違います」

　確かに綾斗は綺凛を頼ってくれている。綺凛だけではなく、ユリスや、紗さ夜やや、クローディアたち仲間を──おそらくはあの《鳳凰星武祭フエニクス》で、界龍ジエロンの双子と闘った時から（あの時、綾斗の隣に立っているのが自分であったらと思わなかったといえば噓うそになる）。

　でも、それはあくまで仲間だからだ。仲間だから助け合い、その力を頼る。それは普通に尊いことで、普通に当たり前のことだ。

　綺凛はその普通の先が欲しかった。

　たとえば、昨日きのう見たような──父親とぶつかったり、子どものように拗すねたり、弱気になったり、一人思い出の場所で感かん傷しように浸ひたるような、そんな綾斗も含めて支えたいのだ。

　それは家族ならば普通のことだろう。まさしく綺凛が、この家でそうされたように。

　けれど綾斗とならば、それは『特別』なことだ。

　綾斗だから『特別』なのだ。

　だからこそ。

「……綾斗先輩」

　綺凛はゆっくり振り返ると、綾斗の背中に抱きつくようにしてそっと腕を回した。

「きっ、綺凛ちゃん!?」

　さすがにこれには綾斗も仰天したらしく、押し付けた胸を通して心臓が激しく高鳴っているのを感じる。それがたまらなく嬉うれしい。

　無論、綺凛も頭が煮えてしまうほどに恥ずかしい。肌と肌が触れ合い、滲にじむ汗と汗が交じり合う。その感触を、綾斗の匂いを、なによりもその温ぬくもりを感じながら、綺凛はその腕に力を込める。

　綺凛が望む形で綾斗の力になろうと思うのであれば、きっと綾斗の『特別』にならないとダメだ。

　こういう時、いつも綺凛は自分を周りの人たちと比べてしまう。

　綺凛には、ユリスのように綾斗からパートナーとして剣を捧ささげられた強く深い結び付きはない。

　紗さ夜やのように共に過ごした年月から積み上げられた理解と共感もなければ、クローディアのように長い苦痛とひたすらの忍耐で磨かれた透き通るような純情もない。

　綺き凛りんは綾あや斗とと出会ってまだ二年足らずの、ただの後輩だ。

　だが──それがなんだというのか。

　綺凛はこれから先も、ずっと綾斗と寄り添っていきたい。

「──わたしは、綾斗先輩と家族になりたいのです」

　するりと口をついて出たその言葉は、しかし綺凛のストレートな気持ちだった。

「家族……？」

　綾斗が意外そうに繰り返す。

　そう、家族だ。この家に帰ってきて、鋼こう一いち郎ろうや代よ志し乃の、琴こと葉はや鋼一郎と話して、綺凛の中にあった気持ちが形になった。

　綾斗の背中に頰ほおを当て、そっと目を閉じる。

「そうすれば……綾斗先輩とお父さんの間を取り持ってあげられるし、お姉さんのことも一緒に悩んであげられて……」

『普通』であれば綾斗が踏み込むことを許してくれないところでも、家族ならばきっと寄り添える。

「道に迷った時は一緒に支えあって……綾斗先輩が泣きたい時は、その涙を拭ぬぐってあげて……」

「綺凛ちゃん……」

　綾斗の声は、ほんの僅わずかであるが震えているように聞こえた。

　もし、本当にそうであったのなら……少しでも自分の言葉が綾斗の心を揺さぶることができたのであれば、これ以上の喜びはない。

「だから……綾斗先輩……わたしを……」

　そう言いながら、綺凛は次第に頭が熱くぼんやりしてくるような感覚に襲われていた。

　腕から力が抜け、綾斗に背中に寄せた顔がゆっくりずり落ちていく。

「どうか、わたしを……お嫁さんに……」

　目を瞑つぶっているのに、くらくらと周囲がぐらついているのがわかる。

「ちょ、ちょっと綺凛ちゃん！　綺凛ちゃん！」

　そして、どこか分厚い膜の向こうから響いてくるような綾斗の声を聞きながら、綺凛の意識は深い闇へと飲み込まれた。

　　　　　　　　＊

「──明けましておめでとうございます」

　翌朝、朝食の席にはきっちりと和装を着こなした刀とう藤どう家の面々が揃そろっていた。

　鋼こう一いち郎ろうと誠せい二じ郎ろうは紋もん付つき袴はかま、代よ志し乃のと琴こと葉ははそれぞれ留とめ袖そでをまとい、かくいう客人である綾あや斗とも無地の紬つむぎに袴を借りている。

　そして豪ごう華か絢けん爛らんな御お節せち料理が並ぶ長座卓を挟んで綾斗の前に座る綺き凛りんは、華やかな振ふり袖そで姿だ。

　ただ、今け朝さ顔を合わせて以降、綺凛はずっと赤い顔で俯うつむいたまま綾斗と目線を合わせようとしない。

（まあ、無理もないか……）

　結局、昨日きのうはのぼせて倒れてしまった綺凛をタオルにくるんで抱きかかえ、おそらくは唯一事情を知っているだろう琴葉の下まで運ぶこととなった（移動中、他の誰かに見られたらお終しまいだったため、〝識しき〟の境地まで使ったのだ）。

　幸いにも当の琴葉はすぐに事情を察してくれたので事なきを得たが、綺凛としては気まずいことこの上ないだろう。

　綾斗としても昨日の綺凛の告白には答え辛づらいので、助かるといえば助かるのだが。

「遠慮なくやっとくれ、天あま霧ぎり綾斗」

　と、そこへ代志乃がやってきてそう言った。

「はい、ありがとうございます」

　綾斗は箸を置いて頭を下げる。

　この御節料理はほとんどがこの代志乃が拵こしらえたものだという。どれも美味おいししく、特になますは絶品だった。

「ところで、あんた今日はなにか予定はあるのかい？」

「予定ですか？　いえ、特には」

　素直にそう答えると、代志乃はにっこりと微笑ほほえむ。

「そうかいそうかい、そりゃよかった。だったら一つ、頼みがあるんだがね」

「……はい？」

　──当然ながら、刀藤流宗家の道場は天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうのそれよりも遥はるかに広い。

　その中央で、綾斗と代志乃は木刀を持って向かい合っていた。それもお互いに格好は和装のままだ。

　壁際には刀藤流門下生が数十人、こちらは道着姿でずらっと控えている。その中には、やはり正装のままの誠二郎と鋼一郎、綺凛の姿もあった。

「えーと……これは一体？」

「なぁに、刀藤流うちには年始ならでは恒例行事があってね。簡単に言えば、門下生たちの前で代表者が何人か、立ち会って見せるのさ」

　事情がさっぱりわからない綾あや斗とに、代よ志し乃のが木刀を担かつぎながらそう説明する。

「立ち会いって……それはまあ構いませんけど、この格好でですか？」

「この行事の元は、どこぞのお殿様に招かれた元日の宴えん席せきで、当時の宗家が不ふ埒らち者ものを晴れ着姿で退治したってところから始まってるんだ。以来、こうした格好が伝統になっていてね」

「はぁ、なるほど……」

　相当に動き辛づらいが、それでも袴はかまなだけ綾斗のほうがましだろう。

「心配してくれなくても、うちの着物は特注品だからそれなりには動けるようになってるのさ。──こんな風に、ね！」

「っ！」

　直後、綾斗の喉のど元もとに鋭い突つきが迫っていた。

　綾斗はとっさに身みをよじって回避するが、すかさず二の太た刀ち、三の太刀と続け様に追撃がくる。

　確かに、これほど動けるならば問題はないだろう。

「……もう一つ！　俺は、刀とう藤どう流じゃない、のですが、大丈夫なんです、か！」

　迫り来る木刀を受け止め、或あるいは払い除けつつ、綾斗が言う。

　代志乃の太刀筋は直線的で、一切の迷いがない。

　同じ流派なのだから当然それは綺き凛りんと似ているはずなのだが、綺凛の太刀が流れるような柔らかさなのに対して、代志乃のそれはもっと果か断だんであり、剛ごう直ちよくだ。

「気にしなさんな！　エキシビジョンのようなものさ！　それに《鳳凰星武祭フエニクス》と《獅鷲星武祭グリプス》を制した天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう、うちの連中も生で見たいだろうしね！」

「……そういうことなら！」

　どうやら綾斗も気兼ねは不要のようだ。

　代志乃は強い。同世代でここまでの力を持っているのは、綾斗が知る中では撫ぶ塵じん斎さいくらいのものだろう。

　綾斗が受け止めた上段からの一撃から、すかさず横薙なぎの二撃目、さらには踏み込んでの突きへ──

（〝連れん鶴づる〟……！）

　もし綾斗が初めてこの連続攻撃を体験したのだとしたら、また違ったかもしれない。

　しかし綾斗はすでに訓練を通して何度となく綺凛の〝連鶴〟を受けている。

　そして──代志乃のそれは、綺凛と比べるとほんの少しだけ技の繫つなぎ方に隙すきがあった。

「天霧辰明流剣術中伝──〝貳そえ鬼き蜂ばち〟！」

「なっ!?」

　その隙すきを突ついて綾あや斗とが繰り出した二段突きは、一撃目で代よ志し乃のの木刀を撥はね上げ、二撃目でその切っ先を胸先にぴたりと押し当てていた。無論、寸止めだ。

　その途端、ざわりとしたものが門下生たちギャラリーの間に広がる。

「まさか、宗家代理がああも簡単に……」

「あれが天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうか……」

「いや、流派の問題ではないな。もっと……」

　それらには多くの感情が入り混じっていたが、大半は驚きよう嘆たんと感心で占められている。

　大部分の門下生は綾斗よりも年上のようだったが、さすがは住み込みで剣を学ぼうというだけあって、この手に付き物の妬ねたみ嫉そねみの類たぐいがほとんど感じられない。

　こういってはなんだが、かつての天霧辰明流の門下生と比べると、精神面でもよく鍛えられているようだ。

　なによりも。

「いやはや、参った。さすがに大したもんだ」

　当の代志乃本人が、そう言ってなんの衒てらいもなく笑いながら右手を差し出してくる。

「いえ、たまたまです」

「謙けん遜そんはいいさ。百回やっても、あたしじゃ一本も取れないだろうよ。ま、獲物を換えれば多少は食らいつけるかもしれないが、それでも厳しいだろうね」

「獲物を……？」

「──大叔母様は、本来薙なぎ刀なた術を得手とする方ですから」

　綾斗の問いに答えたのは、門下生たちの中からすっと立ち上がった綺き凛りんだ。

「ほう、次はあんたがいくかい？」

「はい」

　綺凛が短く答え、代志乃と入れ替わるように前へ進み出る。華のように可憐な振ふり袖そで姿が、目にまぶしい。

「……あ、綾斗先輩」

　綺凛は一瞬視線を落とし、しかしすぐに意を決した瞳で真正面から綾斗を見た。

「この立ち合い、わたしが勝ったなら……昨晩の答えを聞かせていただいてもいいでしょうか？」

「……ああ、わかったよ、綺凛ちゃん」

　熟れ切った林りん檎ごのような顔で綺凛が紡ぎだしたその言葉に、綾斗もしっかりうなずいて応こたえる。

　ここで断るほど、綾斗も軟弱ではない。

「では……参ります！」

　まず最初に仕掛けてきたのは、綺凛。

　軽やかな踏み込みから、流りゆう麗れいな太た刀ち筋を描いての上段斬ぎりが綾あや斗とを襲う。

　綾斗は木刀を下段に構えながら右に避けるが、振り下ろされるはずの綺き凛りんの木刀は、そんな綾斗を追尾するように真横へと軌道を変えた。

「うわっ……！」

　間一髪で綾斗はその一撃を弾はじき上げ、距離を取る。

　その際、綺凛の瞳に紫し電でんが走っているのを綾斗は確かに見た。

「すごいね、これが千せん里り眼がんか……」

　綺凛が《獅鷲星武祭グリプス》で開眼した新たな境地。

　星辰力プラーナを介して相手の思考を視覚的に読み取るのだという。実際に体験するのは綾斗もこれが初めてだったが、感覚としては《パン＝ドラ》の未来予知を相手にした時と近いだろうか。

　対個人に限定されるとはいえ、こうして味わってみるととてつもなく厄介な力だ。幸いなのは、未来予知ほど絶対ではないという点か。思考と挙動は必ずしも一致するわけではないし、千里眼を使う側も相手の動きに対して──戦闘の最中、瞬時に──完全に対応するなど普通は不可能だ。

　……そう、普通は。

　問題なのは、それを使うのが刀とう藤どう綺凛だということだ。

　稀き代たいの剣才を誇り、たゆみない努力を積み重ね、真しん摯しな情熱と決意をただ剣の道に捧ささげてきた綺凛は、端的に言って普通ではない。

　実際、今のアスタリスクで綺凛を明確に上回る剣士はフェアクロフ兄妹きようだい以外に存在しないだろう。

　それも、綺凛と彼らの間には相当な年の差がある。年の差は、すなわち積み重ねることができた鍛錬の差だ。もし綺凛が彼らと同じ年齢になった時はどうなっているのか、綾斗には想像もつかない。

「でも……その力、本当に大丈夫なのかい？」

「ご心配なく。これでも多少の訓練は積んできましたし、定期的にコルベル先生にも診てもらっていますので。今のところ、長時間使い続けなければ支障はないそうです」

　ならば一ひと先まずは安心だろうか。

「それに……綾斗先輩相手に出し惜しみはしていられません！」

「それはお互い様かな……！」

　今度は綾斗と綺凛が同時に動いた。

　綾斗が繰り出した全力の突つきが、綺凛が同じような姿勢から放った突きと真っ向からぶつかり合う。木刀の切っ先同士が寸分違たがわずかち合い、弾かれる。

　わずかに大きく仰のけ反ぞったのは綺凛。

　だが、先に体勢を整え直したのもまた綺き凛りんだった。

　純粋な力と速度では綾あや斗とが大きく勝っているが、綺凛は綾斗よりもあらゆる動作が一歩速い。それは綺凛自身が磨いてきたものだ。

　地を這はうような綺凛の下段を背後に跳んで回避し、追撃を仕掛けてくる綺凛にカウンターを放つが、綺凛はギリギリのところでそれを搔かい潜くぐると大きく右手に回り込む。

「はぁあああ！」

「くっ！」

　袈け裟さ懸がけに斬きり下ろされた鋭い剣撃を受け流し、身体を回転させるようにして木刀を薙なぐ。……が、綺凛は首を屈かがめてそれを回避していた。綺凛の瞳から放たれる紫し電でんの残光が、鮮やかな軌跡だけを残して消える。

　正直、綾斗は舌を巻いていた。

　遥はるかの封印から開放された今の綾斗の総合力は、完全に綺凛を圧倒しているはずだ。

　純粋な剣技という点では確かにまだ一歩劣るものの、本来ならば強引にでも押し込めるだけの差がそこにはある。

　それを阻はばんでいるのが千せん里り眼がんなのは間違いないが、綾斗はもう一つの理由にも気が付いていた。

　綺凛は、綾斗を熟知しているのだ。

　その太た刀ち筋、動き、間合い、呼吸、足運び、小さな癖に至るまで、綾斗の闘い方をほぼすべて。

《鳳凰星武祭フエニクス》から始まり、《獅鷲星武祭グリプス》に至るまで綾斗と綺凛は数え切れないほどの鍛錬を一緒に積んできた。

　元より目のよかった綺凛は、その間に綾斗や天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの闘い方を学び取ってきたのだろう。ひょっとしたら、綾斗自身が気が付いていないパターンや癖までも理解しているかもしれない。

　──だが、それは綾斗も同じことだ。

　綺凛には遠く及ばないだろうが、綾斗もずっと綺凛の闘い方と刀とう藤どう流を見てきている。

（おそらく、そろそろ……）

　綾斗が心の中でそうつぶやくのと同時に、綺凛が一ひと際きわ強い打ち込みを見舞ってきた。

　綾斗がそれを真正面から受け止めると、息を付く間もなく二撃目が綾斗の首を狙ねらう。それを凌しのげば次は脇わき腹、さらに喉のど、右腕、再び喉──

「〝連れん鶴づる〟に入った……！」

　門下生の誰かが興奮を抑え切れずにそう叫ぶのが聞こえてきた。

　こう言ってはなんだが、さすがに綺凛の〝連鶴〟は代よ志し乃ののそれとは精度が違う。まるで抜け出す隙すきがない。

　しかも、この〝連れん鶴づる〟は今までのものとはまた一味違っていた。

「あんんたたち、よく見ておきな。これが〝連鶴〟の先にある光景だよ」

　その代よ志し乃のの言葉は、綾あや斗とが今一番痛感している。

　従来の〝連鶴〟を破やぶる方法は──それがどれだけ実現可能かは別として──いくつか存在する。圧倒的な膂りよ力りよくで強引に弾はじき返したり、或あるいは技量そのもので上回ることができれば〝連鶴〟を中断させることが可能だ。

　ところが、今は──

「おおおおおおおおっ！」

　綾斗は全力を込めて、綺き凛りんの上段斬ぎりを振り払った……はずだったが、するりとその力が受け流される。そして綺凛の手首が返ったかと思うと、その綾斗の木刀を滑るようにして迫ってきた。

　綾斗はとっさに腕を引き、身体をねじるようにして肘ひじ打ちを放つ。

　が、やはり綺凛はその一撃に会わせるようにして身みを引き、回避と同時に次の剣を繰り出してきた。

〝連鶴〟とは、その太た刀ち筋が鶴を折るかのように見えることから名付けられたのだという。もっとも繫つなぎ手と呼ばれるその技は、ようは連続攻撃の順序にすぎず、〝連鶴〟の肝きもは呼吸や間合い、目線といった細かな誘導で、相手の反撃を封じ一方的に押し込める状況創そう出しゆつにこそある。

　──しかし、今の綺凛が使う〝連鶴〟は、相手の行動をもその連続攻撃の手順に組み込んでいた。

　つまりどのような反撃や回避を試みようとも、綺凛は即座にそれに対応し、〝連鶴〟の一部としてしまうのだ。

「……〝連鶴・新あらた〟とでも呼ぶべきかね」

　畏い怖ふすら混じった声で、代志乃がつぶやく。

　それは千せん里り眼がんがあってこそとはいえ、どのような力量差をも覆くつがえす綺凛の絶対的な技だ。

　あの武ウー暁彗シヤオフエイが敗やぶれたのは偶然ではない──ただし仮に再戦するとなれば、彼は純粋な近接戦闘には持ち込まれないように立ち回るだろうが。

「綾斗先輩！　これで決めます！」

　綺凛がそう叫ぶと同時に、さらに綺凛の動きが加速する。

　かつての綾斗なら、ほとんど対応すらできなかっただろう。

　──とはいえ。

「そう簡単にはいかないかな……！」。

〝連鶴〟はその性質上、一撃必殺を繰り出す技ではない。

　あくまで少しずつ相手を削り取り、隙すきが生じるまで削り続けるのが〝連鶴〟だ。それは代よ志し乃の曰いわく〝連れん鶴づる・新あらた〟でも変わらない。
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　ならば……今の綾あや斗とは削り切られないだけの力があるはずだ。

　綺き凛りんの木刀が閃ひらめき、綾斗の木刀がそれを受け止め、受け流し、再び綺凛の木刀が綾斗を襲い、それを何度も何度も繰り返す。

　綾斗もすでに〝連鶴〟の繫つなぎ手は頭に入っている。今の下段から入り、突つきに転じてるのは〝拾餌えひろい〟だ。それから〝釣つり船ふね〟〝妙みよう妙みよう〟〝妹いも背せ山やま〟〝八やつ橋はし〟〝昔むかし男おとこ〟〝楽々波さざなみ〟〝迦か陵りよう頻びん〟〝芙ふ蓉よう〟〝熊谷くまがえ〟〝風かざ車ぐるま〟〝村むら雲くも〟〝呉くれ竹たけ〟〝夢ゆめの通かよひ路じ〟〝九く万まん里り〟〝布ぬの晒さらし〟〝四よツの袖そで〟〝つく羽ば根ね〟〝青せい海がい波は〟〝澤瀉おもだか〟〝比ひ翼よく〟〝瓢ひよう簞たん町まち〟〝鶺せき鴒れい〟〝三みつ巴どもえ〟〝雛ひな遊あそび〟〝鼎かなえ〟〝寄やどり木ぎ〟〝花はな橘たちばな〟〝蓬ほう萊らい〟〝花はな見み車ぐるま〟〝鳴なる子こ〟〝花はな菱びし〟〝百ひやつ鶴かく〟〝早さ乙女おとめ〟〝三みつが一いち〟〝蕣あさがお〟〝横よこ雲ぐも〟〝荘そう子じ〟〝巣す籠ごもり〟〝相あい生おい〟〝風ふう蘭らん〟〝葭よし原わら雀すずめ〟〝春はるの曙あけぼの〟〝龍りん膽どう車ぐるま〟〝蟻ありの塔とう〟〝野や干かん平べい〟〝杜かき若つばた〟〝瓜うりの蔓つる〟〝稲いな妻づま〟──

「四十九の繫ぎ手を、全部……!?」

「こんなの見たことがないぞ……！」

「いや、むしろこれを凌しのぎ切れるものか……？」

　攻防が長引くにつれ、門下生たちのどよめきも大きくなっていく。

　門下生たちの熱気と興奮が嫌でも伝わってくるが、集中した綾斗の意識は完全にそれを排除していた。

　今の綾斗はただ綺凛の動きにのみ集中している。その剣に応じ、自らの剣を返すことだけがすべてだった。

　傍はたからすると、それはある種の演武のようにも見えたかもしれない。

　言葉を発するまでもなく、綺凛も綾斗もお互いに通じ合っているのを感じていた。次の太た刀ちがどうくるのか、どう返せばいいのか、まるで手に取るようにわかる。また、それを外れることは即すなわち敗北することを意味していた。

　ただひたすらに木刀を打ち鳴らし、舞い散る汗に足を取られないようその運びを意識する。飛び込む際には足が床板を踏み抜かないよう加減しながらも、速度は落とさぬよう立ち回る。ぎりぎりまで引き付けた相手の切っ先を間一髪で見切り、腰と腕の動きから木刀の先にまで余すことなく力を伝える。どちらが、ではなく、どちらもが、すべての動きに全身全霊をかけていた。

　そんな鎬しのぎを削り合う時間が数十分は続いただろうか。

　いや、もしかしたらそれもあくまで綾斗の体感時間に過ぎず、もっと短かったのかもしれない。

〝連鶴〟においては受ける側も消耗するが、当然仕掛ける側もそれを免まぬがれない。綺凛はかつて半はん刻こく程度〝連鶴〟を持続させることができると言っていたが、千せん里り眼がんを使っている今の〝連鶴・新〟で同じことは無理だろう。

「くっ……！」

　その顔にも疲労の色が浮かび、大きなミスこそまだないものの、太た刀ち筋にちょっとした乱れが生じ始めていた。

　ただし、削られているのは綾あや斗とも同じだ。

　おそらく、勝負はどちらかが堪こらえ切れなくなった時に決まる。

　──そう覚悟してから、思おもいの外ほか早くその時は訪れた。

「っ！」

「しまっ……！」

　綺き凛りんの上段斬ぎりの軌道がわずかに狂い、綾斗の木刀に弾はじかれて空を切る。

　同時に綾斗も受け損ねたことにより、体勢を崩していた。

「はああああああああああああああああ！」

「てやあああああああああああああああ！」

　綺凛は身体を回転させつつ一度剣を引き戻してからそれを振り下ろし、綾斗は膝ひざをついた不完全な体勢から片手だけで突つきを放つ。

「──そこまで！」

　その刹せつ那な、代よ志し乃のの声が響き渡り、お互いの動きが同時に止まる。

　綺凛の切っ先は綾斗の眼前で、綾斗の切っ先は綺凛の喉のど元もとで。

　一時の静寂が訪れ、門下生たちが息を飲んで見守る中、綾斗と綺凛の口はやはり同時に、一言一句違たがわぬ言葉を発していた。

「……参りました」


第八章　決意

　──星せい導どう館かん学園女子寮。

「新年早々呼び出されたと思えば、これは一体なんの集まりだ」

　紗さ夜やの部へ屋やの扉を開けるなり、ユリスはその光景に愕がく然ぜんとした。

　部屋の中央にどんと置かれた炬こ燵たつに、どてらを着た紗夜がすっぽりと収まっている。

「ここは不ふ貞て寝ね会場」

　なぜだか妙に不機嫌そうな紗夜が、むくれた声でそう言った。

　それだけならまだいいとして。

「おまえまでなにをしているのだ、クローディア……」

「いえいえ、これが存外心地よくてですね」

　紗夜の反対側には同じようにどてらを着込んだクローディアが、炬燵の天板にぐったりと上半身を預けている。

「あの一件以来、おまえは本当に緩ゆるくなったな……」

「ここのところ少しシビアな案件が続いたもので、たまには力を抜かないと」

　クローディアはあくびをかみ殺しながら、そう言って緩い笑みを浮かべた。

「ところでユリス、その傷は？」

「あら、そう言えば生傷も多いようですが、身体のあちこちに残っているのは……火傷やけどの痕あとですか？」

「あ、ああ、これはまあ……なんだ、別段大したことはない。訓練の最中に、ちょっとな」

「能力をレジストできるあなたが、火傷を？」

　クローディアが不審そうな目でユリスをじっと見てくる。

　緩ゆるくなってはいても、その鋭さは変わっていないようだ。

「あー、では私もご相しよう伴ばんに預かるとしようか！　知識としては知っていたが、炬こ燵たつというものを体験するのは初めてだしな！」

　ごまかすようにそう言って、ユリスも炬燵へ足を入れる。

「ほう……！」

　なるほど、これは暖かい。

「そのままだと上半身が物足りないから、ユリスもこれを着るといい」

　紗さ夜やが寝転がったまま器用に衣装ケースを開けて新たなどてらを取り出した。

「う……いや、それを着るのか……？」

「不満？」

「不満と言うか、どうもその、いまいち見てくれがだな……」

「大丈夫ですよ、ユリス。案外慣れてしまうものです」

　クローディアがそう言ってころころと笑う。

「……いや、おまえは順応が早すぎだろう」

「郷に入っては郷に従え。ほらほら」

「む、むう……」

　ぐいぐいとどてらを押し付けてくる紗夜に逆らい切れず、仕方なくユリスもそのどてらに袖そでを通す。

「確かに暖かくはあるが……これはあまり私には似合わない気がするぞ」

「その点、紗夜は見事に着こなしていて羨ましいですね」

「えへん」

　やはり寝転がったまま、ない胸を張る紗夜。

「だが、それも当然。私はベストどてらニストとベスト炬燵ニストを同時受賞できるだけの逸材だと常々思っている」

「言ってる意味はよくわからんが、まあ似合っているのは確かだな……」

　紗夜とどてらと炬燵──三さん位み一いつ体たいの完かん璧ぺきなバランスがそこにあった。

「──さておき、そろそろなぜわざわざ我々を呼び出したのか聞かせてもらおうか」

　ユリスとクローディアを自室に呼び出したのは、他ならぬ紗夜だ。

　ルームメイトは帰省中とのことで部へ屋やが空いていたのは確かだろうが、よほどの急用かと思ってきてみればこれだ。一言言ってやりたくもなる。

「さっきも言ったように、みんなで不ふ貞て寝ねをしようという趣旨」

「だから、なぜ不貞寝なぞしなければならんのだ。私はこれでも暇ではない、本当に用件がそれだけなら帰らせてもらうぞ」

　ユリスがそう溜ため息いきを吐ついて炬こ燵たつを出ようとすると、それを止めるように紗さ夜やが言った。

「──綾あや斗とと綺き凛りんが帰省しているのは知ってる？」

「な、なんだ藪やぶから棒ぼうに。それは当然知っているが……」

「じゃあ、綺凛が一緒に綾斗の家へ行ったことは？」

「んなっ!?」

　その言葉にユリスの身体がぴしりと硬直した。

「しかもお泊りまで……！」

「なんだと!?」

　ぐぬぬといかにも悔しそうな顔で──それでもなお寝転んだままではあったが──紗夜が歯は軋ぎしりする。

「しかもしかも、その翌日には綾斗が綺凛の家へ行ったらしい。こっちもお泊りで。さっき言い訳のようなメールがきた」

「──っ！」

　声にならない声がユリスの口から漏れ出した。

　がくんと身体から力が抜ける。

「私も紗夜から聞いた時は驚きました。とはいえ、綺凛がそんな大胆なことをできるとは思えませんし、なにか事情があったのでしょうね」

　天板に頰ほおをつけたまま、クローディアがそう苦笑した。

「まったくこの前のシルヴィアといい、本当に前途多難です……」

「待て、《戦律の魔女シグルドリーヴア》がどうしたと？」

「聞き捨てならない」

　ぼそりと漏らしたクローディアに、ユリスと紗夜が反応する。

「いえいえ、我々は随分と激しい闘いに身みを投じたものだと思いまして」

　本音なのか、そう言うクローディアの声には憂いが満ちていた。

「な、なんのことだ？　私は別になにも……！」

　ユリスは苛いら立だちも露あらわにがばっと炬燵布団に潜り込む。

　不貞寝したいという紗夜の気持ちが今は嫌というほどわかったが、逆にそれがまた腹立たしい。

「きゃっ、ちょっとユリス。自分だけそんなに足を……」

「ユリスには奥ゆかしさが足りない。炬こ燵たつにおいては譲り合いの精神が基本」

「そう言いつつ、紗さ夜やこそ私の足を押してくるではないか……！」

「あらあら、はしたないですね」

「待てクローディア、おまえちゃっかり自分だけスペースを確保しているな」

「むう、抜け目のなさは相変わらず」

「さて、なんのことでしょう」

「って、こら紗夜！　足を持ち上げるな！　あつっ、熱いではないか！」

「ふふふ、さらにここで温度を上げるという合わせ技。ベスト炬燵ニストに逆らった愚かしさを嚙かみ締しめ……熱、熱っ」

「うふふ、この機に一いち網もう打だ尽じんといきましょうか」

「クローディア、おまえー！」

　ユリスたちはそんな風にしばらく戯れとも本気ともつかない闘いを天板の下で繰り広げていたが、結局誰が勝者となったわけでもなく、全員がいつの間にか安らかな寝息を立てていた。

　　　　　　　　＊

「ふぅ……」

　与えられた客間の縁側に腰を下ろし、綺き凛りんが淹いれてくれたお茶を飲むと、ようやく人ひと心地ごこちが付いた。

「お疲れ様でした、綾あや斗と先輩。大叔母様の無む茶ちやを聞いてくださり、ありがとうございます」

「いや、俺としてもいい経験になったし、むしろ感謝したいくらいだよ」

　隣に座った綺凛にそう言うと、綺凛はほっとしたように微笑ほほえんだ。

「そう言っていただけると助かります」

　真冬とはいえ今日は風もなくよく日が照っていて比較的暖かい。まだ立ち合いの熱が冷めやらぬ身体には暑いくらいだ。

「ですが……結局、綾斗先輩には勝てませんでした」

「あはは、それはお互い様だってば」

　結局、綾斗と綺凛の立ち合いは引き分けとなった。

　綾斗と綺凛、双方が負けを認めていたため、代よ志し乃のがそう判定したのだ。刀とう藤どう流と天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう、どちらの顔も立てた判定とも取れるが、実際本当に際どいタイミングだったのは間違いない。

「いえ、もし天霧先輩が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使っていたならば、あそこまで長引くことなく早々に決着が付いていたでしょう」

「それは……」

　言葉に詰まった綾あや斗とを見て、綺き凛りんは「いいのです」と小さく苦笑する。

　以前の綾斗であれば綺凛相手には大きすぎて持て余してしまった《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》も、速度の面で綺凛を凌りよう駕ができている今の綾斗には十分な戦力だ。

　これでサイズを最適化できれば言うことはないのだが、おそらくそれはまだ無理だろう。本来の力を取り戻したとはいえ、細かな星辰力プラーナの調整は生来綾斗が苦手とするところであり、遥はるかの封印とは関係ない。

《獅鷲星武祭グリプス》終了後に更新された『詩の蜜酒オドレリール』では、綾斗はオーフェリアとシルヴィアに次ぐ三位につけている。無論、それは《黒炉の魔剣》の力も含めた上での評価だが、アスタリスクにおいて綾斗に勝てる相手はもう相当に限られてきているということは事実だった。

「えへへ……やっぱり綾斗先輩はお強いです」

　綺凛はそう言って、どこか悔しそうに笑った。

「仕方ないので、昨晩の返事はまた今度にしてください。──今度、わたしが綾斗先輩に勝ってからに」

「綺凛ちゃん……」

　綺凛の想おもいは嬉うれしかったが、正直今の綾斗にはそれに応こたえられるだけの余裕がない。少なくとも、遥の一件が片付くまでは。

　もっとも、相手の好意に甘えてばかりもいられないだろう。

　紗さ夜やに対してもそうだが、このままずるずると答えを引き伸ばすわけにもいかない。

　すると。

「ただ──引き分けだったということは、少しくらいわたしにも踏み込む権利がありますよね」

「え？」

　綺凛はぼそりとそう言うと、きっと表情を引き締しめた。縁側からぶら下げていた足を戻して正座し、綾斗に向き直る。

「き、綺凛ちゃん？」

「綾斗先輩は、もっとお父さんとちゃんと話したほうがいいと思います」

　その言葉に、綾斗はびくんと身体を震わせた。

「それは……いや、でも、俺なりにはちゃんと向かい合って……」

「じゃあ、もっともっとがんばってください」

　途端にぴしゃりと返される。

　そして綺凛は膝ひざの上で揃そろえた拳こぶしをぎゅっと握り、大きく息を吸ってから綾斗の目を射抜くように見つめて言った。

「──わたしだってできたのですから、綾あや斗と先輩にだってできます！」

「っ！」

　それは実感を持って、綾斗の胸に響いた。

　綺き凛りんだからこその、真しん摯しで実直な、温かい言葉。

「……うん、そうだね。わかった、やってみるよ」

　綾斗が素直にそう答えることができたのは、そのせいだろう。

「でもなんだか、姉さんに叱られてるみたいだったな」

「そ、そうですか？　ごめんなさいです、わたしそんなつもりじゃ……」

　あわあわと両手を振って畏かしこまる綺凛。

　その様子はすっかりいつも通りだ。

「いや、謝ることはないよ。ただ、これじゃもうお兄さんぶって綺凛ちゃんを撫なでられないなって思ってさ」

「ええっ……！　そ、それは……嫌、です」

　耳の先まで赤く染めながら、目線を落として綺凛が言う。

「あはは、冗談だよ」

　それを見た綾斗が軽く笑っていつものように綺凛の頭を撫でようとしたところで、ふと手が止まった。自分でも不思議なくらいに、ぴたりと。

　なぜだろうか。

　今まで普通にできていたはずのことが、躊躇ためらわれてしまう。

「？　綾斗先輩？」

　きょとんと首を傾かしげる綺凛に、どくんと心臓が高鳴るのがわかった。

「あー、いや……」

　それでもなんとか意を決して、綺凛の頭をゆっくりと撫でる。

　これまでにないくらいに、ぎこちなく。

　綺凛もそれを感じ取ったのだろう、綾斗の顔をまじまじと見てから、くすくすと笑って言った。

「綾斗先輩……顔、真まっ赤かですよ？」

　　　　　　　　＊

　翌日、綾斗はもう一度実家へと向かった。

　綺凛はもうしばらく実家に残るそうで、それでも刀とう藤どう家を出る際には大きな声で「がんばってください！」とエールを送ってくれた。それだけで十分すぎるほどに心強い。

「……ただいま」

　予あらかじめ連絡は入れておいたため、居間に入ると正まさ嗣つぐが綾あや斗とを待っていた。

「……」

　相変わらず正嗣は無言のまま、綾斗を一いち瞥べつしただけだ。

　まあいい。綾斗も別段無駄話をしにきたわけではない。

　ちゃんと向き合うよう綺き凛りんから言われてきたとはいえ、当然だがいきなり会話が弾むようになるはずはないし、そのつもりなかった。

　綾斗なりにしっかりと向き合うということは、伝えるべきことを伝えて、聞くべきことを聞くというだけだ。

「決めたよ、父さん。姉さんをどうするのか──自分で考えて、決めた」

「……そうか」

「この考えを変えるつもりはない。でも、父さんはどうしたいのかだけ教えてくれないか。……父さんの本当の気持ちを」

　綾斗は湧わき上がる感情を押し殺しながら、淡々と言った。

「……」

　正嗣は腕組みをしたままなにも答えない。

　それでも綾斗はただじっと辛抱強く待った。

　やがて。

「……私は父親として、失格なのだろう。おまえにも遥はるかにも、今更私が父親としてなにかをしてやれるとは思えない」

　綾斗と同じように淡々とした口調で正嗣が言った。

　それは綾斗が望む種類の答えではなかったが、綾斗は瞳を逸そらすことなく正嗣をじっと見つめて待つ。

　無言の時間だけが流れ、宵よい闇やみが部へ屋やへ忍び込むようになってきた頃。

「ふぅ……」

　観念したように、正嗣が長く深い溜ため息いきを吐ついた。

「もしできるならば──今すぐにでも遥を抱き締しめたいと思っている」

　その言葉に、綾斗は大きく目を見開く。

　正嗣の表情はやはり厳しいままで、その口調からは些いささかの心の乱れも感じられなかったが、確かにそれが偽らざる思いなのだと理解できた。

「……わかった、ありがとう」

　綾斗は静かにそう言ってから立ち上がる。

　これで十分だ。少なくとも、今は。

　いつもは重く感じていたこの家の空気が心なしかほんの少し軽くなったような気がした。

　まるで長年閉め切っていた部屋の窓を開き、風を呼び込んだようだ。

「次は姉さんと二人で帰ってくるよ」

「……そうか」

　去り際にそれだけ言い残し、綾あや斗とは天あま霧ぎり家を出た。

　夕暮れの田舎道をバス亭に向かって歩きながら、携帯端末を取り出して残してあった番号をコールする。

　今になって思えば、先日はそのためにわざわざ向こうから連絡してきたのだろう。

　かつて彼女は言った。

　……いや、予言した。

『キミはいずれ必ずあたしの手を取る時がやってきます。そう、必ずね』

　確かにそうだ。まさしく予言は成就した。

　それは認めよう。

　だが──ただただ思い通りになどなってやるものか。

『きしししし！　お待ちしておりましたよ、天霧綾斗』

　空間ウィンドウが開き、《大博士マグナム・オーパス》ヒルダ・ジェーン・ローランズが独特の笑い声を上げながら両手を広げる。

『キミから連絡をくれたということは、そういうことだと思っていいのですよね？』

「……そうだ。あなたに、姉さんを目覚めさせてもらいたい」

　ヒルダの表情に歓かん喜きが広がり、悪魔のような鋭い歯がむき出しになった。

『素晴らしい……！　実に賢明な選択ですよ、天霧綾斗！　では、以前にあたしが提示した条件も了承していただけるということでいいのですよね？』

「ああ」

　これは獰どう猛もうな獣を野に放つとのと同じことだ。

　その鎖を解き放つ責任は、すべて綾斗が負う。その覚悟もできている。

　しかし、その前に──

「ただし、俺のほうからも条件がある」

『ほう？　一体なんでしょう？』

　ヒルダの眼鏡めがねの奥で、その三白眼が鋭く光った。

　まずはこの悪魔を押さえ付けるだけの条件を、綾斗が勝ち取らなければならない。

　綾斗は空間ウィンドウに映し出されたヒルダを睨にらみ付けながら、慎重に、注意深く交渉を始めた。

　　　　　　　　＊

　──アルルカント・アカデミー研究院、ヒルダのラボ。

「きししし！　さーて、これから忙しくなりますよー」

　空間ウィンドウを閉じたヒルダは、がらんとしたラボの中で一人楽しそうに笑う。

　ようやく天あま霧ぎり綾あや斗とが決断してくれた。これでヒルダも晴れて自由の身みとなり、再び自分の好きな研究と実験に明け暮れる日々が戻ってくる。

　まあ、多少厄介な条件が付いてくることになったが、それはどうとでもなるだろう。

　まずはチームに召集を掛けて万応素加速器マナコライダーの調整を急がなくてはならない。

「──随分と楽しそうだな、ヒルダ・ジェーン・ローランズ」

　その時、ふいに背後から無感情な声が響いた。

「……おや、どちら様で？」

　振り向いてみれば、部へ屋やの隅に見覚えのない女性が一人立っている。

　基本的にこのラボにヒルダ以外の人間が立ち入ることはない。同じ《超人派テノーリオ》のメンバーも大半は近付きもしないし、そもそもヒルダが立ち入りを許可することはありえないからだ。

　制服ではなく、校章もつけていないということは、学生でもないのだろう。

　が、そこでヒルダはその女性が妙に機械的で不気味な首飾りを下げているのに気が付き、ようやく思い出した。

「あー、なるほどなるほど。今はその身体をお使いなのですね。名前は確か……ヴァルダさん、でしたっけ？」

「いかにも、我はヴァルダ。《ヴァルダ＝ヴァオス》だ」

「うんうん。以前にお会いしたのは、確かあのへんてこなお名前の集まりが開いた会合でしたか。いやはや、あの頃はあたしも若かったですねえ」

　当時のヒルダはまだアルルカント中等部の学生だった。

　もっともすでに複数の研究所でいくつものチームを指揮し、あのエルネスタ・キューネと並んで落らく星せい工こう学がくの若き天才と呼ばれてはいたが。

「それで、ご用向きのほどは？　生あい憎にく、ちょうど忙しくなってきたところで、あまり無駄話をしている暇はないのですが……」

「個人的に、おまえに興味がある」

「ほう。純星煌式武装オーガルクスであるあなたが、このあたしに。ですが……あなた方は現在エルネスタ・キューネと組んでいるはずでは？」

　エルネスタが金きん枝し篇へん同盟と関係を持ったことはすでに耳に入っている。

　このところ学園を留守にしていることが多いのは、おそらくそれが原因だろう。

「あちらの計画とは関係ない。あちらはあちらで進めているが、マディアスのやり方は象徴的に過ぎて合理性に欠ける」

「ま、あの方ならばそうでしょうね」

　マディアス・メサとはそういう男だ。

「それにエルネスタ・キューネは人間の側に立つ者だ。我々とは違う」

「それもまあ、そうでしょうね」

　エルネスタ・キューネとはそういう女だ。

「つまり……人間風に言うならば、我はエクナートが進めていた以前の計画にまだ未練があるのだ」

　その言い方に、ヒルダは少なからず驚いた。

　以前のヴァルダはもっと機械的だったはずだが、随分と人間に染まってきたらしい。

「とはいえ、彼がいない今、あの計画は実現不可能でしょう？」

　かつてヒルダは金きん枝し篇へん同盟に力を貸していたことがあった。ほんの短い期間であるし、結果として物別れに終わってしまったが、当時の金枝篇同盟が進めていた計画はヒルダから見ても中々に面白いと思わせてくれたからだ。

　それも結局、頓とん挫ざしてしまったわけだが。

「おまえの見定めるところと我々の目標は近いはず。可能であれば……」

「生あい憎にくと、あの陰いん険けん狸だぬきがそちらにいる限り、あたしはあなた方に二度と協力するつもりはありませんよ」

　当然だ。ヒルダはオーフェリアを奪われた恨うらみを忘れていない。

「今まで通り、相互不干渉。それではいけないので？」

「……そのオーフェリア・ランドルーフェンのことだが」

　と、ヴァルダは唐突に話を変えた。

　もっともそれはヒルダもよくすることなので、特になんとも思わない。

「おまえがあれを二度と再現できなかったのには理由がある」

「ほう……！」

　一転して、俄が然ぜん興味が湧わく話だ。

「一つは素体の問題。オーフェリア・ランドルーフェンという個体は特別であって、相当に希少な存在だ」

「それはあたしも薄々感づいていました。実際、あそこまでの性能を発揮したのはあれ自身のポテンシャルがあったからでしょう。ただし、あれほどの成果は望めなくとも、あたしの理論によれば十分に再現は可能だったはず」

　だというのに、一度もそれができないとは。ヒルダの人生にとって、それは最大級の屈辱だった。

　が、そのヒルダの言葉にヴァルダは小さくうなずいてみせる。

「その通り。おまえの理論は間違っていない」

「ならば、なぜ？」

　するとヴァルダは懐から取り出したものを放ほうって寄越した。

「これは……マナダイトですか」

　純度こそ高そうだが、それ以外はなんの変哲もない、どこにでも転がっているようなマナダイトだ。

「おまえがオーフェリアを再現できなかった二つ目の理由は、単純に道具の問題だ」

「道具……？」

「そのマナダイトは、特一等級のベルティス隕石から削りだしたばかりのものだ。おまえたちには観測できないだろうが、マナダイトはこちらの世界に馴な染じめば馴染むほど劣化する」

「劣化、ですか。なるほど、面白い考え方ですね」

　少なくとも今までの落らく星せい工こう学がくのセオリーからすれば考えられないことだった。

「具体的には、なにが劣化すると？　人工マナダイトならまだしも、天然のそれは時間がたっても純度が変わることはありませんし……」

「純度ではない。記憶だ」

「……はい？」

　会話が飛びまくることにかけてはヒルダも相当なものだが、この純星煌式武装オーガルクスも負けてはいないようだ。

「記憶って、一体なんの？」

「あちらの世界の」

「──っ！」

　その瞬間、ヒルダの中でなにかが繫つながった。

「なるほど！　なるほどなるほど！　そういうことでしたか！　きしししし！」

「密度の高い隕石内部ではそれが保たれているが、切り出されることによって急激に薄まる。我々のように極めて高い純度を持っていれば別だが」

「いやはや、これはあなたに借りができてしまったようですね」

　ヒルダはこれでも義理堅い──つもりだ。

　あくまで自分なりには、だが。

　とにかくブレイクスルーに繫がるであろうインスピレーションをもらった以上、なにかしらの形で恩を返さなければ寝覚めが悪い。

「わかりました、もしなにかありましたらご一報ください。この件の分くらいは、力をお貸ししますよ」

「十分だ」

　ヴァルダはそう言うと、まるで影に溶けるようにして姿を消した。

　実際に消えたわけではなく、ヒルダの認識に干渉したのだろう。ヴァルダ自身、興味深い純星煌式武装オーガルクスであることは間違いないが、今はそれどころではない。

「きしししし！　しかし、これで実験の再開がますます楽しみになりました！　やるべきことはさっさと終わらせて、やりたいことだけに注力するとしましょうか……！」


エピローグ

　──星せい導どう館かん学園、生徒会長室。

「では綺き凛りん、どうぞご確認ください」

「は、はい！」

　クローディアから手渡されたケースを開き、中に収められていた発動体をぐっと握り締しめる。一度息を吸ってから展開させると、綺凛の手の中には鞘さやに収められた一振りの日本刀が現れた。

　鞘から抜いてみると、大きさは雛ひいな丸まるよりも若干長いだろうか。目測では二尺四寸五分といったところだろう。

　──日本刀型純星煌式武装《芙ふ堕だ落らく》。適合率検査の時にも感じたが、驚くほどにしっくり手に馴な染じむ。

「適合率は九十三パーセントでしたから、文句なしですね」

　結局、綺凛はこの純星煌式武装を使ってみることにした。

　それも一つの強さであり、若じやく輩はいである綺凛は可能性があるならばどんどんそれを試してみたほうがいいだろうと思ったからだ。

　それになによりも、この純星煌式武装オーガルクスの能力が綺き凛りんの肌に合った。

「では、せっかくなので試し斬ぎりでもしてみましょうか」

「え？　こ、ここでですか？」

「そこのソファなどどうでしょう。遠慮なくばっさりいってしまって結構ですよ」

　クローディアはにこにことそんなことを言うが、この部へ屋やの調度品はどれも一級品だ。果たして本当にいいのだろうか。

「大丈夫ですよ、《芙ふ堕だ落らく》の能力はもうご存ぞん知じでしょう？」

「は、はい。では、失礼して……」

　綺凛は仕方なく《芙堕落》を上段に構えると、ソファ目掛けて振り下ろした。

　──が。

　ぼよんというなんとも間の抜けた手て応ごたえと同時に、ソファに跳ね返されてしまう。

「……本当に斬れないのですね」

「ええ、まだあなたは使い手に選ばれたばかりで剣気が溜たまっていませんからね。今のままではただのなまくらです」

　この《芙堕落》の能力は「剣気の貯蔵」。鞘さやに収められている時間が長ければ長いほど、使い手の力を吸ってその威力と切れ味を増していくのだという。能力そのものに代償が含まれているため、他になにか負担があるわけでもない。

「計算上、蓄えられる剣気に限界はないそうですよ。もっとも一定以上になると使い手が制御できなくなるそうなので、まずはそのあたりを見極める必要がありそうですね」

「なるほど……」

「綺凛ほどの剣士であれば、一ヶ月もすれば四色の魔剣とも打ち合えるくらいになるようです。まあ、一度鞘から抜いてしまえばまた一から貯め直すことになりますが」

「わかりました。大切にします」

　綺凛は《芙堕落》を発動体に戻すと、右腰のホルダーに収めた。左には雛ひいな丸まる、右に《芙堕落》という形だ。

「ふふっ、これで綾あや斗との《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》とも互角に闘えますね」

「い、いえ、綾斗先輩に挑むのは、もう少し力をつけてからでないと……」

　先日はなんとか引き分けに持ち込めたが、総合力で綺凛が綾斗に劣っているのは明らかだ。今度綾斗と闘うならば、絶対に勝てるだけの力と自信をつけてからでないと意味がない。

「そういえば……その綾斗先輩たちは、そろそろ向こうに着いた頃でしょうか」

「ああ、確かにそんな頃合いですね」

　クローディアと綺凛は、揃そろって窓の向こうへ──その遥はるか彼方かなたへ思いを馳はせる。

「無事に成功してほしいものですね」

「……はい！」

　クローディアの言葉に、綺き凛りんは大きくうなずいた。

　　　　　　　　＊

　全長三十キロ弱という長大な円形の地下トンネル──それがジュネーブにある世界最大級の万応素加速器マナコライダーだ。

　──綾あや斗とがヒルダに遥はるかを目覚めさせるよう依頼してから一ヶ月。

　その実験施設に、綾斗はユリスと共に訪れていた。

「きししし！　お久しぶりですね、天あま霧ぎり綾斗！　お待ちしていましたよ！」

　飛行船から降りるなり、白衣姿のヒルダが綾斗たちを出迎える。

　雪が舞い散る真冬の欧州は凍えるような寒さだったが、ヒルダはまるでそんなことを感じさせないくらいに浮かれているようだ。

「おや、そちらは確か……？」

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトだ」

　静かな怒りを滲にじませた声でコート姿のユリスが名乗るが、ヒルダはただ不思議そうに首を捻ひねる。

「はぁ……それでなぜあなたがこちらに？」

「綾斗の付き添いだ。なにか問題でも？」

　ユリスの目つきは今にもヒルダを射殺しそうなほどだ。

「ふむ……ま、いいでしょう。ではこちらに」

　が、ヒルダは一向に気にする様子もなく、先に立って綾斗たちを先導する。ふらふらとしたその危なっかしい足取りは、一年前となんら変わっていない。

「あれが《大博士マグナム・オーパス》か。まったく、ふざけた女だ……！」

　ヒルダと距離を取って歩きながら、ユリスが吐き捨てるように言った。

「落ち着いて、ユリス。今日は……」

「ああ、わかっているとも。だが、やはりこうして目の前にすると、どうしてもな……。あいつが、オーフェリアを……！」

　血が滲にじむのではないかというほど強く唇を嚙かみ締しめるユリス。その気持ちを考えると綾斗も胸が痛い。

　綾斗がこの場にユリスを連れてきたのは、本人たっての強い希望からだ。

　かつて綾斗はユリスに対して《大博士》の力は借りないと宣言していた。それを翻ひるがえすことになってもユリスは仕方がないと容認してくれたが、もし可能であれば同行したいと言い出したのだ。

　どうしても「《大博士マグナム・オーパス》をこの目で見ておきたい」というのがその理由だった（マディアスに確認してみると、幸いにもすんなりと承認された）。

「しかし……あいつが本当に約束を守ると思うのか？」

「まあ、ここが統合企業財体の管理下にある以上、それは大丈夫だとは思うけど……」

　綾あや斗とはヒルダに科せられたペナルティを解除するにあたって、二つの条件を出した。

　二度とオーフェリアに起こったような悲劇が繰り返されないように。

　一つ目は、以後ヒルダがこの万応素加速器マナコライダーを含むレベル５の施設を使って実験を行う際には、すべての情報を公開すること。

　二つ目は、人体実験を行う際には被験者との完全な同意を得ること。

　本来ならば人体実験そのものを禁止したかったのだが、それはヒルダに拒否された。まあ、当然だろう。それこそがヒルダの目的なのだから。

　だから綾斗は、少なくともヒルダの行為を自分でチェックできるようにした。それが一つ目の条件だ。

　二つ目の条件は、それ単体ではあってなきの如ごとしだろう。被験者にされる人間は、おそらくどうしようもない状況の結果そうなるのだ。本人が望まなくとも、同意せざるを得ないようになっているのは容易に推測できる。それこそ、オーフェリアのように。

　だったら、綾斗が自分で見極めるしかない。

　一つ目の条件と二つ目の条件をつき合わせ、もし本当にヒルダが非道な行為に手を染めているとわかったならば──

「もし彼女が約束を違たがえるようなら……その時は、俺が自分の手でこの施設を破壊する」

　綾斗がきっぱりとそう言うと、ユリスはここへ来て初めて笑え顔がおを見せた。

「ふふっ、まったく馬鹿なことを考えたものだ。確かにおまえと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》があれば可能かもしれないが、それこそ立派な犯罪行為だぞ？」

「わ、わかってるよ。とにかく、それだけの覚悟があるってことを彼女にわかってもらえればそれでいいんだ」

　当然綾斗にはそんなことをする権利はないし、ユリスの言う通り重大な犯罪だ。この万応素加速器は天文学的な金額を費やして建設されたもので、ヒルダだけがここを使っているわけではない。

　だが、それが綾斗の考えた責任の取り方だった。

　どんなことをしてでも、二度とオーフェリアのような悲劇を繰り返させない。

「まあ、仕方あるまいな。その時は私も一緒に手伝ってやるとしよう。盛大に燃やし尽くしてやる」

　と、ユリスはそう言って綾斗の背中を叩たたくと、にやりと笑った。

「ユリス……」

　綾あや斗とはその言葉に素直に感謝しつつ、前々から気になっていたことを訊たずねてみる。

「ところで……どうしてここのところ、いつもそんなに傷だらけになってるんだい？」

　正月くらいからだろうか、ユリスはなにかと生傷や火傷やけどを作ることが多くなった。

　どれもそれほど大きな怪け我がではないし、《星脈世代ジエネステラ》は回復も早い。しばらくするうちに治ってはいくのだが、その頃にはまた新しい傷ができているのだ。

「っ！　これはその……まあ、特訓をしているからな」

「特訓って言っても、一体誰とどんな……」

「ああ、ほら綾斗！　早く行かないと置いていかれてしまうぞ！」

　ユリスははぐらかすようにそう言うと、歩く速度を上げて綾斗の前に行ってしまった。

　まあ、ユリスが言いたくないというのなら無理に聞き出すわけにもいかないだろう。

「さてさて、それではここから地下へ向かいますよ」

　ヒルダは大型のエレベーターに綾斗たちを招き入れると、手馴なれた様子で空間パネルを操作した。がこんと低い音を立ててエレベーターが動き始めると、ヒルダが嬉うれしそうに説明を始める。

「いやはや、これでも最速で準備を整えたつもりなのですが、随分とお待たせしてしまいまして申し訳ない。まあ、こういう実験というものは大抵準備に一番時間がかかるものでしてね。何十時間、何百時間という準備の果てに、ほんの数秒の実験が実るというものなのです」

　ヒルダはそう言いながら、空間ウィンドウを開いて見せた。

「さて、実験の内容を改めて説明しますと、加速させて高エネルギー状態にした万応素マナを、天あま霧ぎり遥はるかの接合パターンとリンクさせ、その能力を解除します。これはこの施設の簡単な地図ですが、こちらが入射口でこちらが照射口ですね。天霧遥はこの照射口の先に設置した特別な装置で……」

　それからヒルダはさらに説明を続けたが、さすがに専門的なことになると綾斗には理解が追いつかない。それはユリスも同様のようで、明らかにうんざりした顔をしていた。

　そうこうしているうちにエレベーターが停止し、重々しく扉が開く。

　無機質な通路の先の部へ屋やへ案内されると、そこは広大な制御室だった。中ではヒルダと同じような白衣を着たスタッフたちが数十人、慌あわただしく手を動かし、声を上げている。

「さてさて、と……」

　ヒルダが制御室中央の席に腰を下ろした途端、その周囲に無数の空間ウィンドウと光学キーボードが出現した。

　空間ウィンドウの一つには、意識を失ったままの遥の姿が映し出されている。ちょっとした小部屋のような大型の機械に埋め込まれるようにして座らされた遥は、今にも機械の怪物に飲み込まれようとしているようにも見える。

「……うん、問題ないようですね。こちらはいつでも始められますよ」

　なにやら数値やグラフをチェックしていたヒルダが、満足そうに言った。

　あまりにあっさりだったので少々面めん食くらったが、確かにここで延々と長話をするつもりはない。

　綾あや斗とがうなずいてみせると、ヒルダはぱちんと指を鳴らす。

「では──実験開始です！」

　直後、遥はるかを映し出していた空間ウィンドウに、稲いな妻づまのような眩まばゆい光が走った。

「ぐ……！」

　同時にユリスが頭を押さえて顔を歪ゆがめる。

「ユリスっ！」

「ああ、反応の良い《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の方は、加速した万応素マナの影響を受けて頭痛がすることもあるみたいですね。一応ここは完全に万応素を遮断しているはずなのですが……よほど優秀なのでしょう。なに、別段身体に支障はありませんよ」

　ヒルダはそう言いつつも、複数の空間ウィンドウを忙せわしなく見比べている。

「そんなことよりも天あま霧ぎり綾斗、あなたのお姉さんを目覚めさせることができるのはあたしだけだということを今から実証してあげます。よく見ていてください！」

　そう宣言するなり、ヒルダの指が複数の光学キーボードの上で踊り始めた。

「いいですか、万応素加速器マナコライダーで能力を解除するためにはまず接合パターンを解析しなけばなりません。通常、これには途方もない時間がかかります。──ですが、あたしにはそれが不要なんですよ。なぜなら、今からまさにリアルタイムでそれを行うからです」

　すると遥の周囲に輝くような光の鎖が薄うっすらと浮かび上がってくる。

「反射率を随時調整し、接合パターンを炙あぶり出だすと同時に解除する。世界中探しても、これができる人間はあたしだけでしょうね。あたしという才能だけが、これを成し得るのです！　きししししし！」

　高らかに笑うヒルダの声には、狂気と陶酔が入り混じっていた。

　だが、理解はできなくとも、漠然と感じることはできる。その良し悪しはともかく、ヒルダという才能がどれほど稀有な存在なのかを。

　遥の周囲の鎖は徐々にくっきりと姿を現し、そのあちこちへひびが入っていくのがわかる。

「さあ、フィニッシュです！」

　やがて、ヒルダが激しい曲をピアノで演奏し終えたように指を光学キーボードへ叩たたきつけると、遥を戒いましめていた光の鎖は粉々に砕け散った。

　制御室が静寂に包まれ、綾斗は身みを乗り出して空間ウィンドウの向こうの遥を見つめる。

　そして──
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「あや、と……？」

　遥はるかが、ゆっくりとその瞳を開いた。


あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　この第十一巻は前巻で予告した通り、ほぼ丸々綺き凛りんの話となりました。その割りに表紙は遥とヴァルダですが、まあ綺凛は十巻で表紙に出ましたのでここは持ち回りということで。特にヴァルダは初顔出しですし。

　さて、内容のほうにも少し触れていきたいと思いますが、以下ネタバレを含みますので本文未読の方はご注意くださいませ。

　ぶっちゃけますと、おそらく今回のエピソードが既刊含めて一番難産だったと思います。全体的な流れは前々から決まっていたのですが、いざ書いてみると綺凛が中々踏み出してくれず大変難儀しました。臆おく病びようで引っ込み思案で、でも心優しくて芯の強い綺凛という女の子が、どうすれば自分から想おもいを伝えることができるのだろうかと、あの手この手で盛りに盛った挙あげ句く、こうなりました。踏み出すどころか若干踏み越えた感はありますが。

　そして遥を含めた綾あや斗との家族関連の話もようやく明かすことができました。綾斗の家族は意図的に遥以外の情報を抑え目にしてきたのですが、アスタリスクのメインストーリーにも絡からむ部分ですので、ここから少しずつ解禁していくことになると思います。

　さて、毎回楽しみなｏｋｉｕｒａさんの表紙は前述したように遥はるかとヴァルダです！　先日の外伝小説の表紙もそうですが、ここのところｏｋｉｕｒａさんの表紙デザインは突つき抜けた領域に入っており、感嘆の溜ため息いきしか出てきません！　一応、表紙のルール的には一巻から六巻までの《鳳凰星武祭フエニクス》編＋αがキャラ単体、七巻からこの十一巻までの《獅鷲星武祭グリプス》編＋αがキャラ二人という形になっており、次の十二巻からはまた新しいフォーマットになる予定ですので皆様お楽しみに！

　そして、にんげんさんによる漫画版『学戦都市アスタリスク』（コミックアライブ）が、いよいよ最終回を迎えます！　ちょうどアニメ一期と同じ原作三巻部分までを、本当にかっこよくスタイリッシュな漫画にしてくださって、感謝しかありません！　長い間ありがとうございました！

　茜あかね錆しようさんによる漫画『学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼』（別冊少年マガジン）のほうも、九月十日で最終回となります！　漫画原作に初挑戦させていただき、本当に勉強になりました！　茜さんも連載開始から話が進むごとにメキメキと上達していって、私も負けてられないなと奮起させられたり！　こちらも感謝しかありません！

　なお、外伝小説に関しましては漫画版最終話の先も描く予定ですので、美み奈な兎とたちの物語に最後までお付き合いいただければ幸いです！

　そしてそして！　アニメ『学戦都市アスタリスク』全二十四話が無事放送終了致しました！　先日ちょうどアニメの打ち上げがあったのですが、今更ながら本当にすごい方々にアニメ化していただいたのだなと胸が熱くなりました！　企画の開始から長いようであっという間の、まさしく夢のような時間を過ごさせていただき、原作者としてこれ以上ないくらいに幸せです！　またいつか、アニメで動く綾あや斗とたちを見られたらいいですね！

　それと、現在アプリ『学戦都市アスタリスクフェスタ　煌きらめきのステラ』が好評配信中です！　今回私は設定監修という形で関かかわらせてもらっています！　こちらもぜひぜひよろしくお願い致します！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。というよりも、延期を含め多方面の方々にご迷惑をお掛けしてしまい、本当に申し訳ございません。

　今回から新しく担当編集になったＯ氏、引き続きアニメや版権関連を担当してくださっている元担当編集Ｉ氏とＳ氏、編集部の方々、アニメ関係の方々、ゲーム関係の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一六年七月　三み屋や咲ざきゆう
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